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テ ス ト の 答 え は

15 日 間 の

秀

床 材 P タ イ ル で す

ＳＰＰ 時間・紫外線にさらす在化試験 ＫＱＲＰＱＱ 与 ｉｈｊ ・ Ｔｾ

8 %の 飽 和 吸 氷 f止 の 石 の 上 に お く 耐 混 試 験+ 2 4時 11¥] .  

皮 や 闘 い ブ ラ シ で 摩 擦 を 続 け る 耐 摩 粍 ぷ 験 +90k gの if(

量 を ハ イ ヒ ー ル の l時 の 面 積 に 長 時 IIl J れpし 圧 す る へ こ み

試 験 + シ ー グ ラ 一 式 滑 り 試 験 et c・・・ 365 L- i の変化を人工

P タイノレ ー十文にたえずテストを Nt け

H 本 独 特 の 〔 湿 気 の 多 し つ れ 仮 に も 適 応 し

さ ら に 米 国 連 邦 規 格 を は る か に り ょ う が し

i p タイルなら安心」

りだし

ています。

た 製 品 で

的につく

とその j立 の ベ テ ラ ン

が い う 言 葉 に は こ の よ う な 述 統 し た テ ス ト の 成 制 と iU:

界 的 水 準 を 上 ま わ る 品 質 と で 裏 付 け さ れ て い ま す c 床

材 は プ ラ ス タ イ ル P ! 床 材 の 代 名 詞 と し て つ か わ れ て

ています。

います。
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T E L 、8 6 6 1-t 6101 

T  E  L  ( 441 '  f t 5951 

T  E  L (  57 2 7 3 2  

T E L 、2 2 2  B  1  

T E L ( 2 . 2 B 0 7  

島 応 用 化

東 京 / 東 京 都 千 代 田 区 神 田 岩 本 町 1 3  

大 阪 / 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 ノ 7 4

名 古 屋 / 名 古 屋 市 西 区 桜 木 町 3 丁 目 8 番 地

広 島 / 広 島 市 鉄 砲 町 1 0  B  

博 多 / 禰 岡 市 万 行 寺 前 町 1 4  

田



回 世 界 に 名 が 通 る マ チ コ

米 国 ル ベ ロ イ ド 社 と 技 術 提 携 /

ア メ リ カ ド イ ツ イ タ リ ヤ で

も 作 ら れ て い る 国 際 品 で す 。

圃 常 識 を 破 っ た 高 品 質 ! !  

衝 撃 に よ る 凹 み の 小 さ い も の は

固 い と い う 常 識 を 破 っ た す ぐ れ

た 柔 軟 性。 米 国 の 規 格 に 合 格 し

た 高 品 質 が じ ま 人 ノ で す 。

・ ユ ニ ー ク な 美 し さ を マ ス フ 口

自

1  彩 j妄 を お と した 美 し い 色 が ら 20種

2  5 色 ま で の 多 色 模 梯 に 成 功 /

3  耐 薬 品 性 耐 衝 撃 性 は 特 に 良 好

4  柔 軟 性 に と み ソ フ ト な 足 ざ わ り

5  施 工 が き わ め て 簡 単
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材 質 / 真 中 引 抜

仕 上 / ク ロ ー ム メ ッ キ

‘111、
，圃圃匙ヨr4" l : _ 量四

特 長 / ラ パ ト リ ヒ ン ジ は ス プ

リ ン グ の 力 会 応 用 し て

開 閉 す る カ ヘ グ レ ビ テ

ィ ヒ ン ジ l立ノ 守イフ。の イ頃

斜 を 利 用 し て 扉 の 自 重

. す ば ら し く ス ム ー ズ に 回 転 し ま す i B  型 で ス ム ー ス に If月間する

用 途 / ト イ レ 及 び カ ウ ン グ ー

人 u な ど に 品 適 。 テ ラ

ゾ ー 用

こ の 他 に 、 木 製 用 A 型 、 ア ン

カ ー 用 C 型 を 製 作 し て お り ま

本 社 ・ 大 阪 市 南 区 鍛 冶 屋 困T 5  2 番 地

道 益 金 属 産 業 株 式 会 社

P HONE . 大 阪代 表 . 21 卜 7 3  3  3  

東 京 支社 ・ 東 京 都 渋 谷 区千駄 ヶ 谷 5 丁目 1 番 地

P HONE" . 東京代表・ 34卜 6 7  7  1  

M P- 3 T パ ー ナ

株 式 会 社 4' 川 鍛 Z 所

本 社 ・工 場

東 京 営 業 所

名古屋出張所

九 ｾ ＧｉＧ ｉ 出張所
滋 賀 工 場

阪 市 大 淀 区 大 仁 西 2 - 1  

東 京 都 中 央 区 八 重 洲 6 ー 7

名古屋市 中区矢場町 1- 3  7  

北 九 州 市 小 倉 区 富 野 5 4 5

滋賀県野洲郡野洲町大字三上

T  E  L(  458)  3631代

T  E  L (  272)  2721代

T  E  L  ( 25)  3992代

T E L ( 5 2)  4 862 

T E L 野洲局 4 0 5



あなたの忠実な・・・

ドァーボーイ. ノ

米紫綬宮室主主に輝ぐ米

墨 田 理 由 宇

t i 7-
1
事Z 噌

q

海糠惣嫡魁鵡購開戦総量綾瀬勝細儲酔瞬間側織機綴欄

株式会社 Z 明 白 宇

製造天 ダ ＧｊＨ ｊＨｾ 勺工業様式曾祉

ボニーシーラー

型 状 f憂量産

紋 陣 紹 無

ーキンク材にグレインヨロト

ソフトパテ己主二:

テイ氏化工株式曾枇 I

大 阪 市 東 淀 川 区 下 新 庄 町 2 の 2 6  3  

電 話 ( 381) 1  1  1  8 、 5 5  0  9  



| “ 鉄をつくり未来をつくる" 住友金属 1  

鋼管の強さをじゅうぶんに生かした鋼管構

造一一 強い素材がそのまま美しい幾何学模

様となって装飾の役目も果たします 。

強さ・美しさ共に申し分のない住友の鋼管

は体育館 格納庫など広い空間を仕切る建

造物を“ 美術建築" にまで仕上げます 。

住友の鋼管

令 官 主 友 金 属

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

本 社 / 大 阪 市 東 区 北 浜 5 の 1 5  (新住友ビル)

支 社 / 東 京 都千 代 田 区 丸 の 内 1 の 8 (新住友ビル )

営 撲 所 / 福岡ー広島高松ー名古屋 新 潟 仙 台 札幌

材料として強くフォJ レムとして美しい

、4
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で 抗 に さ Ｑｉ 事 ｊ レ ｉＺｩｾ 11 

をす の 応 i L T  I:':j 昨 今
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株 式 会 社 谷 山 製 作

本 社 工 場 / 大 阪 市班 地 川 区三 世 島 北 通 4 - 4 4 / 電 儲 ⑧ 代 177 1

東 京 営 損 所/ 東 京 問 地 区 芝 抄 制 1 3 . - 5 / 1tt 骨Ir.@ 3742  

名 古 屋 曾 揖 所/ 名 古 島 市 中 区 大 池 町 3 - 6 / 電 稲 ⑧ 代 9281

掴 間 営 揖 所/ 偏 岡 市 中 唱 町 3 5  - 1 / 電 階 ③ 07同

広 島 営 揖 所 / 広 品 市 t 掩 町 8 4 / 電民俗⑤ 2<師

仙 台 営 揖 所 / 1111 台 市 名 掛 T 9  1 / 官I t l ! i ' i @代田03

札 幌 官 蝿 所/ 札 帆 市 南 三 金 百 6 - 3 / 電飢; @ 7. 747 



ーメ ｨ 可 ＮｾｾＢＢｾｊ 門・幽

・2血盗割闘目El i t - z

A  

防水工事のコンサルタント/

年限{ 弘吉正と責任施仁の円アス防本工業協走11の

制l介員はぺ片岡に配間されております 。

c; 刺される b包て技術と、たゆまぬ研究と努力

で" J ; ゴ存峨方のrJj J 要望にお応、へ したいと念じて

おります 。 防水 工事の ｊＮ ｊｾ な ら 下記の日アス

組合員に 、filJ 相談下さい 。

手E

近 後 地 区

A  

Eヨ 貝

日 新 工 材 株 式 会 社 大 阪 ( 541 ) 3785 

7 ル エ ス 工 業 株 式 会 村ー 大 阪 ( 451) 2360 

株 式 会 社 新 光 向 山 大 似 ( 371 ) 3220 

清 水 興 業 株 式 会 社 大 阪 ( 371) 0251 

ＧＱ Ｇ 村 ￬Ｉ ｾ '1¥ コ 業 株 式 会 ヰ1: 1'1' 1; (  4  )  5884 

棚 川 建 村 山 | 決 会 社 側 ， 1; (  22 )  0674 

イj 杭 ，建 材 株 式 会 社 t ; . ¥ )!: (  3  )  0775 

東 海 地 区

'1' ヅ と 挫 材 工 業 株 式 会 H 引 ，M! ( 25 ) 3541  

11 本 建 材 興 業 株 式 会 社 名，'，M! (  57 )  5541 

山， ｾｦ 砧 ｊ ・ ｬ Ｇ Ｉ ， ｉｾ＠ t ，，'， M!  ( 32 )  13日

中 園 地 区

世 ; I ( 建 材 株 式 会 社 JL: J: ，¥ (  6  )  6371  

来 '1' 問 | 切 水 工 業 有 限 会 社 附 111 (  3  )  2211 

四 園 地 区

株 式 会 社 山 本 商 会 松 11I (  2  )  2717 

大 三 工 業 株 式 会 社 向 松 ( 2  )  8697 

株式会社高知l ア ス フ ア ル ト 工 業 山 知 ( 2  )  3244  

大 三 工 業 所 徳 仏 ( 2  )  9243 

九 州 地 区

rl 新 興 業 株 式 会 社 延 l品J 4305 

株 式 会 社 二仁 村 fl 北九州( 38 )  1468 

安 l体 _ r ' ) ' ; 株式会 fl 九i I刈( 2  )  6968  

株 式 会 社 大 : 尚 会 山 崎 5001 

株式 会ネ ｼ北原挫 ｾ Ｚ Ｑ 閥 会ｽ削， ｾｊＺｪ (  2  )  8859 

名

建 設 省 認 可 東計第240 号

資本金 820万 円

簿

関 東 地 区

伊 藤 建 材 株 式 会 社 * );;; ( 841) 5311 

北 条統背工業 株 式会社ｊｬｾ ); 0: ( 551 )  2670 

有 | 保 会 社 令 岡 興 業 点 以 ( 361) 5947 

総 背 建 材 株 式 会 社 点 以 (541 ) 6947 

大 和 工 業 株 式 会 利 点 ぷ ( 801 ) 6368  

7 サ ル 脈 背 工 業 株 式 会 社 点 以 ( 841 ) 8501 

藤 井 二r 業 株 式 会 キ1: ｾ ｾ＠ 1;0; ( 941 )  0271 

棚 111 J . 業 株 式 会 社 取 点 ( 331 ) 3468  

木 下 ] '. % 株 式 会 社 以 以 ( 633) 4231  

11 $Ji '  ill ｌ 株式 会社ｾ ｾ 1;0; ( 891) 1144 

肝 11 J . 業 株 式 会 社 点 以 ( 441 ) 3751 

株 式 会 十1: 奈 良 民 Il' ij )，1  ｾ 水 Ｑ［ (  3  )  0171 

:{i ILI 建 材 _ r 業 株 式 会 社 山 崎 ( 2  )  3301  

司 和 主 主 業 株 式 会 社 新 ii. .j (  4  )  0901  

合 名 会 社 島 屋 建 設 全 訳 ( 2  )  0085 

有 限 会 社 折 橋 政 次 郎 商 居 山 111 (  2  )  0999 

株 式 会 社 三 井 工 業 所 的 | 刈 ( 85 )  5718  

協 和 建 材 工 業 株 式 会 ヰ | 治 水 ( 2  )  5665 

東 北 地 区

11 ｾｊｩＧ 往コＭ株式会キｊＺ 11" 台山仮 所 flll fi (  3  )  7790  

北 海 道 地 区

11 本 ス レ ー ト 株 式 会 社 札 帆 ( 2  )  3458 

11 新建工株式会社札帆 ，'jJ d長 所 札 帆 ( 2  )  5015  

本 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 町93 ( 日新工業内 )

関西支部 大阪市西区新町北通 1 ｾ ＴＰ＠ ( 日新工業内 )

九 州 支 部 福 岡 市 大 工 町 4 8  ( 日新工業内 )

電話 (888) 2101 ｾ Ｙ＠

電話 (531) 5281 ｾ Ｓ＠

電話 (75) 7  4  8  4  

‘  



運 転 手 な し 乗 合 全 自 動 式

規 格 型 乗 用 昇 降 機

バ Ｗ ヲペ ｾＹ
A C・2

交 流 二 段 速 度

毎 分45/ 11. 25 m .  6 人 m・5 停 止

御 試 乗 歓 迎

6 ・9 ・11 人 用 3 種

J 出 IlI j 2 9 5万円

つ ね に 新 し い ア イ デ ア で 業 界 を リ ー ド す る

ク マ リ フ ト は 生 産 量 で も 断 然 業 界 第 1 位 で す

一
一

ＧＱ マ ｱＷｾ
押 釦 全 自 動 式 小 型 昇 降 機

+ 工 場 生 産 さ れ る 配 線 工 事

京将問的コ. _ " . c 方 式 を 仏 間 し g し た の で叫 明 暗竹 t 羽院が 凶 ると問・8

l.  Ｋ Ｇ［ＭＮＱＩ 出 ｾ .! • 屯 て 工 閉 が30持 方 埴 帽 を れ 2 し た .  

.， コ ン ベ ヤ ー ラ イ ン に 輯 る 兜 会 塗 装

，・ ヵ 叫 S盟A. : J ! J ) . U ::l Y ベ ャ ー玉、骨タトル肘' ! b付11' ' ' ' "' 町0 &附式: 6 ! A ユニ

喝 の 寛 防 し 3 人 的 て 制 品 口 一 層 惜 畏 完 全 に な 。 ま し に .

今， J フト 1; 一 貫 ノ n ー と し て . (" . n' . る ア イ デ ア - e .ll: 鹿 己 ょ ? t H. 叫 .

幅 格 問 削 可 e べで rc 岬 A 足 い た ど り る 冊 目 夜 開 力 し て 居 ま す . 人平 不 足 的

同 州 川 崎 . 小 荷 柑 . 轡 ;n" 1 的 運 開 問 と し て 、 め らゆ る 職 唱 に 榔 帥 用 寸すき い .

川 川 川 弘 量 笛骨> 8 . 1買 力 ゴ 寸 法 問 ロ x 奥 行 X 高

J 3  0  2  5  kR 2 0 m  5∞X  5∞X  6∞ 

M 5  0  5  0 同 3 0  "  6∞X  6曲 x 7田

M _  I  0  0  I  0  0  "  3  0  "  7 5 0 X  7日 x 900 

同 一 2 0 0 2 0 0 "  3 0 "  9∞X  9∞X  1，050 

M - 3 0 0  3 0 0 "  3 0 "  t . OQOX I . O∞X  1，200 

電岬 rJ J 3 0 8 .  M 5 0 8 口 交，ι IOOV J  3 0 A.  M - 5 0 A を官 む 其 の 旭

日 y ι 200V て f

ピ ｾ 1] マ ガ イ 工 業 株 式 会 誌
大目俣市西区京町堀 2 30 l1t 1重大阪 (443) 3421 - 4  東京都北区岸町 1 9  電 話 東 京 ( 913) 3146- 8  / 名古屋市中区東陽町7 2  電話名古屋 (24) 0372 ・(25)9041

京都市上京区智恵光院通り丸太町上ル 電信 京 都 (84) 3  4  0  4  福岡市，情川町 3 26 電 話 福 岡 ( 2 ) 4  7  7  7 / 広島市小網町39 電信 広 島 ( 31) 1  2  5  0  



ドア を 閉 め る の は

ボ ク の 役 目 で す

. 建築様式の著しい発達に伴ぃフロア ヒンヂも、これ

に適応したものを要求されます。

創立40余年を誇る最古の経験と、最新の特殊専用機設備

から次々と生れるニュースター ・フロア ヒンヂは、取

扱いが簡単で、耐久力があり、建築設計業者の皆様から

信頼ある理想的な製品として広範囲にご使用いただいて

います。

世界に誇る驚異的建ι-
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ニｾＭ友写ー製品
- 7 ロア ヒ ン ジ

・ ド ア チ ェ > 7 横 型

- 1/ 蛮 型

・ H  隠蔽式

- ピポ y ト ヒ ン ジ

・ラ，{ トリ ヒ ン ジ

- t甲 板 メラミン樹脂

- t甲 tJX 7 リスタル硝干

日本ド7一子工v ケ製造株式曾社

4民 社 ヱ 喝 大 眠 市 生 野 区 叫 揖 嗣 ・r 2  2  2  電 曲 げ ' 6 ) 担 引 - 6

東 京 支 眉 東 京 蝿 千 代 田 区 神 田 踊 町 ' . 回 目 電 話 ( 2引 ) 1920 咽 20

岨 岡 出 彊 所 福 岡 市 柏 a ・T ， . . 地 電 電 話げ 4 )33 1 2 ' 2372 

名 古 屋 出 櫨 前 名 古 屋 市 東 E 高 岳 町 ' 了 目 " ..陸 ( 94 ) 4627 - 8  

新時柑lてマ "1手した

各手重のカヲー製品が有リます

美L いP，i ミ箔 O' t3，く鉄板

リ玉! J ヲル "";.J-"
11 IJ 1  !J 'j ｊｾ 克明ル製造株式会枇

ヨ ド 社 工 場 尼 崎 市 太 物 北 U 屯 品 大 阪(481)4 9 4 7 - 9

大 阪 支 庖 尼崎市北開町4- 41(古111 ピ ル ) 電 話 大 阪 ( 401) 9 7 4 5 - 6  

東京支唐並工場 均玉県曜市大字車岨 1 6  2  0  世 話 班 (32) 3  1  1  5  - 7  

宜 占 ・ 出 張 所 郡山 ・八幡田名古屋川崎岩間・下郎抵岡敦賀・三f 1 I 悼由・陣山



11 - -置理窟・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃

SIJI 、バ

a E圏直盟問思14]1 ・・・・・・園田・・・・・・・・・・・・・・・・・

|  甲種、乙種防火シャッター製造施民 品 川 三 子 人 仙 川

ベ11

ｲｬ 村正帆斗円ベ Ｓ ・ Ｒ 日 ω 抑制ｾんｬｉｉｩＧＡｉ効 ， い ι - .  山 八 一 一 I  

- ' . h 、時ゅよならばぷべ

|ご ・ 品 種 Ｍ 三 キングゴールド Ｈ 特殊チタメート胆 ｌ ・亙鉛メツキ樹脂釧附 ｲｾ I  

1  ・スプリングシャッター・重量スプドグシ. ヤリ一 軒動式電動式シヤg - J ; ・特許制シャッター I  

建築業者登録番号 ( チ) 第 5 8 0 7号 甲種・乙種防火戸

興 東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社 ・ヱ 場 大阪市西淀川区佃町 4 丁目 3 3番 地 電 話 代 表 ( 471 ) 8 3 31 

大阪営業所 (928) 4571- 4 東京(171) 1171・名古屋t自国171 京Iffi i目指591・神戸ω 1489 傾倒(3)4103 ｾ ￧ 町他全国主 要郷市

、 ! i J i 4 W 品 吋 叫 が シメゅ - 目

j屈さくに Hニ川""i - i t ; : ビル氏r T i J ll の た め .

y ートパイル1t 出へ町主計主i I ' 入1且i品

薬 液 注 入 … ・.

ｍＮｉｾｵ に ｌＮｗ 互法
ケ・ミ イ ・ゼクト {献生I U1i 今回帰封問}

特徴 ・佼透性が良〈低圧でi主人出来る

. !II，j液の反応成生物であるゲルは

ノドにィ、i n刊で短時分で図結し収

紛性がない 。

・ゲルて・問給 した砂府 1.1. 5 - )Okg 

/cm' の圧縮強度を有する。

・y '官立り注入するので土質に応、

じ無駄なく注入出来る。

不 安 定 水 ガ ラ ス ( 樋口博士特許 1

• M. I に次 ぐ浸透性を有し強度大で工費

低廉 である。要すればセ・メント i主入へ

の切符が容易である。

・グラウトの凝問時n日の調節が容易で'J l:

水効果大である。

・土質によってはM・I工法或はセメント

ベン トナイト工法と併用して必も経済

的に目 的を達成出来る。

用 士会 ・軟 弱 地 盤 、破 砕 帯 の 圏 結 強 化 ・あ ら ゆ る 種 類 の 漏 湧 水 の 止 水

J! ! ! ・ず い 道 掘 さ く 、 押 込 式 及 び シ ー J レ ド 工 法 の 地盤 固 結

・隣 t妾 建 造 物 の 沈 下 防 止

完 全 な 防 水 に ・

ｾｊｴ ｊ ， ｊ 寸 ｾｂａ
詳細に関 しては軍事社営業郎にお問合せ下さい.

心

ウ

日航綜合防71t 株式§ 社

取 締 役 社 長 山 崎 僕 ニ

本 社 東京都千代田区神田描車町lの9(大平舎ピル 2陪) 電話 (201)仕費 7691

大阪宮揖所 大 阪 市 東 区 追 悼 町 1 - 4(世Jf ピル) 電話 (202) 6  8  8  4  

工事 輯々所 東 京 都 極 崎 区 極 措 町 6 の 3356 電 路 (962) 2  5  8  1  



. 1 8- 8 c r に よ る 完 全 無錆 製 品

・ 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

三 後 建 材 工 業 株 式 会 社 圃 支援727;味付伝おきす

完 全 な 防 水 ・ 防 塵

完 全 な 耐 久 性 ・ 耐 錆 性

主 要 製 品

. ステ ンレス製ド アー ヒンジ

園ステン レス製サ ッシ用ヒ ンジ

. ステ ンレス製笠木・革lH習

. ポンデラ イズ塗装による各種 ヒ

ーノン

・将秘中目立型鍬l

J I S 規格 表示許可工場 日本住宅公団指定メーカ ー

ｾ永本日 工 業株式会枇
大ｼ弘山 Ｇ ｌ ｾｦＧ ｬ ，ｺ Ｇｩｾｾ ，＠ 1内町1128 T  E  L  fU d741)  1 6 2 7  

A 臥! 白 1'( 1刈di ｾ ｪｬｬ 川 ｲ 5  0  T  E  L  1'( 1刈 4 8  1  0  



奇2童.緩勾配屋根氏

軽快た道代建築枚

Ｘｪｩ ヌ Ｍ， ｜ｏＭ ｩＧ，ｾ ソイド

Ｘｪ ｊｩ｝・ｾ， ｌ テン ＢＭＷ ィ ｹｱ ｷ
伸 縮 目 地 材 エ キ ス パ 、

日 源 化 学 工 業 株 式 会 結

本 社 東 京 都 rt 央 区 八 重 洲 l - J

T  E  L  (271)  ＷＰＰＰ ・ ＵＴＶＳｾＵ

名古屋営業所 名古屋市港区南十一番町2 - 6

T  E  L  (66)  8  2  5  1  ｾ＠ 5  

大阪営業所及大阪工場

大 阪 市 東 淀 川 区 掘 上 通 り 3 - 39

T  E  L  (392) 0  0  5  1  - 6  
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h  建設大臣の特別認定 トリコンはその高性能を認められ、建築基準法に基づく特別認定を得ておりますr

新 し い 鉄 筋

，.・' .1:1; ' "

守 〉 神 田 笈 銅 prr

- トリコンのカタログ ・資料諮; )とは

東京都千代!万区) L ノ内 1 丁目 l  

( 鉄鋼ピル )

(株) 神戸別鋼所 =!.R};( ぶ十|

大阪 ､ ｩＪ ｬ ｾ 北 ｩ ｊ￮， Ｓ ｔｉｉ

( 大阪神鋼ビ ル)

(株) 神) I 裂鋼所=大阪' j qf ，I' )j
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昭和39年 度 役 員 選 任

理 事 会 務 分 掌

昭和39年度 役 員 選 任

Jl B和39年 3 月31 日開催の定時評議員会において 会長 1 1""  副 会 長 2

名 ，理 事 13; G，の改選を行い，次のとおりそ れぞれ選任されましたので乙

乙に会告申し上 げます。

コ
い

Z
E
-
-

一
ロ

新 包1 {正任

i 会 長 i 東畑鎌三君( 原知事務所)

: 副会長 i 塚 本 ｾ次沼Ｈ日硲役計Ｉ i 竹 中 事R一君( 竹中工必広)

"  i  Ｑｾ 尾健三沼Ｈ大阪大学Ｉ

i 理 事 j 海上 l百 円 沼 ( 海上事務所) i 増井 敏克君( 大阪市u ! 策局)

11 : 片山光生活( 近畿地主ll) i 橋本忠保君( 住宅公悶)

j 佐 野 正一沼( 安井事務所) i 田中良太郎君( 大阪市大)

Ｚ深ｾ 実arl 沼( 大阪府u ! 築部) 恒岡 俊行君( 大阪府営繕l ! l ! )

11 : 福知秀夫; s ( 大阪市u ! 築局) i 岡本 弘 君( 浅沼紛)

11 : 浅沼1吉之吉沼( 浅間組) : 大 林 芳 郎 君 ( 大 林 組 )

11 : 鴻 池 藤一 治 ( 鴻 池 組 ) 白 井 周 二 沼 ( 消 水 u ! 般 )

1 /  : 松 村 雄吉; f J ( 松 村組) : 銭 高 匝n之 君 (銭 高組)

! 藤木正一君( 藤木工Z告白)

i 梶本 秀尾沼{ 八干代低投) i 山本竜太郎君( ヤマト低気)

11 ;  ｔｾｾ 谷三郎沼Ｈ大阪低気 ｀ＡｈＩ

i 菅野 栄沼( 大阪城口研究所) i 高須洪・自11 沼( 例日工業担)

: 樋口 11非栄沼( 三織工業)

11 : 村石秋吉: t l ( 浪速合板) i 横田苔ー郎君( 工英社)

1/  : 田村 史民11 .Lt 仰 木 建材 協会}

i 中 村 金三 君 ( 中村金三剛日)

j 光 安 義 光 君 ( 言語F庁舎組側ii

なお，評議員の互選によって評議員会正副議長が次のとおり選任され

ました。

評 議 員 会 議 長 五 十 嵐 芳 雄 ， g ( 大林組1)

副 議長 小林得志若( 小林，j J 必目I i )

理 事 会 務 分 掌

4 月15 日開催の第 1 団理事会において下記のとおり理事の会務分掌が

決りましたので会告申し上 げます。

言己

主日己 主 計 編 集

( 鋭術部l'リ) 海上 u"(， - :/l rn ＱＴ ｊ 良太郎 ｾｕ 片i.l.l )Ill ，_ よ!

福知 l 秀夫' l i 佐 野 正 ・.Lt

橋本 込l保 沼 深 尼 主ll:自11 心

恒岡 俊 行 君 ｩ 曽［Ｑ Ｑ ・ ｩｾ ￍＨ ￟ :u 

岡本 ij 1..君

( 総合部門) 浅沼猪之吉君 大 林 芳 郎 君 鴻 池 藤 一 君

白 井 周 二 A l 松 村 雄 育 君

銭 高 野li 之. II 

桜 木 II -: - - .IJ 

{ 低気部門) 菅谷 三郎 君 促 本 秀 尾 沼 山本 竜 太 郎 必

(11工部門) 樋口 )協栄君 菅野 栄 君 高須洪一郎 君

( 池材部門) 田村 史 郎 君 村 石 秋 吉 君 横回 答 一郎 沼

(支 部 ) 中 村 金 三 沼 光 安 義 光 沼
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zョ会

下記会員の方々は、 5 月 3 日の憲法記念 日に大阪府知事より表彰を受

けられました。乙乙』ζ 誌してその栄誉をお皮び申し上げます。

記

圭 治 君 ( K Kij! 材社々長)

孝 男君( 阿国l J l お所長)

狐 兵 衛 ( K K松村組I!Jf.iJ 取締役)

務 君 ( K K稲川組取締役社長)

庄 之 助 君 ( K K工盛社代表取締役)

長 吉君( 斉久工業K K大阪支庖長)

潔 君 ( 山本mm化工 K K社長)

会 員 の 受 賞
賞

国 .

x  の員
4

2

 

西

田

勝

川

本

上

岡

川

福

藤

南

山本

昭和39年度支部選出評議員

昭和39年度支部選出評議員当選通知

iI l 主君( 京都市住宅周1 J 繕課長)

日日 君 ( K K大仏噂務取締役)

夫君( 防府市建築課長)

美 お ( 広 島 市主E築局住宅課長)

白日君 ( K KI見和工童話脂社長〉

)¥:.tl  ( 位塩建築' ] i f . i J 所社長)

IYJ .tl ( 大正Rウオールボード研究

所長)

保

四

元

山

肌

.!E 

山

勝

中

打

勝

邸

山

芳

佐

田

坂
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会館建設資金借入金の償還

当選通知

会館建設資金借入金の償還当選通知

先年近倣建築会館設置に際し，建設資金として借用いたしましたもの

について，乙 れが一部償還の羽IIせんを去る 3 月31 1:: 1の定時評議員会終了

後同席上において執り行・ないましたと乙ろ ，下記のとおり償還が決定い

たしましたので会告いたします。なお位辺金のお支払は 5 月15 日より行

ないます。

記

K  K  ｾ� ｬ＠ LI 工 業 社 殿

K  K 新 井 組 殿

K  K  池 田 組 殿

岡 三 郎 殿

K  K 工 夫 ネ| 殿

lJl '1' 処 i没 K K 殿

K  K 大 和 尚 会 殿

ツ バ メ 建 材 K K 民生

K  K  1.1:¥ ; ) < 組 殿

バi r下 河 : 瓦 K K 殿

KK 明和工務活大阪営業所殿

K  K 安井建築設計事務所殿

5  0 ， 0  0  0  

1  0 ， 0  0  0  

2  0 ， 0  0  0  

2  0， 0  0  0  

5  0， 0  0  0  

2  0， 0  0  0  

2  0 ， 0  0  0  

2  0 ， 0  0  0  

1  0 ， 0  0 0  

2  0  0， 0  0  0  

1  0， 0  0  0  

1  0  0， 0  0 。

￥

V

A

￥

￥

￥

￥

￥

￥

￥

￥

￥

￥

 

なお以上の外， 日本建築学会よりの借入金に対し，今回は50万円を償

還する ζ とになっ ております。

5  3  0， 0  0  0  下王合計
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長居陸上競技場見学会

財団法人 日本建築総合試験所

. 本会出版図書案内

口 新住宅設計コンクール優秀作品

図集 250円 干 50

口 建築基準法及関係法規早見一覧

表 300円 干 70

口 ふるさとのすまい ( 日本 民 家

集〉 800円 干 150

日 鉄骨鉄筋 コン クリー卜 構造設計

実例集 3，500円 干200

口 工高生デザインコンクール入選

作品図集 200PJ 〒 50

口 床 の 仕 上

200円 〒 60

口 左 官 工 法 指 針

150PJ 干 60

口 建物及び設備の保全

130円 干 50

場ー・・・.....---..__.. . . ........._....... ... ... . ... . .. ..・・・.._..

.  定価は会員特価を記赦いたし

ました。

-ー.....ーーー..ーー..・・・・..ーー-ーー..-.-.. . . . . .ー・・...ーーー.._--.ーー...

.  電話( 大阪( 幻1)9648欝) でどrt

x下さ れば ど 送 附 い た し ま

す。

.-.._.__.__..._..........................・・・・・・・ーーー・ーー...・・.

長 居 陸 上 競 技 場 見 学 会

日 時

集合場所

申 込

定 員

概 要

6 月 4  日( 木) 午后 1 時30分( 出発) → 5 1時( 解散)

大阪駅西口パス駐車場 ・京阪観光パス ・目棋会話E

5 月24日までに到れする往復ノ、ヵボキで願います。

ＱＲＰ 名を越えた場合は割 ＱＱ せんの七参 ｉｊｮｾＱＱ を送ｼ引しますの

設 計 大 阪市主i嘆 局

}jfli 工 株 式 会 社 藤 田組大阪支m

所在地大阪市東住吉区長居公|剥内

構 造 R C 造 ・3 階建スタンド

. フィルドは、陸波 4 A 型。競技場では今秋のオリンピック

のサッカ - 5 ・6位決定戦が行われ，またオリンピックオ

ープン競技も実施されます。

財団法人日本建築総合試験所の設立許可

昨年来企画して設立手続中でありました掲題建築総合試験所は、去る

4  )] 24 日付で建設大臣より財団法人設立の許可があり 、 5 月11 自に ζ れ

が設立登記を了 して設立の迩ぴ 11 : : 至りました。主主にど通知申し上げます。

なお全法人の役員は次のとおりであります。

言己

列 ヰI 長

社団法人 口木建材協会 ｾ＠ 長 中 村 文 夫 民

日IJ 理 事 長

大 阪 府 副 知 事 高 田 敏 一 氏

大 |荻 市 助 役 大 l斗 精民

社団法人 日本建築協会 会 長 Z買 畑 謙 三 氏

坂 静 Ufr 民

常 任 理 事

大 阪 府 建 築 滞 :m 長 深 fs 実 郎 氏

大 阪 市 建 築 局 局 長 福 知1 秀 夫 民

大 阪 商 工 会 談 所 事務局長 山 県 忠 次 郎 氏

社団法人 目木建築協会 副 会 長 竹 中 錬 一 氏

同 同 塚 本 猛 次 民

社団法人 日本建材協会 理 事 長 村 石 秋 吉 氏

日本建築学会近後支部 支 部 長
イ、ド

潔氏

京 都 大 学 建 築 学 科 教 J受 J羽 田 敏 男 氏

大 阪 大 学 構 築 工 学 科 教 授 鷲 ｪ 室長ｾ三氏

円木建築家協会関西支部 } ト? 事長 佐 野 正 一 民

理 司王

建 設 省 住 宅 局 局 長 jjij 田 光 弘 氏

同 建 築 研 究 所 所 長 平 賀 謙 一 氏

大 阪 市 総 合 計 画i 局 局 長 河 村 重 俊 民

大 阪 陶 工 会 議 所 専務理事 _ I l ! _ 井達三良民

社団法人大阪府主主築士会 会 長 渡 辺 !li l 氏

同 副 会 長 井 上 鴻 太 朗 氏

大 阪 建 設 業 協 会 ノｾ 長 銭 前 ¥ Jti li 之氏

1:1木建築家協会関西支部 支 部 長 伊 藤 鉱 一 氏

開』且会L  

事

大 阪 商 工 会 議 所 刷 会 頭 阿 部 藤 造 氏



昭和39年 度 第 1回 若 い会 員 の集 い

「建築からの起点 ・総括座談会」

時

場

トス

日

会

ゲ

5  月 27 日Ｈ水Ｉ午后 Ｖ Ｑ 時一一 ＸＱＱ ｾ ￎＧ

木 会 4 階 集 会 室

京都大学西山研究室 三村，告史氏

(附者11市開発コンサ J レタント 富安秀雄氏

24日まで に電話で闘います

3  0 名

申 込

定 員

「若い会員のt MいJ が誕生して 8 年になります。

はじめのうちは 11権威H とか H 企業のカベH をとえて，ともかく若

い建築技術者 どう しで= 話し合っていました。そのうち1 ( ，一貫したテ ー

マのもとに「集い」の成果を私みかさねようという乙とになり，昭和37

年度統一テー 7 1現代の探険」をスタートさせました。そのセ目的は，

私たちが属している建築から飛びだして，現代のなりたちを把える乙と

のようでした。

1111和38年度の統一テーマ「建築からの起，点」は，前年度のテーマを基

礎として，建築と社会とのつながりを，みきわめる g 図をもっていまし

た。きわめて理想1的な社会，そ乙1 ( 迎じる建築からの起点があるにちが

いないと考えたからです。

昭和38年 6 月「現代の探険 ・総括座談会J ， 7 月「大都市の陸路と矛

盾J ， 8 月奈良のマスタープランを考える J ，10月「近倣凶のレクレー

ション閲発をさくる J ，11月「団地コミュニティについてJ ， 39年 2 月

「カ ナダ ・スエーデンの住宅地開発とその生活J ， 3 月 1; 1- 1匝i上からみ

た神戸ポートタワーについてJ ， 4 月「建築の評価について」と乙の 1

年の「集い」をふり返ってみて，一応の成果をみとめながら，なにかも

のたりかつなた点はなかったかどうか，ひざをつきあわせて反省してみ

たいと思います。そして，ζ の日のまとめを今年度の統一テー 7 1( 発展

させましょう。

ゲストには， 1集い」の足跡をたしかめる ために38年10月にお招きし

た三村浩史氏， 39年 2 月にお招きした官安秀雄氏をふたたびお招きしま

す。

若い建築技術者としての， ものの考え方を確立するためにも，いちど

集って話し合おうではありませんか。

〔写真せつめい ・上から〕

・ 西淀川区の海没J: t ! ¥待を見学する若い会口( 撮影 ・村} ' 6一彦氏)

. 観光パスのなかでの討議はつづく (  11 )  

.  カナダ( トロント) における住宅地開発( 提供 ・口笈' 秀雄氏)

.  昔I'j 函上からみた神戸ポートタワー ( 提供 ・口建設J Iー工務附)

口 4 月号でお闘いいたしました「木会出版図書のアンケ ー け に

は会員各位より只撃など怠見，ど批判をいただきました。それら

れ重な資料を悲磁 lζ ，木年度よりの出版企画を図りたいと存じま

す。アン ケートに ど協力いただきました会員各{ 立に厚くお礼申し

あげます。

It¥j仮委員会委員長 問 中 良太郎

会 告 4

昭和39年度 第 1回 若い会員の集い



会 告 5

昭 和 3 9 年 度 常 設 委 会 委
=  

4 刈15 1l の理事会において，下記のとおり l府和39年度常設委口会の委員委 l砲を決定いたしましたの

で . ζ 乙 lζ 氏% を掲;J車いたします。 11 本主s ｾ誌協会

( 1抜称目白 ・II_-I- 1i -l lm

.  事 業 委 員 会

見学 ・講演 ・説明 ・映画 ・展示 ・!!¥t盟会な

どの事業の企画および災胞

指 ｉ ｉ ｊｾ＠ 夫( 国鉄大阪r m同)

jl: 上 泌( 大阪迎築引)

1也 m p!i- ( 住宅公開)

〈杭 下 久 哉 ( 邸ml ! 設)

〈 ｙ［ 本尚マＨ大阪 ､ｩ 灰 ｾｆｉＡ ｲＮ ｬｬ

_I :. m 11'. f，i  ( 近紙低週五，1)

j 己 fむ 11

1

;- 凶( 111 ( '"品開会)

大 久 保 博 ー( 同鉄大阪て弔問

太 田 i降 信 { 坂 倉 都立研)

ｼ間木行ｾ［ＺＮ ( 昭和股叶!IO

O岡 本 弘( 減刑前l )

ffj 稲 徹 也 ( 大 阪 府 企 業 日 )

O燃 緑 茶 郎 ( 大 林 融 l )

木 村 博 じ ( 大 阪 郵 政 府 )

久 保 田 敏 雌 { 三部迎築τIl)

駒 口/I ¥JJ ( 駒砲築事)

佐 々 木 良 一 ( 大 阪 工 大 )

佐 孝 義 治 { 近 鉄Di j j 闘 )

ム 佐 塚 治 久 ( 関pq氾1A! 築，1'.1!)

坂 内 幾 男 ( 坂 内 正II 策・J 1)

鈴 木 洋 也 ( 束 畑 正II 築 羽

田 森 信 夫 ( 熊 谷 組 )

谷 川 丈 夫( 西町l衛生工業所)

千 楽 器 海 ( 日 正E般 的

子1・ 尾 | 盗( 石川m築可1)

1! '1 勝 - ti ( 竹内<J ! 築m)

11 1
野 孝 治 ( 安 井 正II 築τI i)

中 板 芳 一{ 大阪大学)

ム IIJ 村 信 夫 ( 大 阪ili 交通局)

西 川 幸之助{ 大阪市m策局)

能 勢 勝 ii*. ( 佐々 木正ll 2l!i TIl)

野 内 孝 雌 ( ; j J _ 1下不動的

荻 野 敬( 総本l i i ' l T- J . !D

知| 初 夫( i 円水辺投)

応 用 守 政 ( 原 田 向 脂 )

、1; 同 作太郎( 平日 l タイル)

。川 ｬ 委日 ｬｾ 。印 刷33口長

広 瀬 修 三 ( 小 知l; -(浜且1' 11)

ム 勝 以 迷 夫 ( 近 畿 地 犯 )

ム 星 野 二 郎 ( 住 宅 公 開 )

卵 白 : 析 郎 ( 大 成 主II 役)

ｏ 政問ｾｩＮ欠Ｈ政 ｉｾｪ 土地Ｉ

。i科 )1: 敏 克 ( 大 阪di m築日〉

-M  ，1: 、l 段 一ー(fr敷砲築日f )

七 1111 栄 ( ' - 七冠仏o

ミi草 rn J長治郎( 新 r務所)

ノド イ、 稔( ゲ'pl ，r 務1m

'8' 後 継( 百後< J ! 築事)

村 j 1・ 健 三 ( 伊 吹 政 策'11)

村 }; -I'i 彩 ( 総 村 組 )

京止 m 孝 ｨｪｦｾ＠ (1司鉄大阪I'l FI! 日)

八 木 常 美 ( 大 阪 府 政 策 総 }

O 欠 !ll f  ｾｾ＠ 作( 居者木工務1，1])

山 本 iJt (大 FI 本土木)

0 111 本 義 樹 ( 銭 高 級 )

渡 辺 英 秋 ( 不 二 処 投 )

*  
.  編集委員会

会総 m築と社会」の企岡 ・編集

伊 東 哲 郎 ( 竹 中 工 務 応 )

生方文次( 日狙! 設3十)

金 谷 英 一 ( 大 阪 工 大 )

@* I ' i 山光生( 近緑地m

金 本 賢 治 ( 大 阪 強 策'11)

鎌E l l J ，長男( 大阪市)

j ド 谷 篤 樹 ( 即m投)

木村義 ＱＴｦｾ ( 住宅公団名T片岡

鬼 頭 芳 郎 ( 消 水 建 設 )

* 鴻 j也 i様 ー ( 鴻 池 組 )

fr if長 男( 大阪市大)

ド佐 野 正 一 ct.um築i役日|τfO

IlQ  };，j  jj; 司( 前水硲投)

鈴 木 洋 也 ( 東 畑 建 築'ro

高 指 久 栄 ( 大 阪 府m策部)

* 苅 斜 供 一 郎 ( 咽l円工業m

^ 印 I;':r ')1: 

多 11: : 1敏 ;防f ( 神戸大)

永 見 正 雄 ( 国 鉄 〉

王 約 1洋 ( 阪 大 〉

西 尾 イ 言 広( 安列犯策事)

西 部 IYJ 郎( 低々公社)

長 谷 川 祈之助( 近畿地m

林 野 公 孝 ( 大 阪 市 大 ) -

j必 JK f' f  二( 大阪府企業日)

比石英二( J 七石m築市)

広瀬二郎Ｈ円ｾ市立 ｊ ｊＭＩ

広 原 航 IYJ ( 京 大 )

ド 深 尾 史 郎 ( 大 阪 ! 日 )

深 谷 7:
1
;- ー( 大成< J ! 投)

牧 原 敬 典 明 野 田 工 問

中 W: ;11 敏 克 ( 大 阪 府 )

必 下 /，i，i - f ! 日( 兵五It 瓜)

ド 松 村 kit Ｍ［ｉｾ＠ ( 総村組)

* ) t 安 義 光 ( 兵 五1I 県)

'心・ 1協 毅 ( 大 林 組 )

鍛 内 十三 kit ( 住セ公団 ・大阪)

*  ILI 本 竜太郎( マヤト電気)

*.f !li FIl 干・f 一 郎 ( 工 菜 料 )

H 川 Jよl 延( 1&合l Vl =- 研)

*日l 編集] 111' 11

*  
園 住 宅 委 員 会

住宅K 関する研究説I U: れが改押について

の一般内索

伊 ＡｉＡｾ＠ 1
1

， /41 ( 円本プレハブ)

上 m 良 治( 府住宅協会)

尼 村 俊 夫;樹( 南海m鉄)

ill l  m 誠 一 ( 学 会 支 部 )

@ 桝 上 約 一 ( 海 上τll f 6所}

武 山 一l七 IYJ (大mボード)

ｾ＠ ;11-- 弘 次( 府企業向)

金 森 史 雄 ( 京 阪m鉄)

ili liI 干1- 代子( 竹中工務応)

木 村 多 津 子 (il; 大家政学)

北 本 隙 之 ( 大 林 組 )
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主ヒ

Eコ

ぷ与

=  

i叩( 田中小間UJ l1iI所)

二( 大阪府建築部)

脇( 大市工芸高)

自ｾ ( 浅沼組)

日目( 近畿E主役)

弥( l j'J 水和田、{ j l )

裕( 俗図平田駅)

武 ( 大 林 組 }

よ'" ( 大阪ru設業協会)

志 乃 武 ( 日ru股剖)

秀 夫( 大阪市建築局)

朝 男 ( 中 道 組 )

実( 布路工高)

保ｻ住宅公開名 ￯ｾ ＡＱｬＩ

14t ( 大阪ru築司l )

一般活材の改良進歩のため IC，コンサルタ

ント的 IC検討などをして斯界の向上発迷を

はかる ζ とに努める。

ｾＱ ・

@問

女

建材委員会

二 ( 銭 高 組 )

弘( 浅沼姫1 )

正 一・( 大阪大学)

礼 三 UIHlllru筑前)

二 十 三( 竹巾ヱl ' J 1 応)

弘 美Ｈ取丙姐 Ａ ｾ距サーピスＩ

春 I4t  (大阪強制l )

正俊( r ，' J 水雄投)

友 次( 交部省大阪工事τJi)

良 介 ( 大 林 組 )

盗( 近畿地ru)

次( 政問土地)

一( 大阪市高速鉄道)

修( 日正II 設計)

貞 次( 央羽紡鍛}

豊 作 ( 総 本 工ihJ ，占)

望 太 郎 ( 倉敷 レイヨン)

定( 大阪府党総烈〉

ｊ￬［ｾ＠ (J1Z却1m両市)

吉 ( 鋭 苅 組 )

ニ( 戸mru投}

←・( 大阪市立大学)

次 ( 大 末 組 }

& ( 大日本土木)

元次郎( 神戸製鋼所)

ｩｊＩＨ消水 ｾ￭ 股Ｉ

啓

太

和

尚

ｽｪＮｾ＠

命

倣

泌

買

十予

匂

Il1J  

圃

西

津

藤

崎

原

水

木

口

岡

吉

川

道

井

本

名

川

藤

田

田

本

本

木

間

上

本

島

取

山

刷

山

呑

北

榊

後

間

地

指

摘

政

相

似

室

一
ぷ

矢

若

未

圃 法 規委員会

主M初ζ 関する法規の研究ならびに普及

伊 藤 幸 一 ( 消 水 路 役 )

石 川 俊 一 ( 大 阪 府 指 導 線 )

越 智 隆 " 古( 兵庫県教育委員会)

大 津 敏 l I i ' i ( 貝塚市ru築探)

恩 田 一 則 ( 大 阪 市 消 防 局 )

小 林 得 志 ( 小 林 得 志 処 築 司1)

駒 敬 三 ( 駒 建 築 事 )

近 藤 達 夫 ( 大 阪 市 計 画 部 )

@ 佐 野 正 一 ( 安 井 建 築 設 計 郁 )

坂 内 幾 男 ( 坂 内 建 築 設 計 事 )

新 日 目 信 之 ( 大 林 組 )

問 中 政二( 大島応用化学工業)

田 村 u 二( 竹中工l 1 i I 庖)

竹 内 陣 文 ( 大 阪 市 営 締 結 )

竹 口 信 夫 ( 大 阪 市 建 築 局 }

土 居 一 雄 ( 新 建 築 事 )

揃 屋 毅 一 ( 堅 手 エ ン ジ ニ ア リ ン

掘 泰( 盤中市述役部)

三 浦 二三男( 住宅公団大阪支所)

森 川 苔 代 之 助 ( 森JII Ｑ 級王 ￟ｾ 祉事Ｉ

山 田 忠 顕 ( 義 ) 阪 市 市 街 地 改 造

山 本 康 雄 ( 大 阪 府 指 導 線 )

吉 村 卯( 大阪府土木部)

波 辺 甚 吉 ( 大 阪 市ru策局)

小

高

斎

篠

篠

消

杉

谷

O

ム

八

心

ム

寺

中

中

刀く

@橋

11  

山

川

武

安

山

山

山

山

吉

ム

大

.  出版委員会

。u! 築K 関する出版物の企画 ・刊行

芦 田 弥 直 ( 大 成 l l ! 股 )

天 津 勇( 国鉄大阪工' f ( 応)

6 1也 保 ( 磁 閏 組 )

r也 F13 有 |持 ( 京術工iE繊維大)

市 川 宏保畑正 ｅ 築 ｾｉＩ

稲 村 数 矢 ( 近 畿 地 副 ，;t 締 約

一 ー ー
叱 究; ニ( 今宮工業高絞)

江 川 好 巳 ( 山 下五' 郎Ul)

ム 大 井 弘 治 郎 ( 大 引 E陣 取 )

樫 原 章 雄 ( 鴻 池 組 )

ム 片 山 金 市 ( 住 宅 公 団 大 阪 )

142 木 正 介 ( K m削J )

ム 木 村 喬 夫 ( 大 阪 正s制l )

O小 林 清{ 新住宅m

塩 ｊｉｾ 昭司Ｈ銭高知Ｉ

清 水 野 栄 次 ( 関 西m力)

。問 中 良 太 郎 ( 大 阪 市 立 大 学 )

竹 内 孝( 近銭般計事)

O奇 沢 一 夫 ( 大 林 組 )

ム 官 古 志 乃 武 ( 日ru設計)

ム 長 沢 徹 夫 ( 竹 中 工E首脳)

O野 中 三 郎 ( 安 升ru築(J1)

原 桂一郎( 大阪市担l策局)

隊 問 駿 (TP本コンサルタン

古J I j 川純一( 神戸大学)

ム IJIJ 川 陽 一 ( 村 野 森 加

7l <谷 勇 ( 松 村 組 )

武 藤 倫 男 ( 倉 敬 雄 策 研 )

ム 森 堅( 大阪府建築郎)

力 武 利 夫 ( 消 水 辺 投 )

一( 住宅公団)

清( 新住宅社)

夫( ナショナル住宅)

ニ ( 大 工 大 )

ｻｾ＠ ( 府住宅越投)

丈 彦( 住宅公団)

伶 砧( 八幡エコ ン)

さ く( 山手短大)

ｮＧｾ 之助Ｈ市総合計画局Ｉ

弘 子( 践林技術センター)

正 也 ( 阪 大 )

五四男( 市大家政学)

弘 ( 近 鉄 )

吉( 積水ハウス)

蕊( 福永事務所)

文( 平和政投)

平( 回向応用)

清( 住宅金融公印)

茂( 大日本土木)
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.  教育委員会

m匹教f f l c ついての調査研究なら ぴK 講座

などの企画および実施

安 勝 繁 夫 ( 国 鉄 大 阪 管 沼I周)

相 川 三 郎 ( 東 住 吉 工 高 )

0 岩 下 久 哉 ( 路 島ru股)

小 川 地 菩 貞 ( 鴻 池 組 )

間 三 郎 ( 岡

奥 山 清 治 郎 ( 都 品 工 高 )

金 子 勇 次 郎 ( 大 阪 府 企 業 向 )

ム 辛 木 貞 夫 ( 東 海 興 業 )

北 山 雄 j宣 ( 藤 間 組 )

小 阪 義 夫 ( 大 阪 大 学 )

組)



- タ イ ル 施 工 の 第一 条 件 は 下地

に 馴 じ み 易 く 耐づけ 生の あ る こ と

で す ダ イ キ ン タ イノレは五i宣告J な

材質ー の 選 定 と 徹 底 し た 品 質 管 理

の も と に つ く ら れ て お り ま す

.  1" ，.j: !:: J は 優 れ た 製 品 と し て 皆
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⑤夕子キレ工業株式会祖代理庖

株 式 会 社 桧 商 会

社大阪市大淀区国分寺町ーの一

電 話 大 阪 (351) 6625. 7778- 9. 8677- 9  

専門家が推奨すｾ
全 ｫ ｦ［Ｇ［ｾ Ｎｾ 1庁、オ、製 l丘、泊¥I υj ' j 子 l_jj¥

イト1J ¥i: IMIJ 行I.R、 (ltfJ. Lのl足にむ山 )IJ

ｴＧｉＧ，ｾ ｾます 。

諸官庁御指定 品 旭硝子御採用 品

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 曾 社

大 阪 府 -;{fi /j也 市 椴 沼 田T 1 の 4 6  
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伝統と技術にはぐくまれた美しい 3つのデザイン

- ダイナミックタッチ・やわらかい甘いムード・端正な感触・
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陶器・金具セ ット 陶器・金具セ ット 陶器 ・金具セット

l 級，￥ 15，400 並級￥ 13，900 1級￥ 15，000 並級￥ 13，560 1級￥ 14，200 並級￥ 12; 700

3 可否おI<L
東洋陶器株式会社

本 社 / 小 倉 工 渇 / 小 倉 、 茅 ケ 崎 、 滋 賀

大阪営業所 / 大阪市東区高腿橋Tel (231)4518- 9  
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分 業 所 = 東京都 中 央区 日 本 僑 芳田f一 向 5 .  ( 671 )  4714 
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会長就任あいさつ 東 畑 謙 三

私は日本建築協会へ入会してから四十数年， ｾｩｬｊ 会長Ａとえらば

れてから十数年! となり，その間何かとお1 f t話をさせていただい

たので，会長 fc: illi ばれましでも，今更感想とではないの ですが

との際想いを正し，心を新にして，当協会のため充分な本仕を

いたしたく存じます。

ど承知 lのごとく，当協会は他 lとあまり類のない同体でありま

す。純然たる学会でもなく，また同業者の組合でもなく，さり

とて親院の集りでもないという乙とは，侍月の「建築と社会」

[ζ 報ぜられているところで表明されている。政府の施策 κ 対し

て建議したり，委員会を設けて調査研究したり，優良な建材の

育成，各建築関連業界との連絡協調，各種テキス ト類の編集

等，職域全般を対象とした全く独自の性格をもっておしすす

め， rわが建築をよくして行乙う」という盛上る熱立と願望と

によって育ってきた同体であります。

創立以来われわれの大先輩である片岡安，竹腰健造，尾崎久

則j の三先生のもと，今年は 48年を迎え，ますます隆盛になり，

かがやかしき歴史を残しているところをみれば，当協会は，あ

るべくしてある会であることが良くわかります。初心わするる

べからず，乙れをいつも念頭におきたいものです。

もちろん，世界はいつも動いている。社会の推移，業界の動

静 lζ 歩を合せて活動しなければなりません。開業団体や職能団

体では出てくる問題を上手に解決するように向って行けばよい

のであるが，当協会のような職域全般にわたる会乙そ，問題を

自ら自IJ って乙れに衆智をあつめて解答をあたえ，それを実行 fC:

うっす乙とが願わしき乙とと信じます。単 lζ 歴史にあまんじて

泰τp : をむさぼれば，せっかくの光輝ある当協会もマ ンネ リズム

におちいってしまうでしょう。私はこれを非常におそれ，また

そ乙 lζ 責イてを感じています。

先づ第ーとして，乙の 4 月より企阿委員会を発足し，会員の

衆智を集め，当協会のあり方を再研究し，その指針により更に

広い視野において会の市動をいたしたく存じます。また手近に

は関西業界がれJ唱していました日本建築総合試験所もとの 4 月

末設立認可を得ましたので，他の同業五団体と相協調して，一

口も早く市助 lζ 入れるように努ノJ をいたした《存じます。

またこれのみではなく，一般路業界f L 比して，わが建築界は

活況の持続が長いといわれている昨今ではあるが，それはそれ

なりに問題が多かろうと存じます。当協会の果さなければなら

ない役;I;. J もまた重大だと信じます。どうか会員各位のど協力を

お願いいたしたく存じます。
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:1L : 大i E 6 "下 }'j' 間安氏，波江悌夫氏らが発起人

となって，大阪ホテルにて30有余

名出席のもとに創立総会をもっ。

関西建築協会 と称す。

大正 8 1f. 11 木建築協会と改称。

大正 15年社問法人の認可を受ける。

大正 6 年創立以来48年の歴史をもっ。
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和
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昭

昭

機 関 誌 : 大正 6 年

大正 8 {f. 

事 務 所 : 大正 6 年 片 岡 事 務 所

大正10年不動ビル( 大阪市京町堀j

以来，大・江ビ J レ，全量ビ〉レ，江商ビ J V，大同ピ

J レ，朝日ピルと移転する。

昭和23午・ 朝日ピ J レ事務所と共 iζ 大阪建設会

館 lζ 分室を設ける。

近畿建築会館 lζ 移り現在 iζ 至る。

創立~昭和2 1年 5 月

昭和121 午 8 月~昭和33年 3 月

昭和33 平4 月~昭和39!f 3 月

l昭和139年 4 月

昭和31 年

長 : 片 岡 安氏

竹腰ｾ造氏

尾崎久助氏

東畑謙三氏

会
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位計管理 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 鹿 島 建 綾 株 式 会 社

設備施工 株 式 会 社 目 立 製 作 所 |一ィング

11 



12 

園 設 計 者 の と と ば

設計管理 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 鹿 島 建 段 株 式 会 社

段備施工 株式会社 目 立 製 作 所

建築位置 神戸市生四区三宮町 1丁目 43

敷地面積 779. 67m" (235. 85坪)

建 物 面 積 延5，781 m
2

( 1. 751. 99坪)

椛 造

基礎鉄筋コンクリートf ; j e版基礎

( くいなし)

主体: 鉄骨および鉄筋コンクリート

泊。地下階 ( 1 階床まで〉普

通コンクリート使用の鉄筋コ

ンクリート。地上階然栴部将

は鉄骨バーライト ，モルタル

防火被00，床版および盛体は

粧品鉄筋コンクリート造。

;rf， さ 軒高30. 2701 政上高36 m

エ 山l 者起工 昭和37f
1'12月12日

竣 工 昭和初年 2 月29日

外 装 l 階 ，柱型瓜御影 2 階以上

T J レミカーテン ・ウオール ，

l 階姐りアルミサッ ν ， 2 階

以上 ，7 ) レミサッシ放熱ガラ

ス

三神 ピJ レディングは，神戸ビジネス街の一等地でしかも三方道路という非常に恵まれた敷地に在る。 ととに貸 ピノレとし

て経済性の高いものを要求せられ， 1  I糖は当初より広い営業室を持つ証券会社の入居が予定されていた。

との結果，平面は片寄りの圧縮されたサービスコアーを持つものとなり ， 構造設社上均一有効な耐震墜を配する乙とが

困灘で，全架構を均等な耐五三架構として設計する必要に迫られた。そ ζ で、建物全体で徹底的に怪量化する合理的な構造

のスタディを進めた結果，次の結論1(.1主した。

すなわち，匁椛を純鉄骨耐火モノレタノレD J ( l ¥L 構造とする。地上階にすべて '1準日コンタリートを伎)1J することである。そし

てとの鉄付 ｾｾｦ 訟は各部材の部分ととに災る応ノ Ｇ ＩＱζ 応、実に対応させて経済的な設計を ｉ Ｚｬ ｦ 能ならしめる鋼板総接 ｍｬ 立部 材 を

保 ｪ 討し ， たとえは、，位は箱型断面として防ｾ， Ｇｪ 塗装 Ｑｭ 般の減少も考慮に人れ， 梁もｾ，ＡｪＡトｻ型平面のフランヂを持つ ｉ 型断面梁と

なった。さらに位決の現湯接合郎は，現t必然伎技術の進歩を信J ! iJj し得るとの判断から， 添板を節約し隣接長さも減らす

ために接代 ｬｾＵ の位 ｋ 組込まれたサ イ コロ砲ブロックに然を ｬ 白抜 ｭ 場許可接して， ブラケッ トMを住 lζ 取付けず位の運搬に

も使ならしめた。 ζ のように 一 体となった会総接鉄 ＧｬＧ ｪ のねばり強い烈 Ｋ￬ｾ と前記の怪 ＱＱ Ｑ Ｚ 化 の ｧ 没 ［ＺＱ 方針 ＱＨＮ より ， 建物の総量

: Gl を従前の普通工法1(. 比し約65961ζ 縫滅する乙とができ，経済的にもうたうと ζ ろのない設計・を泉し得た。内外装K つい

ても貸 ビJ レとして経済的な乙とを主限とし ，アルミパネノレ，サッシなども特製の型をmいず， 在来品の組合せ使用によ

って平易明快な怠匠をと心掛けた次第である。何分例の少ない工法を多く採用したため， 各方面のど協力を仰ぐ機会も

多く ，施工者各位にど努力をいただいた結果，設計通りに完工する ζ とができました ζ とを， 誌上を借りて改めてお礼

申し あ げ ま す 。 ( 鈴 木 洋 也 )



内 装 J 七[ . . [ 邸分モルタル， ゾ ラ コ ー ト 仕 上

貸 主 郎 分 床 : プラスチックタイル

住 : モルタル，ペンキ

天井 石膏ボードペンキ仕上

13 



建 方 全 溶 後 工 法
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段計管理 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 鹿 島 建 段 株 式 会 社

役備錨エ 株式会社 目 立 製 作 所

- 施 工 者 の 乙 と ば

鹿島建設大阪支庖 山下虎太郎

神戸市三宮町 1 丁目といえば，港神戸の表玄関であり，

神戸市随ーのビジネスセンターである。

乙の三神ビルデイングはかような場所で， 日本でも数少

ない純鉄骨軽品構造で高層建築の基礎ともいわれる工法

で建てられた建物である。

乙の施工IL 当って旧アメリカ文化センター( 地下 l 階地

上 3 階煉互進一部鉄筋コンクリー 卜造) の解体工事が先

決問題であった。建物は敷地一杯に建てられており ，老

朽化し，特に北側は市屯 lζ 近接しており，安全作業の商

が解体作業完了まで苦労した第一段階であった。最初掘

方に当っては，現場は土質はたいした軟弱でもなく ，別

段苦労がないように恩われたが，北側が市電と地下j lJ!設

物 lζ 接近しており，東側は事1
1戸特有の暗渠が境界一杯に

あるため
R C造 lζ 打替え，地下土留工事は無事工程通り

進んだ。

なんといっても乙の建物の特徴は構造体にあり，鉄骨工

法は工場現場すべて溶接工法によるものである。次IL地

上階部分の床監はすべて経E コンクリー ト造鉄骨架構は

ノマーライトモルタ J レ耐火被覆を施し，外装アルミは合金

4 3 S のスパンドレノレパネノレを用い，サッシはアルミサッ

シとし ，ヵーラスは吸熱ガラスを使用している。

前述の施工IL 当って，現場溶接管理，建方精度，軽コン

の試験と施工管理，柔構造のための各階の居間変位置の

増大に伴うガラスの破損その他の問題，軽 コンと防水や

左官仕上の関係など研究を要する問題が多かったが，東

畑建築事務所ならびに各大学の絶大なるど指導により，

予期通りの成果を得て完成しました乙とは本当 lζ 喜びに

たえない。

工期の短縮，建物の軽品化，無音工法は建築業界K 課せ

られた至上命令でt もあるが，とれにましてコストダウン

の而から考えても ，全溶接乙そがとれからの超高居ビノレ

への足がかりとして重要な乙とではなかろうか。

最後に， 着工から竣工まで終始善意溢るるど指導ど支援

を賜りました束畑建築事務所および協力いたた、きました

業者各位にたいして深く感謝申しあけ. ます。

• • • 圃

• • 圃 圃

貸 宝

• 圃 圃 圃

• 圃

基 準 階

o  S  10 

l ，1  ，1  ，1  ，I .I， I Ll _J_l _U，J  

階

階

15 
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位 計 管理 伊 丹 市 建 段 部 建 築 課

国次博・有村宗雄・名村孝太郎

消水文雄 ・片山三夫

音響設計 神戸大学教 授 前 川 純 一

摘造股針 吉 田 建 築 事 務 所

施 工 株 式会 社 鴻 池 組

上 本 館 西 面 下 全 景

特 ・禦 コンクリ ー ト打tJ，しシリコン仕上

略 モルタル届IJ 毛引セラスキン吹付

一 部 ネ オ タ イ ル 鮎

事f天 石綿ボード S S fI・上



建 設 地 伊 丹 市 伊 丹 字 溝 口 7 2  

敷地面積 4，998. 348m
2  

( 1， 512坪)

l . l l 物構造および胤校

111構 造 鉄筋コンクリート浩一郎鉄骨造

地下 l 階，地上 3 僻

121述策面積 2，084. 926m
2  

(630. 6;) 坪)

131泌物面積 3，715. 725m
2  

( l ，124.007Tl') 

地 階 354. 731 m"  

1  階( 自転車置場53. 492m2を含む)

1，915.  521m
2  

2 階 953.327m2  

3 階 472. 634m2  

昆 階 19. 510m
2  

針 3，715. 725m2  

他ICパルコニ ー 幻2. 376m"  

141ホール答席収容人民 間定席 S62 

工 却J ZI て 昭 和 37 年 11 月 l 口

竣 工 昭 和 38 年 11 刀 22 日

ホ ー ル 玄 関 ( 北側より南側を望む)

園 設 計 者 の 乙 と ば

公共処*I Cたいしてでも， 1'1 山なのびのびとした設計のできる，没al事務所の

立場をわれわれは'市にうらやましく思う。小さな地);1' 1治体の雄策課で設JI ー

するとなると ，税金を一銭も無駄使いできないという観念が先に立つ。勢い

わずかなスペースも無駄なく利! 日し，少しの遊びもゆるされない。乙の文化

会館も切りつめた ＱＱ Ｑｦ ｩｬｬ￭ で実質本位 ｋ 終始し，内外装 ｊｾｻ 上上材を思い切りおと

す結果になった。

従ってこの建物の特色といわれると，椛治規模や設備を欲ばったわりに安く

あがった乙と ，材料はなる べ く市内工場の製品を使 って地元産業の育成をは

かった乙と ，小さな向治体の建築課で少い手勢K-:奇しみながら設計管理を行

ったととぐらいである。

阪神闘の衛星郎市で，ベッ ドタウンと工業都市の二重性絡をもっ人口 12万の

伊丹市の中心荷台に立つ乙の建物は，市民の憩の場として，また公民館活動

の場として，オーデ トリアム紋と 本館械とに分れてい る。オ ーデ 卜リ アムは

収容人員約1，000人( 同定席962) で，音響設計は神戸大学前川教授に依頼 し，

工恒巾から主要内装材や附子にいたるまで音響試験を重ね，そのつど修正を

加えながら 進めた。多目 的な使途に適う音響効果と ，大阪国際空港の飛行機

の騒音防止と に特 Ir.配l起を願った。

本館部分はピロティ ーと 2 階の展示室でオ ーデトリアム糠と接続され，地下

1 階，地上 3 階で将来は 4 階地築を予定し ，エレ ベーターは今回は昇降路の

み に と ど め た 。 ( 国 次 博)
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設計管理 伊 丹 市 建 股 部 建 築 課

抱 工 株 式 会 社 鴻 池 組

ホール内部

床 通路アスタイル貼

その他モルタルコテ仕上

壁 : モルタルコテ TI' えクロス貼 E. P.

天 井 モ ル タ ル コ テ 押 え 白地切 りE . P.

本館 Ｒ 階 ホーＩｾ

床 7 スタイル貼

盤 。布知一部モルタルコテ押え

ゾラコート吹付

天井・有孔ベニヤ O.P.

結婚彼露室



屋階平面図

1. クーリングタワ ー

断面図 a. ホワイエ b. 客 席 C .舞 台

d目映写室 e 楽 屋

3 階平面図 1. パルコニー 2 講座議( 和) 3 講座蜜( 洋)

4. 会議笛 5. 照明室 6. 整流器室 7. 映 写 室

8. 映写位室 9. 客席上部 10. プドウ棚 11. 上手照明議

12. 放送主

2. ホワイエ 3.展 示 室

6. i I ! 容者付室 7. 写 真 室

10. 舞台上郎 11. 翻 光 室

2 階平面図 1. パ ル コ ニ -

4.結婚敏館室 5.控 室

8. 結婚式犠 9. 客 席

12.下手照明室

地 1階平面図

1. ' マ ー ラ ー

2 調 斑 室

3. 写 真 暗 室

4. 峨 械 室

5. 電 気 妥

6. 重油タンク室

( 開場便所下〉
15 

1際平面図

1. ホ ー ル

2. ホ ワ イ ヱ

3. 事 務 室

4. 館 長 応 接 室

5. 図 管 室

ＶＮ 銅理 Ｓｾ 習室

U ll 直 室

8. 使 了 室

9. 客 席

10.舞 台

11. 楽 屋

12. 浴 室

13. ピ ロ テ ィ

14. 自転車置場

15. 自動車I l 1I ，品

命

)

Ｍ、 ､ 司ｾ

0123・S 10 11l ・
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外 公 Ｑ ・ Ｒ 階柁型 ＮＯￋｉ 刈［ｲＮ本ｬｻｾき

ｾ型 ｊ Ｘ 8 ステンレススチ

ール似エ γ チング仕上げ

3 階以上スバンドレル部 T

J レミバネ J レ(43S )

E草子，バラベット肌阪およ

び2 階庇， 18- 8 ステンレ

ススチール板ヘヤーライン

仕上げ

: l < はアルミサッシ級熱ペア

ーガラス入り，一郎プレー

トワイヤーガラス併用

外壁三商 90x 154m mタイ

ル貼り

正 面 外 観



玄関ホール 床 現研テラゾ一真鎗園地切

巾木 花岡石本磨き( 外国産〉

壁 大理石( 外国産) 一部 7 ) レ

ミエッチング金色竪羽目

天井 アルミブロンズ色パ才、ル

21 



営 業 室 床 ビニールタイル 5 m m

巾木 ｾｾ闘石本庖幸〈外国産Ｉ

腰 堅木事ｾ付ベニヤクリヤラッカ ー 其鎗敷目地一部布貼り

墜 布貼り一部泰山タイル貼り

天 i} 干i 孔ベニヤカベトン吹付け ，吹抜上部 竪木 事 ｾイナベニヤク

リヤラッカー数回収弧

地 3 階 ＱＮ ｾｉｊｉｊ 機械室 2. ボイラ一室 3.耐I Jil l  4. 監観盤3 i

一券川

段針監理 三 菱 地 所 株 式 会 祉

施 工 戸 田 建 段 株 式 会 社

施工者のことば 工事課長 山口道1草

本工事担当者として竣工 IC当り ，ifr 感をの

べるととはま乙とに光栄であり，かつ全神

経を集中して造り上げたものだけに感激も

またーしお深いものがあります。

特記すべき己とは数多くありますが ，2  3  

を挙げればまず工事途上で姐築制限 IC遭遇

し，工事をニ段階にわけて ，施工した乙と

であります。三階までを唆工せしめ ，営業

を開始しつつ ，増築工事の形で上階を胞工

した特殊なケ ース で， 施工法は大変苫心

を要するととでありました。次 IC基礎工法

は，アースドリル ， J 型鋼を利用した特殊

な方法で成功せしめた E とであります。

京占Eの砂利交りの ，しかも濁水量の多い熊

地盤であったがために，本工法がかなり

注目の的でありました。それから仕上材料

は，現在建築に利用されている般商のレベ

ルのものを 7 ンダン IC使用し，その上劇場

など特殊の用途の施E置があり ，その設備も

また段高のものを湾っているものだけに ，

その使用方法や.怯きずで竣1:せしめるため

に統心の注意を払 った沢であります。

その他，l. i 心の持: 積ではありましたが，乙う

して京郎の中心街四条巡りにー火災彩を政

つ立派なピルを完成し ，しかも l 人の犠牲

ιi bなく，栄替ある労働基継局長賞をも m

ることのできました乙とは ，施工 E として

のようやくその> ' 1f[ を全うする己とができ

たものと心から喜んでいると乙ろでありま

す。E の悶，山一澄券妹式会祉の関係の皆

保方を始め， f監計管理の三菱地所妹式会社

の担当の皆様 ICは，終始ど組切にど指導願

いました乙とを心から感謝しております。

5. 変1l ! 室 6. 胃i 沼地室 7. 兼也被室 8. 休養室 9. 業務員選

10. 倉 雌 11. 湯沸蛍 12.廊 下 13 浴室 14. !iI!所 15. エ

レベータ〈客用) 16. エレベータ( 人前周) 17. 階段髭

地 2 階 1. 倉雌 2. 階段室 3 エレベータ( 客用〉

4 エレベータ( 人 (I ;j 用) 5. 阪急速絡通路

円

l司;耳弔
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3 階

1. 事 務 室

2. 倉i I l 室

3. 貸 金 庫 室

4. ク ー ポ ン プ

ース

5 文 庖 長 室

6. 応 援 車

7.  11 

8. 便 所

9. 湯 部 室

10 雑 用 室

11. 廊 下

12 エ レベー タ

ホール

13 階 段 室

14. エ レ ベ ー タ

( 客用)

15.  11 

( 人術用)

16. ダ ク トスペ

ース

2 階

1. 営 業 室

2.応 援 室

3.事 務 室

4. テ レ タ イ プ

室

5. 使 所

6. 湯 沸 室

7 雑 用 室

8. エ レ ベ ータ

ホール

9. 廊 下

10 階 段 室

11. エ レ ベ ー タ

( 客用)

12. "  

( 人出i m)

13. ダ ク ト ス ペ

ース

1 階

1. ，( 1 券会社止

関

2. fI 

投 資 相談所

3. ピ ル 五 : [到

4. 阪 急 速 絡 通

路山人口

5. 五 関 ホ ー ル

6. 駐 jll J品

7. 自 動 車 通 路

8.受 付

9.控 室

10.司 術 室

11. 沿 沸 室

12. 111 m 室

• 13. 廊 下

14. 階 段 室

15 エレベータ

( 答用)

16. "  

( 人 (!;j 用)

17. タ' クトスペ

ース

18.  {l1! 所

地 1 階

1. ｾｅ＠ jll 幼

2 自 動 車 通 路

3. 11i 務 室

4. 運 転 手 従 室

5. 待 合 室

6. 1ll! 所

7.湯 沸 室

8.倉 ，11

9. ダ ク トスペ

ース

10. 排 風 機 室

11.廊 F

12.階 段 室

13. エ レ ベー タ

( 答ff l)

14. 11 

( 人前悶)

15. ダ ク ト ス ペ

ース

て五日生土: 1

' ¥111盟匝 1 i+  

一 一 首 . EJ

京 都 山 - 1 i E 券 ピ ル 平 面 図

稽屋基準階

1 . 2 . 3 階

1 機 械 出

2 変 m 宅

ＳＮ 階段ｾ

4. ダ タ ト ス ベ

ース

5. エレベータ

シャフト

6. 屋 上

7 階

1. 歓 送 主

2.投 光 滋

3.空 調 橡械室

4. 関 控 室

5 映 写 室

6.技 師 室

7. 艶 続 器 室

8. 倉 J o I l

9. 投 光 室

10 舞 台 控 室

11. 喫 茶 室

12.便 所

13 湯 沸 室

Ｑ Ｔ 雑用ｾ

15.廊 下

16. エレベータ

ホール

17. 階 段 3 ;

18. エレベータ

〈客用)

19. 11 

(人(o; f/ ll)

20. ダ ク ト ス ベ

ース

d 階

l. J l l 会 場

2 ロ ビ ー

3 舞 台

4. タ ロ - ?  

5. 切 符 光 場

Ｖ Ｎ 休Ｚｾ Ａ 蛍

7.  fJ /OIl 

8.浴 室

9.使 所

10.控 室

11.I持 制1: 虫

12 雌 m 議

13.廊 下

14 エ レ ベ ー タ

ホ ー ル

15. 階 段 宝

16 エ レ ベ ー タ

( 答川)

工7. "  

(人 (o;iJTl)

18. ダ ク ト ス ベ

ース

基準階

4 . 5 . 8 階

l. 'li 務 当

2. 包 括 交 換 蛍

3. 自 動 交 換 主

4. ;<; !'J 地 虫

5 便 所

6 湯 沸 室

7. 雑 用 L f i

8.廊 下

9. エレベータ

ホール

10. エ レ ベ ー タ

( 客I f j )

l t. 11 

( 人向J l J )

12.僻 段 室

13ーダ ク ト ス ペ

ース

23 



- 規格製品

現代建築の要求 lζ 答え，増大した需要に応ずべく工業生産化された規格製品が，日本にお

いて ζ んなにも普及が遅れているのはなぜであろうか。われわれ設計者が規格品を使用す

る際1 [ ，ある種のためらいを感じるのは ，デザインを規格でまとめる乙とに対する抵抗も

多少はあるかも知れないが，それよりも規絡品の粗恋さに対しての反感が大きな要素にな

っているようである。量産により生産された質の均一な優秀なはずの製品が，われわれの

期待に反して，実 le粗悪な質の惑い製品として売り山されており ，規絡製品といえば ，い

わゆる「安物の製品」であるという概念で使用されているのである。現代建築の欲するもの

は，規格化，量産化されるととにより製作 される良質のより優秀な製品であり，決して安物

の粗悪品なのではない。建築生産における命題ともいうべき規格製品を， U築家も工業生

産者側も再認識し，時代の要求Iζ 応じた製品の発展に努力したいものである。 ( KA)

.  バランス

アンバランスという言葉は，実に大切でまた危険である。健康体の人間にそれが生じると

不快になる。都市κ おいても同様で，その諸施設や諸機関，諸条件がバランスよく発展す

れば良いが，一旦それが刷れるとその後能は漸次悪化現象を辿る。

去る 3 月末のラ大使事件で，新聞によれば加害者の19才の少年は ， [ " 世間を騒がして，1' 1  

分を世間 ｬζ 知らせるため ｊ と取調 ｾ� ｬ｛自供しているが，乙れは異常少年の発作行為と簡単

に済まされない。その影響は日本の世界における信用を失墜させたのを始め，政治，外交

社会と ，多方面に大きなショックを与えた。しかし良く考えて見ると，乙の種¢類似現象

が乙の現代社会 le多すぎるのでないか， 1' 1巳の主強を世間に認識さす ζ と，たとえば経済

万能，思想から来る偏見愛社精神が ， テレビのコ Ｗ ーシャノレ ， 屋外ネオンｊ＿ｾ ， 浴 紛 ｾ￦ 広 告 と

なる。その生存競争¢過慨が{ 日j かライン を雌えた ，1' 1山cc; 足'':f; j!;i 月] 1L9' t 迷して，町長Ba: 誘

因Ｈ ＿ Ｉになったのではないか。人｛ｩ ｪｊ ，郎 ￯ｬｩ ，思ＱＱＺ｜などバランスは人 ｼ 出 ｾｕ ｬ， ＮＱζ 不可欠のよ

うだ。 ( SA)  

園 都市住宅を見直そう

< 職場> と< 住居> の生活空間の分雌は，今日の都市生活の一大原則みたいなものになっ

ている。[ " 郊外に住んで，都市に通う J のは，サラリ ーマンの生活目標である。都市計画

における住宅の配置も ，ほぼそういう原則 lζ 従っている。しかし，よく考えてみると ，そ

うでなければならぬ，積極的理由もあまりないのではないか。

事実としてのく都心一郊外> の地域分化は，資本主義発展の産物であり， 郊外に脱出する

居，スラムに埋没する庖，何れも資本の論理の支配すると乙ろである。混乱の渦巻く大都

市内部で，居住環境をできるだけ良くして住もうとするのは ，極めて高くつく。そういう

乙とが，郊外化を益々正当化する。

しかし，生活の空間的なムダがあまりにも拡がり過ぎた今日の都市形態は，再検討される

時期に来てはいないだろうか。 ( Su)  

.  分譲住宅街の調和と規制

ζ の間，千里ケ丘ニュータウン B 住区， C 住l廷の分譲住宅街を歩いたときに，次のような

乙とを感じました。

立派な道もできあがり ，その道に面して，現代感覚の溢れた様々の住宅が，広い庭に巧み

に配置され，すでに落ち着いた雰囲気を醸し出しています。しかしながら， 一部では，早

くもその調和を崩しかけている住宅も現われて，何となく心配になってきました。せっか

くとれだけの街造りを行なう上は ，たとえ ，分譲住宅であっても，ある程度の制約を設け

る必要はありませんか。もちろん家の中の模綴替などは，問題がないとしても ，外部の工

事( たとえば，家の増築，車庫の設置，門扉，図障，石垣などの新設) を行なう前には，

必ず専門家( 乙の場合は，それぞれの住宅を計画した団体または個人) の芯見，指示に従

い決して勝手に工事を行なわないといった規則を設けても良いと思いますが ? 多少個人

の権限を抑えたとしても ，街全体の調和がより美しく保てる乙との方が重要だと考えるの

は，私だけの意見でしょうか ? ( H  A)  

本号と次号は新しい左記の執筆者が担当 します。
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興 商
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τ'" 
空 気 調 和 衛 生 工 事 株 式 会 社 栄



外 装 タ イ ル 工 事

井 上 窯 業 株 式 会 社

E  

京 都 山 一 読 券 ビ ノ レ

熟練吸収ガラス

ブルーペーンサーモペーン

複層 ガラスを窓に使用

玄関にはタフライトドアー

が使用されている

① 日 本 板 硝 子 株 式 会 社

大 理 石 工 事

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖



京 都 山 一 誼 券 ピ ノレ

鈴木式プロセニアム防火扉 (舞台防火扉)

E E 本 田 工 業 株 式 会 社

家 具 造 作

内 外 木 材 工 業 株 式 会 社

会 議 室

ｓｉｎｋｏ ｾｯｾｯ 悶 ｀υ 悶 ｯ 11 ｾ＠

Li censees of  

( 冷 暖 風 混 合 器) 日本 ・米国特許

H 型 ユ ニ ッ ト

(懸 垂 型)

匝匝咽
E W  Y OR K， U. S. A.  

米国 B UE NSO D. STA C E Y 社との技術提携 ICより ，わが

国経初のニ述ダクト方式空気調和装置周ミキシング ・ユニット

( 冷温風混合器〉が完成しました。

お申錯し IL より技術資料贈呈します。

新 晃 工 業 株 式
. 6.  

コZ
社

本 社 大 阪 市 東 区 大 川 町 1 番地( 淀屋橋勧銀ピル〉

話 (202) 4  7  6  1  ( 代)

東 京 支 広 東京 郎中央区銀盛 1 丁目 5 番地( 大日本図轡ピル〉

話 (561) 8  5  2  1  ( 代)

W

瓜
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V  
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u ! 築延前説 4，74510"  

構，i t J J l 段 鉄筋コンクリート造，地上 3 階，地 F 1  階

工 即I 3  8 年 3 月 - 3  8 年 1 1 月

稲

川
曾
‘‘，

キ本 組

最 近 唆 工 し た 新 建 築
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1 鋼 管 構 造 の あ ゆ み ーーーー一一一一一ー 鷲 尾 健 三

2 銅 管 構 造 の 継 手 一一一一一一一一ー 黒 羽 啓 明

3 鋼 管 構 造 の 施 工 一一一一一ーーーー一一一 吉 田 俊 夫



鋼 管 構 造 の あ ゆ み

まえがき

鋼管構造については，私は，諮りすぎ，書きすぎてい

るようである。しかも ，編集部から与えられた表題のよ

うな，克明な資料蒐集に基ずいて書くべきととは，荘、

には，一番の苦手である。したがっ て， 乙の小文は，相

変らずの，私という一研究者が，相 会の片隅から見た も

のを，私なり Ict比判しながら，まとめたものに過ぎな

い。資料の集め方や，その取扱い方 !c ，)十寄りや独断が

あっても ，やむを得ぬものとして， お許しいただきたい。

それにもかかわらず，私としては，私なりに出来るだ

け ￰Ｑｾ ￡ｩ を 避け，なるべく現実を客観的に眺めるように努

力した引りではある。それは ，特に主題の「鋼管構造」

については，世間で普通にいわれている乙との中に，私

の賛成し難いも のが多 く，それらは，またそれぞれ何等

かの独断や偏見から出ているとしか，荘、lζ は思えぬから

でもある。だから，私は[ " " 鋼TI:構造j というものを，

それが良いものか惑いものかというような乙とは別とし

て，とに かく「鋼管で構成され，造られているもの」と

いったような，広い立場での素直な受取り方をして，考

えて見たいと思う。

鋼管構造 の 胎 動

銅11構造のは じまりは- ・・・ ? といった話になると，

26 

工問 ・阪大教俊 鷲 尾 健 一

とかく ，メノレボ J レンのオリンピック水泳スタジア ム ( 19

56) の鋼管構造から注目され始めたのだといったよう な

乙と になるととが多い。しかし，欧洲では，その前 IC，

何十年も試作，実用化への努力を続けて来ているよう で

あるし，極端な例では，有名な英国のフ ォース橋が，す

でに明治23年( 1890) に鋼管 トラスの形式で架けられてい

る。非常 lζ 大きなものではあるが，それは，板を鋲接し

て大鋼管 iζ 造り ，それを， トラス探材K 使っているもの

である。私は，乙の話を，鋼管・構造の草分けさがしの材

料 lとするつもりはなし〉。私はむしろ材料力学や構造力学

の洗礼を受けた人なら ，設でも鋼管をトラス却材などに

使って見た くなるものだとい う話の一例と して提供した

いだけである。日本でも ，11百和の初j切に，小 さいもので

はあるが，鋼管構造の小屋といつ だ方がよい位のものを

建ててみた人があるし，また，私は満州で立体鋼管トラ

スlζ 衣を着せたフォッカ 一機 lζ 乗って，ハ J レピンから長

春まで飛んだ経験がある。ただ，そ れらが昨今喧しくい

われ，また大々的 lこ供給されつつある現在の日本におけ

る鋼竹;構造に直接は結びつかないという だけのととで

あって，鋼竹構造もまた「何事でも，胎動期は，ヒ ソカ

に長く続く。 」という，一般法則の枠内のものに過ぎな

いのではなかろうか。しかし，-1iJ;. 近，口木で鋼管構造が

急速に発展して来た要因は・? という乙とになると ，大

分訴はかわって来る。

鋼管構造の推進

エネルギ

何が日本において，段近鋼管構造を急速に発展させた

かという ，その推進エネノレキ‘ の源泉をたずねようとする

と，極力，冷蹄に，客観的に広い立場で考えるように努

力しないと ，とかく偏見! と陥りやすい。



もちろん，ある構造形式のものが急迷 IC発展する場合

には，それを受入れる側の社会の条件が重要ではある。

しかし，それを分析するととは，荘、には難しい。それは

結局，建築の経済性の問題に落付くのであろうけれど，

乙乙では，一応それらを保留しておいて，話の重点を鋼

管構造供給者n[ljlζ 移して考えて見たい。

日本における最近の鋼竹椛造の念、迷な展開 iζ は，まず

第一 Ir ，第 2 次大戦後，鉄鋼メーカーの示した強い市場

開拓意欲が，大きく貢献しているといってもいいすぎで

はないと思う。もちろん，建築学会その他関係研究者の

協力や，建設省などの質解ある援助などの完! 果は否定出

来ないし，またその供給に興味を持って参加した企業体

の宥在も忘れてはならないが，その展開を推進した形態

を分類するという立場でなく ，推進エネ J レギの大きさか

らいうと ，程、は，どうしても鉄鋼メーカ ーの推進ht 欲を，

第ーにとり上げたいと思う。梢造用や足場用の ｾＧｗ￬ｾＧ が供

給されはじめ，そのための J IS が昭和31 - 2 年頃 lζ 制定

されている乙とも ，その一つの表われと見てよいのでは

なかろうか。また同じ頃，建築学会の梢造標準委員会lζ

鋼管構造小委員会が設けられて，鋼管構造計算規準の作

成が始められており，それと前後して，鉄鋼メーカ ー 5

が，造船業界の K と協力したり ，また別 Ir 内部 lζ 鉄骨加

工僚門を持つ鉄鋼 メーカ- Nが乗りはi したりなどして，

研究者と協力して， それぞれ自社内に本格的な鋼管構

造建家の試作も始められている。乙れらとは一見別系統

と思えるような鋼管足場供給業者の C や Bも鋼官構造建

築の供給に乗り出しているが， ζ れを仮設材関係! こ鋼管

市場を開拓していった努力の延長と見ると ，乙れらもま

た，鉄鋼メーカ ーの鋼管梢造推進意欲の一つの表われと

見るととが出来る。乙れらの 2 系統の鋼管構造推進形態

が，いずれも同 じ鉄鋼メーカ ーの推進怠欲から生れて来

たという乙とは，後 Ir 述べる仮設的鋼管建築についての

論議に関係し，注目しておくべき重要な事実と考える。

' 仮設的鋼管

建 築 談 義

I=l"f;:では，欧洲などとちがって，j) ij 述のような，鉄鋼

メーカーの市場開拓意 欲 ｉｲｾ まずく系統とは，全く別の方

面 lζ も初期の釘管構造建築推進 lζ 単独参加したものがあ

るという事実は，それが，たとえ，推進エネ J レギの大き

さなどから評価されて，日Ij 系統として揚げるには足りな・

いなどという批判を受けるかも知れないが，私はあえて

乙乙に指摘してお く値打ちがある と思う。それは，物品』

型といってよい小銅色構造物を供給した Dの存在で，そ

の前身は T 鉄道管理局から52・求されたといって，許容風。

荷重他の推定をわれわれの研究室 iζ 持ち込まれた，組立

式の小鏑rr - 建築の供給業者である。乙の Dが手がけ始め

た 鋼管 ｅ［ Ａ＿ Ｒ 誌が ， どうも仮設的鋼管建築ｪＩ ｪＧ Ｎｾ 供論をひき起し

た主役で= あったようであるが， 前述の C ，B その他の$f

管足場供給業者の供給し始めたものと，同窓，同程度の

ものであった所から，一つの問題が提起されたように，

私 Ir は恩われる。

周知のように，鋼管構造は，鋼管を トラス材として使

用し，それらを直接溶接によって組む所 lζ 最大の威力の

源泉がある。したがって，その液接のための準備として

の管制加工とその後の前接の出来如何が，その 2 つの宜;

ｾなポイントになる。乙の見方からすると ｄ ， C ， B特

に建設業界などから無縁といってよかった D は，はじめ

は S ，K，N のグループ! こ比較されるのには，あまりにも程

度が低かっ た。 しかし，救いは D，C ， Bの供給する鋼管

建築と S ，K，N のグループのそれとのiさいにあったのであ.

るが，それにもかかわらず本絡的な鋼管建築とは ，D， 

C ， Bクループの供給するような技術水準のもではなく ，

それらは仮設建築 lζ 過ぎないといったような論説が， し

ばしば聞かされた。しかし，それらの仮設建築論は，当

時D，C ， Bグループの供給していたような，薄肉小径fg.s::

による鋼t;: 構造では，必ずしも本格的と称せられた技術

水準が，100 96必要なものではないととが実験的に立証

され始めたり，また 「仮設建築」とはむしろ，その受け

る荷重条件と安全度の考え方が，本建築の場合と異なる

だけのものであって，構造物を構成する技術水準の優劣

問題とは積類の異なるものである乙とが，折摘されたり

などしたために，ようやくにして影をひそめるととにな

り，むしろ仮設建築排撃論という仮面を捨てて，本来α〉

鋼管機造の技術水準保持を強調する論 Ir 変った乙とは当

然とはいいながら ，結構な乙とであった。乙の問，実は

B， D， C グループの鋼管建築も， S ，K，N グループのもの・

と同様に，鋼管供給者としては推進したく ， その上銅千ｾ

需要五tからいうと，むしろ D，C ， B クループのブj が，馬

鹿 Ir ならないにもかかわらず，S ，K，N グループや研究者

などと共に，高い技術水準の保持を強調するs [ IJIζ 立たね

ばならなかった鉄鋼メーカーの立場K は，かなり微妙な

ものを合んでいたので1訂正かろうかと ，在、は，考えてい

る。
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!  I  鋼 管 構造手法の

開発研究

鋼管構造を育てるための研究は S ，K，Nグループがそれ

ら自身で，あるいは研究者のグノレープと協力して進めた

ブニけでなく D，C ， B クループも，また，それなりに力

をつくしている。それは，鋼管供給者としての鉄鋼メ ー

カーが，鋼管構造の一般的な需妥をよび起すためにした

り，官公庁などが建築行政上の必要から推進するよう

なものではなく ，鋼管建築供給業者間の企業競争におい

て，一歩でもl I IHζ 出るための努力であった。もちろんそ

の中には ，高iHζ Dについて述べたような，鋼併構造の基礎

的な問題のj侭切に貢献しているものもあるが，それは，

単にとれら開発研究の一つの結果 lζ 過ぎないものであ

る。

それら各方面の多くの開発研究と，建築学会の鋼竹構

造 ｾＭ ｉ ・ ｴｈ ｊｬＮｾＨ｜の決定にもかかわらず ， 鋼ｾＧ構造に関して

は，早急に解決すべき大切な課題がますます見つけ出さ

れ，数が多くなって行くような感じを，程、はいだいて

いる。とのような乙とは，あるいは，鋼管構造だけに限

らない，ど乙にでもある ，研究とか開発とかいった ζ と

につきまとう ，一般的な，また運命的といってよいよう

な現象かも知れなし 3。未解決問題が残っているとはいっ

ても ，毎日毎 日建築という仕事の手を休める乙との /U来

ないわれわれは，現段階として，とりあえず使って差し

っかえのない手法を工夫する ζ とは出来る。しかし，注

意すべき ζ とは，そのような手法を工夫出来たという ζ

とは，必ずしもその問題K 関する開発研究が，完成し，

終岩駅 !C行きついたというととではなく ，とりあえずあ

る段階 IC まで進んだというにすぎないという ζ とであ

る。乙のような ζ とは，われわれ技術や工学に関係して

いる者のいつも忘れてはならない ζ とであると思う。た

とえば銅色・のむ端加工には自動ガス切断機がよい乙と

は，今日では常識化しているし，また，すぐれた国産自

動ガス切断機が供給されるようになっているととも，周

知のとおりである。しかし，管端加工機は，それ以外に

なくてもよいのか， もっと他の特徴を持つようなものが

必要ではなかろうかといったように，問題を裏返して考

えて見ると，まだまだ工夫の研究すべき ζ との多いのに

思いあたる。また，何本かの鋼管の集まる接合部で，そ

の中の大多数の鋼管が同じ平面内に配置されるような場
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合 lζ は，その談合都 !C，いわゆる「 リン グつぎ手」また

は「円板つぎ手」なるものを使う のが便利であり ，その

寸法も，見当ではあるが，実用されているものがあり ，

それで支障は起っていないが，よく考えて見ると ，その

基本的な性状が解明されているとはいい難い。だからと

いっ て， その解決まで，乙の「 リングつぎ手」という手

法を佼わないでいるというような乙とは，事実上不可能

といってよい。乙れと同じととは厳密 lというと ，鋼管同

志をじか熔接した場合についてもいえるかも知れない。

乙れらについて鋒をとったのは，鋼管構造が未完成で

あると， ;lfL、がいいたいためで1まない。開発研究がある段

階へ来たというので，ホッとして子をやすめたりしない

で，なおー庖努力を続けてほしいし，新しいものへ限移

りしやすいわれわれは， との鋼1: 'H#J 造についても，そろ

そろ飽きが来たりなどしていないだろうかと ｲｾＮｾ ζ 反省し

てほしいと ，それらを強制したいからである。

鋼管構造 供 給 業 者

の展開

前』ζ 述べた，鉄鋼メーカーが直接支援しており，本絡

派を自任する S，K，N グノレープや，比較的薄肉小径鋼管を

多く使い，それらとは，多少別方向へ進んでいた D ，C ，B

グループなとの入今までは，鋼管構造を供給する主力で

あったが， もう今は次の段| 併に入ったといってよいと恩

う。それは以上の 2 系統のグループは，ζ れまではどち

らかといえば，建築欽' 円加工の主々とはいい難かったも

のであり ， 今では乙れまでｾｾ誌鉄骨加工の中心勢力とな

って活躍して来たが、'円以1工業者が鋼管構造供給lζ 釆り出

して来ているからである。まだまだそれらも，様子を見

ながらといった傾向のかくせないものもあるが， もう今

の段階では鋼管構造と木格的に取組まないといけない時

期だと判断された決: 立は各社ICうかがわれるから ，鋼管

構造界もやっと軌道に来ったと見てよいのではなかろう

か。それは一般に ，建築鉄骨では，工場加工に大きな亙点

があるという原則からも考える ζ とが出来る。すなわち ，

鋼管構造も，その建築鉄骨の中の 1 つに過ぎないが，Mi i  

K も述べたようにその加工は他種のものよりも高い技術

を必要とするようである。したがって ，加工工場や ，加工

業者にかかる比重はより一応大きくなる。また，その為

lζ 乙そ，ますます普通よりも余計に工場加工度をあげ，



現場の組立を岩手訪にするなどの工夫が必盟になってくる

から鋼管構造にとっては，ますます乙れまでの建築鉄骨

加工の経験と技術がお主であり ，その鋼管構造界への参

加が待たれていた次第である。だから，荘、はやっと乙れ

で叙官構造界も軌道に来ったといいたいのである。

鋼管構造の加工が ， 技術的ｦｌなかなかＺｬＧＱｾしいものであ

るだけでなく ，鋼管自身が山一ばるものであるために，そ

の材料の絡納から加工. iili 搬までを考えると ，銅色ー構造

を供給する仕事は，企業としてなかなか難しいものであ

る。 もし企業! J l I Jからヨ54え，工場』ζ 頼るべき 度合が大 きい

と見ると大工場中心主義をとり た くなる。すると ，設備

投資などから，当然，小数大工場方式，極端な場合には

ただ一つの充実した工場を中心にしたくさ え なっ て 来

る。と乙ろが，その輸送問題に突き当るとその大工場中

心方式で，はたして細長い日本全国へのサービスが出来

るだろうかという疑問が出て来る。ま た，反対に サービス

図を考え，工場の全国への分散配置体Hi I J をとろう とする

と，それら多数の小工場の充実と述けいに問Jffi が111て来

る。それらが解決したとして も，それらはl ' ずれも，鋼

管建築』ζ 関する仕事を全部自社で押えようとする体制て‘

あるから，各地の同窓あるいは似た種類の企業体を全部

競争相下fJl IJ にま わすととになる。このと とは，企業活動

としてやむを得ないもののようにも考えられるが，私は ，

軽量形鋼が各地の人々に仕事と利益を供給し，それが大

きな位進力となっ て，今日の急、: i i l i なtI- 及をとげた事実l乙

注目したいと思う。したがって，私は，鋼住建築供給者

も，各地の関係業者と利益を分けあう休制をとらない限

り，ある程度は発展しでも，そのあとでは，大きな抵抗

lζ ぶつかるのではないかと考えている。

そう考えて来ると . i例代建築供給者は， 自社工場の展

開問題や，各地関係業者との江主けい問題だけでなく ， も

っともっと，各地の協ノ1を得る体(I)IJ を工夫する必] : ーがあ

る。乙れが，各鋼管m従業者が当而している現段階の大

問題ではないかと考える。

以上のほかに，鋼管 ｭｾ 界の乙れからの問題，あるい

はすでに現在のものとなりつつある問題の中には，次の

一つに注目すべきではないかと思う。その第一は，鋼管

椛造は，乙れまで j容凝トラス ，特lこ，立体トラスの場合

にもっとも威力を発揮するものと考えられて来たが，高

層のビ J レ建築 lζ 使っても有利ではなかろうかという問題

であり，第二は最近ますます開発されて多くなって来る

他穏鉱材との競合の問題であり ，裏返していえばそれら

の併用問題であるが，それらについて; 命ずる紙面はすで

にない。その結果については，少くともそれらに対する

品特建築業界の1i: 勢によって，大きく左右されるであろ

うとだけ，いっておく乙とにする。
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鋼 管 構 造 の 継 手

継 手 の 設 計 上 の 問 題

点、一一複雑な 力 学 的

性 質

鋼管の継手の各部分を薄い曲面版や薄い平面版 Ir . 置換

えて，継手の力学的性状を解析的lζ 研究する試みはすで

に多数例みられる 。乙の様な取扱い方は，特IL局部的な

応力を対象にする場合などを除いて，解析的な研究方法

として妥当と思われる。しかし，曲面や平面の組合さっ

た構造体では，面内応力と面外応力，及び乙れに伴う変

形が複雑に関係し合うために ，それの弾性解析さえもが

甚だ面倒である。従って乙れまでの解析的な研究は極め

て簡単な継手に限られており ，適当な略t?: 法により継手

の性能を推定する試みもあまり成功していなし〉。乙の様

に継手の「形」が複雑な乙とは，継手の性質の理解を妨

Tる大きな原因となっている。

さらに，鋼管の継手の性状の推定を困難にするより大

きい原因が別K 考えられる。乙の継手では，1!' i い板の面

内変形と ，面外変形lζ 対する剛性の差が大きいために応

力集中を生じ易く ，乙の応力集中箇処が低い荷重で降伏

してしまう。乙の局部的な降伏を生じて も，純手は未だ

役 Ir . 立たない ( Unserviceable な) 段階とは考えられず，更

に数倍の荷重 lζ 耐え，局部的 lζ 相当大きい変形を生じて

ρ  

第 1 図
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から1政坊に到るのであ

る。いま簡単な例によ

って説明しよう。 第 1

図lζ 示すようなリンク

上の対初、保A IL荷重 P

が作用しているものと

する。

リングが州性体であ

れば， リングの A 点，

及びA 点から Oの位置

に働く曲げモーメント

は次式で与えられる。

熊本大学助教授 黒 羽 啓 明

MA= P Rj π  (R : リング半径)

M =  (P Rj π)  (1 - 72 πsinO)  

荷重が大きくなると . A点で最初に材料が降伏するが，

乙の時には未だリングは不安定でなく ，更に荷重の増加

に耐える。普通の極限解析によると ， リングが不安定に

なる荷量P oはA 点 B 点lζ Yi el d Hi nge が形成され るl専

の荷霊であり，乙れらの断面の完全降伏曲げモーメント

を Moとすると

P o= 4M o! R  

で与えられる。いま A 点 B 点に Yiel d Hi nge か生じ

た後も . A 点の荷重方向の変形 5 を単調 lζ 増加芯せる場

合の荷主 P をJI・m: してみる。ただし， リングの材料を理

想塑性体であると 7)" え，卵性変形は僅かで= あるので無視

Ｏ 一、 、〆 ｾー、

する。 ABが変形後 A'B' の位置となったとすると ，

P j P o= l j ν2ー (l - dj R )2

の関係が得られる。乙れを図示すると 第 2図の如くであ

る。すなわち，上記の リングは P j P O=O.523 で A 点の

一部で材料が降伏し始め P j P o= l で不安定な状態とな

る。しかるに変形が大きくなると，荷重が引張の時には

リングは更に大きな荷重に耐えるが，荷重か: 圧縮の時lζ

はそのまま破壊してしまうのである。ところが上と同じ

仮定 lζ 基づいた( 荷重条件が少し異なるが) リングの変

形の汁算値と実験他とを比較すると ， 実験値は ｾｉＧｾ 手値よ

り約 100- 2096 小さい乙 とが報告されている ω 。また，

p  

rも

l、D

I王;稿

今R

。

。
o  I  0.2  0.3  

m 2 図
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第 3 図 第 4 図

乙の相違の主原因は材料の歪硬化を無視したととの影響

である と推定されている。との様な，普通の弾性解析では

無視されている有限変形や，材料の非直線的な応力歪関

係の問題が，鏑管の継手の耐力，防l性などにそれぞれ重

要な影響をもっているのである。

鋼管の継手 lζ は，以上lζ 述べた様』ζ ，力学的に復雑な

問題が含まれているので，合理的な継手の設計を行うた

めには，分らないととがあまりにも多く残っているが，

以下では，乙れまでの研究結果を概観するととによって

との継手の設計のための若干の基礎資料を示したい。

板を中介する継手

現場継手や補強を必要とする継手では，板が用いられ

るととが多い。はじめに，乙の継手で 2 つの対照的な性

質をもった例を挙げよう。いずれも，管の母線に沿って

板が溶接されているが，荷重の方向は一方は管軸方向，

他方は管の半径方向である( 第 3図，第 4図〉。

第 3図の継手では，荷量の方向が管墜と平行であるた

めに，管・壁に働く応力は函外の曲 !f 応力K 比して， 面内

の膜応力が大きい。乙の紋手の耐力は，溶接継自に沿っ

た 管壁部 分ｾＨＮ破 断面を想定し ， 破断面 ｬζ 働く最大切断応

力との釣合を考えるだけで，だいたい正確に推定でき

る。 上の計算で与えられる必要溶接長 J は，管の外径を

D とすると

l = l. l SD  

となる〈230 乙の継手は上述の様に板の重ね継手と同様な

性能をもっているので，在来の隅肉溶接継自の設計式が

適用できる。 J'F?&耐力の計算は簡単であるので約略す

る。 ζ の継手で注怠するべきととは，溶 接 継 目 の 先 端

第 5 図

(第 l 図，A 点) に応力集中を生じ，継手が最大耐力1(，

達するがJ K，乙の部分に亀裂を生じ易い乙とで・ある。従

って溶媛長が上式の l 以上あっ て も，継手効率( 巡手の

耐力/ 管の全断面耐力) を8596とするべきで，乙れ以上

とるのは危険である。荷重が圧縮の時には，応力集中点

で局部座屈を生じて継手が破壊する。乙の座屈の性質は

よく分っていないが，耐力や必要溶接長は引張の場合と

同様の値をとってよい様である。割込み板か U型の場合

は，半信fがそれぞれ偏心引張の状態となるため， - t文板

の場合ｾＨＮ比べて耐力は相当低下する Ｈ 第 Ｕ 図 参照Ｉ。ガ

セット ・プレー トが割込まれていない場合κ はカ七ット

・プレートの管で分けられた部分が偏心引張 ( 又は圧

縮) を受ける。もし断面否C o 部分が偏心f l J : BC/ 2の偏心

引張 lζ 対して充分強ければ大たい安全である。

第 4図の継手は第 3 図の継手に比べて管皇室の曲ヴ応力

が非常に大きい。乙の様な継手は，ガ七 γ ト・プレート

の耐力，問IJt生1(. 比べて，管の断面形の変形に対する耐

力，剛性が小さすぎるので，軽微なものを除いて実用に

適さない。ガセット ・プレー トが溶接された部分の管

を，ある協力幅をもった第 1 図のようなリングlζ 置換え

て考察する研究が行われているが，未だ結論が出ていな

い。ガセット ・プレー トの溶接部附近を管の円周方向 1(.

拡がりをもった板で補強すると ，継手の剛性は明らかに

増加するが，定量的なと とはまだ分っていなし〉。この継

手の補強方法として，通しガセッ トとする ζ と， リング

スチフナーを用いる乙と等が効果的である ω。

上のi隊lζ ，半径方向の

集中荷量が管壁上に作用

する継手では，管!l;i;の局

部的な曲げ変形が生じ易

い。乙の現象は鋼管の継

手の宝豆な特徴である。

第 B図は上記の様な板

を用いた継手の応用例の

1 つで現場接合用の継手

として用いられる。 Ｚ｛ｾ直

なガセット ・プレー トと

半管は工場決媛で，弦材

端は別の半管と共lζ 現場

溶接され， ラチス材は現

第 B 図
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第 7 図

m B 図

場で鋲接される。 ζ の祭端から柱の管ｾ 上 ｬζ 作用する荷

重は . ZEの反力R . 及びI出げモ ーメン卜 R D/2であるとす

る。乙のうち R は柱の管Eまの面内応力と釣合うが，曲

げモ ーメント R D/2 は管壁上に半径方向の外力として働

く。 溶技長 2 が充分長ければ，上の半径方向の外力は小

さくなり，セｲＭｾの局部変形は生じにくくなる。治緩 ｬζ よ

って一体となった弦材の端部は，局部変形を補剛する効

果がある。! 裂の反力が特に大きく ，柱の( 壁! 写 / rf 径)

比の小さい場合ICは円周方向に拡がりをもった補強板が

付加される( 第 7図参照) 。代表面上lζ 働く実際の曲げ

モーメントの大きさは，柱，梁の 1111げ剛性，組: 手の剛性

などが関係して決まるものであるが，乙乙では言及しな

し'0

多数の部材が結合される節点なとに ， リンク継手が用

いられるととが多 p 。乙の指定予では断て板やリブと ，七f

墜との交点F付近で・応) ] 集中を生じ，実験によると ，たい

ていとの点で局部座屈( 竹を圧縮すると) や亀裂 C1S'を

引張すると) を生じて，継手が磁泌する( 第8図参照) 。

応力集中の程度はリングの板J'l- i)¥格1すほど少なくなる 。

ζ の殺な 3 つのi I i i が交叉した部分の応力集中による板

の局部座屈耐力を米国の設計式0>では簡単な熊次元の形

で与えているので( 普通形鋼の構造物を対象としたもの

であるが) .  ζ れと同様の方法で、乙の継下の局部Ol i 屈耐

j J を表わし，乙れを実験値と比較して一応の目安として

みる。 第 9図の様に，隔壁治後部のド幼iから ，ゲ?のi溶接

部の上総までの距離を k とし 3 つの面の交点を中心

lζ ，官の円周方向 lζ t 十 5/l の有効幅を考え，乙の部分だ

けで竹の圧縮ノ1を負担すると考える。ただし， リブと交

叉する部分の何度に働く応力は，隔て板との交叉部その
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れに比べてはるかに小さい乙とが，上記の実験でl i { j iめら

れているので， リブとの交叉部だけは，有効帽をt+ 1l と

する。乙の方法で求めた継手の降伏点荷重， および最大耐

力は阪大の鷲尾研究室で行われた 6 極類の試験体の実験

結果ω より ，やや安全slIJ の値 となる。実験によ ると竹が引

張力を受ける場合の亀裂荷重は上の局部座屈荷重よりも

はるかに大きく ， リング の板厚を Ｓ ｴ Ｑ • 隔て板の板j立を

2t
1
とするか，または第9図のどとく リブを用いる時には ，

リングの板J!J-を 2t l. I同て板の板厚を 1. 5t
1  

C乙乙に . t
1
=  

包ーj享) として設計すれば，継手効率は 9 5 - 10096 となる

様である。 上述の実験! とよる とリングに働く 応力は，ｾＺ＠

の総接部を雌れると急激に減衰する 。隔て板内 の応力は

甚だ複雑で，未だ解明されていない。隔て 板 の 径 j平板

は，今のととろ ， リングが負担するカを1ut 倒して，ガ. セ

ット ・プレート の

設計方法を参考に

して険討するほか

はなし 3 。 リングの

径はできる だ、け小

さくした方が経済

的である。竹町li ド

白羽jガス カッ ター

で加工するのが啓

: i i l l である。

分 岐 継 手

士守 h

節 目 図

鋼:i " ¥: 構造では，色どうしを直接溶接する分岐指名手が甚

だ特徴的である。乙の継手 lζ は最初に述べた力学的なも反

雑性が集約されていて，妥当な設司法が決まるためには

まだまだ研究が必要である。乙れの最も簡単で蕊木的r

!f， 1日 図

形の継手として，第10図の

様な継手が繰返し研究され

た。 ωー<10> 乙の紘予では

第11図 Cb ) のA 点に応力

が集中する。 Bi j l oord は乙

の最大応力が第11図 C0  )  

の如くある市紋にわたって

↑  等分布荷主がJJnわる 11寺の O

点の応 j J に等しいとして，

乙の点の応力を;W肉の Shel l

の卵性解析によ り求め，母



( α )  (  -& )  

m 11 図

ｾｾＺや支管寸法の極々の組合せの場合 ｋ 対する計算図表を

作った。 Bi jl ∞rd の計算値は抵抗総歪ゲ ージによる測定

値と非常によく一致する。乙の継手の荷重を増していく

と，支管溶接部近傍 lζ 大きな局部変形( 支管のめり込み)

を生じてから最大耐力 lζ 逮する。乙の破壊形態は，最

初 rCA 点附近 lζ Yi el d hi nge を生じ，ついで B 点 附 近

に Yi el d hi ng e が発生して変形が進行する リングのE主主主

の場合と似ている乙とが実験的 lζ 観察されている。最

大耐力は母管のE主厚，支u: の径が大きいほど増加する。

よりｭＺｾな継

手はトラスの節

長である。 第12

図の様な簡単な

節点でも，その

形を決めるパラ

メーターの数は

ーー!>

m 12 図

非'，:j'¥'rc 多く ，乙れらのパラメ ーターの変化K 応じて節点

の性質が種々に変化する。乙の継手は節点溶接部附近の

管壁に複雑な局部変形を生じて破壊する。適正な捺接施

工が行われておれば，ifi 接継目の亀裂が磁波の直接の原

因となることはない。実験中の観察によると ，応力のピ

ーク( ま，育ij のT 形継手 と同じく支t内総綾部の両O! IJilli と，

両支管溶接部がそれぞれ近接した部分とに生じる様であ

る。 上の局部変形Iζ 対する耐 j ] I C重要な影響を及lますい

くつかのパラメ ーターは次のどとくである。< 12川 13)

1 引張，圧縮両支管と弦材ヂ[ との相買線の最短距離 F

crm&，圧縮両支1¥: が栂賞すれば，まi の値をとる乙とにす

る) が小さくなるほど耐力は増加する。 g が相当大きい

時は，圧縮支:iI;: の足もとがめり込む械な局部変形を生じ

て節点がl政ほi し* (第13図)， 9- の変化が乙の耐力に及ぼ

句 ｉｾ 支管 の足るとの弦材告が」、く れる織な応部変形もみられるが，

ζ れは圧縮支岱の足色と の局部変形民比べて小さしかっ乙 の変形

が進行して節点が般桜する ζ とはない。 ζ の級K . 荷量の方向によ

って性状が異なる現象は リングの桜型による考族でもみられた。

節 目 図

第 14 図

す影轡はあまり大きくないが，9- を小 さくして両支竹を

相買させていくと，両支管のj存接紋目が按ーする頃から耐

力は急激に土問日し，複雑な局部変形を弦材，支:r'cのヂ:r-1!芝

lζ 生じて1政J安する様になる( 第14図)。

2.圧縮支管の外径が大きくなると耐力はWI 加する( 引

張支むの外径の変化の影響はあまりうけない) 。

3.弦材のJ l t . 厚が増加すると耐力は増加する。

節点の最大耐力を，節点が最大耐力rc透したH寺の圧縮

支符の部材力によって表わしてみよう( 引張支符の部材

力は釣合条件によって決まる) 。 第15図は上の総な局椋

変形 ICよって1訟法する節点の耐力を，圧縮支竹の継下効

率甲( = 節点最大

荷重1時の圧縮支管

の部材カ/ 圧縮交

官断面駅× 材料の

抗張力) で 表 わ

し ， 乙のマと古 ｾ ｊ 述

のパラメ ーターと

の関係、を示したも

の で あ る 。 乙 乙

』 ζ ｔＺ 弦材ｾ

l享，ｴ Ｚ 圧縮支ＱＢ ｲｾ

J'j[. ， D: 弦材管径 ， た噌

d  : 圧縮支D・径で

ある。

同図で，圧縮交

ｴｱ Ｂ の ｾｉ 亨を一定に

したまま ，圧縮支

ぞ{ の径を大きくす

ると，効率は低く

なる乙とに注怒を

1. 2  

1. 0  

0.8  

内

〆

』且

企

守

E

E

E

E

'

。

0. 4  0.5 O.b  0 7  0.8  

- +  d / 。
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要する。 とれは d を増加する と節点の耐力は増加する

が ， 同時 ｾｃ 圧縮 支 管の断面積がそれ以 上 に増加するから

で，普通の鋼管を使用す るならば，一般に細い支管の方

が効率が高い といえる。第15図からも明らかな綴1 ( ，鋼

管 トラス 節点は部材の組合せによっ て大 きく耐力が変化

し，非効率の高いも のか ら，現行の設計法 (3)では危険な

ものま で色 々の場合が起り得 るζ とに注目 してほ しい。

節点の効率を高め るためK はPを小さく して，できれ

ば支管ど うしを相賞させる ζ と ( ただし 節点の偏心が

大 きすぎると ，逆の効 果 を 生 じる) ， 支管は壁厚の薄

い，径の大 きいものを用い るζ と等を留意して設計す る

とよい。

第15図を求める際に は考慮されなか ったパ ラメ ーター

が節点の耐力 lζ 及ぼす影響1( ついて概略の説 明 を す る

と， 次の通 りで ある。

1.第 15図は圧縮支管の傾角が 45。の場合の値である 。

局部変形耐力 iζ は，圧縮支管の軸方向カの弦材に平行な

方 向の分力の影響は小さし 弦材 lζ 垂直方向の分カの影

響が大きいので，圧縮支

管の傾角 。の場合の効率

と して，第16図ずを修正

値として使えば大 たいの

近似値が得られる 。

2.第15図 は T /D= 2.

6/60. 5の場合の実験値か

m 16 図

ら求め た ものである 。 T/D が乙れと異なる場合K 対 し

ては，未だ実験資料が充分揃っ ていないが， ζ の 甲の値

はやや危険側 となる様である 。

3. 支管ど うしが相貫する節点の局部変形には，支管の

管厚など他の多くのパ ラメ ーターの影響が無視できない

ので， ζ の様な節点に関しては未解決な問題が多い。従

って，第 15図は，支管ど うしが相買する節点 lζ 対しては

精度が惑い。

4 第15図は，弦材の一方のs { IJ が圧縮を受け，他方の側

が部材応力 0 の場合の実験結果から求めたものである。

と 乙ろが節点の耐力は弦材の存在応力 ｾｃ も影響され ， 弦

材の圧縮力が大 きい時には， との別立更に 2 0 - 309ぢ低く

なり ，弦材の引張力が大きい時には， マ! ま余り変化 しな

い様である。乙の陵題についても，未だ実験資料が充分

揃っ ていない。

トラス節点の上の様な性質は，両支管が引張，圧縮を

うける場合にだけみら れるもので，両支管が圧縮のl時に

は，節点の剛性，耐力は上の場合』ζ 比べてずっ と 小 さ

い。 乙れの原因は，引張，圧縮両支管が近い位置にi容後

されているために ， お 互 ｬζ 弦 材 管ｾの変形を拘束 し

かっ，支D - どうしが相貫する時には，肢の働き ( shel l

o cti on) が大きく関与する ために耐力が増加するとと で

あるという説明が行われている。支管どうしが圧縮の と
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きには前述の様』ζ ，節点の剛性が支管のそれに比べて

著しく小さい( 特に支管の部材カが大きくなり ，節点が

塑性的な挙動を示し始める と〕ので，立体ト ラスの様 lζ

節点の剛性がト ラス全体の安定 iζ 影響する場合には， 乙

の点lζ 注意が肝要である。 ζ の様な節点は何 らかの補強

を加えるのが普通である 。

球 継 手

一平面上にない多くの部材が結合される節点に球継手

を用いる と便利である 。球の内部 lζ は隔壁が溶接される

場合 とされない場合 とがあ る。

K.  ｋｉ 邑 ｰｰ ･ ｬ 等 Ｈ Ｑ Ｓ Ｉ は 第 ＱＷ 図 の様 ｾｌ 立体トラスの主要な構

面 IC一致した隔壁を入れ， ζ の商に 6 本の部材がとりつ

¥

/

 

第 17 図

く球継手の実験を行った。その結果，球のB l ' 厚が管の壁

厚より 1mmだけ大きいならば， 乙れらの部材の継手効率

は9096以上 となる乙とを示した。乙の継手では球の大き

さを色ーの全周が完全に溶接できる程度の大きさとする乙

とが必要である。

加藤等 ( 14) は中空の球の直径の両端1 ( 1ぎの溶接 された

第18図の様な継手をとり挙げ，管を剛体とみなして，球

の部分の弾性解析を行った。第18図中ハッチで示した応

力分布図は ζ の解析結果の 1 例である( ゅはーや度，。は

経度) 。同図で分 る様1 ( ，管の取付く部分 IC曲i j 応力M φ

( 内面引強) が集中 し， ζ の値が特 lζ 大きい。 併を増加

すると( 矢印の方向 lζ ) Mゅは波少するが，Nj φの最大

値( 外面引張) がもう 一度あらわれる。応力集中を生じ

る管の外周部で，最初に材料が降伏するが，乙こが完全

に降伏してM o ｾｃ 対し て ｙｩ･ｬ､ hinge の状態になっても，

継手は不安定でなく ，なお荷重の増加に耐える。そこで加

藤等は ，管の外周部を最初から 0方向の曲げに対してピ

ンであるとして弥性解析をし直し， ζ の時の応力 iζ よコ
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第 18 図

直 継 手

て管の外周部，及び MO

のピー クになる線上 ( 世

= 30

0

の線上，第18図で

M 世が 2 度自に最大値 と

なる位置に相当する) で

球M: が完全 K 降伏する時

の荷重を求めた。乙の様

にして推定された継手の

降伏点耐力は，圧縮試験

の結果と大たい一致す

る。乙の結果から ，球が

管と同時に降伏するため

には ， 球のｾｪＡｊを管厚の

1. 8 倍として設計すれば

よいことが分る。なお，

以上は( 球径/ 管径) =3，

( 球半径/ 球墜厚) = 12-

25の場合 lζ 適用できる。

他の方向からむの取付く

場合については ，未だ研

究されていない。

持主按による直継手で，内径管を哀ー当金 lζ 用いて突合せ

溶接を行 うさい 11: ， V 型の開先をとる場合ととらない場

合とがある。後者の場合には溶岩金属i u : が多くなる。薄

い管をつなぐ場合 lζ はどちらの方法によってもよいと恩

われる。

現場溶接の場合11:は，突合せ溶接の一定適正な施工条

件を与えにくいので，外径管をかぶせて| 科肉溶接を行 う

方法の方が便利な乙とがある。外径ゲfを斜 lζ 切 断 す る

と，溶媛長を長くすることができる。

む す び

以上は治的な荷主を受ける継子の性状について述べ

た。乙の織な継手の特徴の 1つは， ｾ 戸Ｚ墜の局部 ｦｬ Ｇｊ な曲げ

変形が継下の im-t力，IZjll 'tt K 大きい影響を与える乙とが多

いζ とであるととが明らかになったと思う。

ｴ 純手が繰返し荷主を受ける ｬ 時には，継手の性状にｾ［ｴ轡

を与えるファクタ ーは更に多くなる。乙の問題の解明 lζ

は多くの実験がAるまでミあるが，まだほとんど行われてい

ないといえる。鋼構造物 lζ 加わる繰返し荷重の性質ヘコ，

その荷重に対する構造物の応答も充分に分っていない。

紙 ｉｾｦｦｩ の関係でなを尽せなかった部分が多いし ， 陪 ｪ 巡っ

た解釈があるかもしれない。できるだけもとの文献をみ

ていただきたい。 Godf r ey，多国の論文< 15> ( 16) Iζ は多く

の設;ij ・例が示されているので参考ーになると足l う。
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鋼 管 構 造 の 施 工

工問 ・川崎虫工業( 株) 鉄情事業部長

吉 田 俊 夫

ま え が き

鋼TI; 構造が，小径のパイプで構成された似設物から比

較的大径のパイプを溶接で結合した本格的な構造物とな

ったのは，どく最近の乙とである。とくに最近 1 - 2 年

間における木梢造の普及は目: はまし く，従来ややもする

と，設計 上の有利 さは誰も認めるととろであるが，

(  1  ) 剣竹椛造におけるパイ プの接合は，加工溶接と

もに，困難であり ，工費は，I;I J高である。パイフ。材料も一

般鋼材に比し高いので，他lζ 長所は認め られでも，経済

性』ζ 欠ける。

( 2 ) 無理な胞工で援干の信頼性がill)' い。

などの偏見が，鋼管椛造の正当な発展を阻害した。

筆者の工場では，昭和33年以来，60. 000 トンを 乙える

鋼竹中花造を実施 し 鋼管構造を将来の構造の本命 と考え

ているが， ζ の板底をなすものは，工業製品が普及す る

ため のＩｾ大の条 件 は ， 凡 ゆる 利点 ｬ ζ 俊 先して経済的であ

るととで，鋼rI 構造はすでに乙の経済的優位を実証した

写真1 111的m工 ・加古川工場
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とli(iif言したか らである。以下，乙の主張を施工の仰lから

述べて見た p 。

鋼管構造の経済性

鋼管構造は，常lζ 一般構造と経済性を比較されるが，

内作費を材工'(.'dこ分けて考えて見ると

重量比( 世/ L) :  a  

パイプ L GS 使用率 : b  

パイプ L GS 単 価 比 伸j L) :  x  

トン当り工' l ' ( 比率( ゆj L) :  y  

とすれば

材料自については

{ bx+ C1- b) } a ζ l  

x く 1- a (1 - b)  

-= a b  

工費については

Y :S ナ

を満足する必要がある。従来の胞工例から

a  =  0. 70- 0 .50  

b  =  0. 70- 0. 50  

であるから，不利な条件をとって考える と

三二 1ー 0 .7(1 - 0. 7) ー

1. 61  

0. 7X O.7 

y ζ 寸7 "'" 1. 43 

となる。乙の数字から大略の鋼管構造の経済性の地位を

推定できる。 銅r.r 構造を一般の施工常識で判断すると ，

工数はアングノレ構造の1. 43倍を ζ える。 ij 王者が先tc のべ

た確信は，鋼管構造をアング J レと同等以下の工数で飽工

できるという在来の施工恩忽による常識の壁を破っ た乙

とから発したものである。



図 1 パ イ プ の 接 合
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図 2 支t' f 切断線の展開 図 3 主管切断線の展開

パ イ プ の 接 合 線

の 加 工

鋼管構造の施工の難易は，円筒に対する認識の仕方に

よって決まる。 図 1は鋼管の接手の一般形状を示し 図

2. 図 3はそれぞれ軸心交点を原点とする接合総の展開

図を示す。

図 2の校管のY:M部の接合fJHは

y以(8 世←一十会トトc∞0仰 C∞0仙s

図 3の主管の切明』κζ 対しては

Y (8 か ÷ COSECαc仙

となり Oと世は

-fslnO=子叫 + a ....... ... .............. .. .. . .... ( iii )  

但し a : 偏心品

の関係をもっ

図 Ｔ Ｎ 写 真 Ｒ は両ｾＭｦｩ ｈζ 後合 ｘｊ ￭Ａを有する 鋼也構造の 典型的

な部材を示し，一方の羽h心交点を原点、とした両後合部の

展開線は 図 5 Iζ 示すように

D， D" 主rf ff.

d  :立、.'¥1-'サ i壬

α が: 支 f'J

L : 柿l圭

図 4 パイプm珪il( おける代表

的伝部材例

子 X

図 5 鋼管械造i乙おけるパイ プの展開

( 両端切断の場合)

写m 鋼 管 m迭 の 骨 粗

37 



11111111111111111111111111111111111 11 111111111111111111111111111111 1111111111 1111111111111111111111 111111 11 1111111111 1111111 1111111 111111 1111111 111111111111111 111 11111 11111 1111 111111111111111111 111111111111 1111 111 11111111 1111 111111 11111 111111111111 111111111 11111111111.， 

ー一一・工

図 B 鋼 管 構 造
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写真3 パイプ 切断機 K AW AS AKI  PI COM-L  

1，' ! . 恨の力式

I!1 j，正

れよ ζ 百怯

PI C Oi¥t  

SYST Ei¥1  

NE ¥¥ 

円七OM

告、 S T n!

図 8 パ イ プ 切 断 の 工 程 図

yれi = ÷ c仰 c叫 号与与しL c∞0…叫 (οh刷
i旬川V吋)  

Y2 = L 一(任一÷ 子叫 ∞吋sO十」与与子トc∞0吋 .∞ω叫叫sψ軌叫件《刈2)いい(οi旬v

一÷;sωl川
i nO=与剖叫n如 件

1

与主叫+吋5ゐ2

.. . . . . . . . . . .  

(何V町)  

とな る。但し上記の式 ( iv ') における L は刺i心交点関長さ

を示す。

以上の解析式と実際の作業との関連κ ついて考えると

現図作業は，設計で決定困難な複雑な取り合い関係を求

める 乙とと，加工や組立に必変ーな'ti' i報手段と して型，定

木， テーフ。などを作成する 2 つの 目的を有するが，鋼管

構造の取合関係は，大部分が前記の公式で与えられるの

で，乙の公式の演算を行う装置を使用すれば悩報手段と

しての原寸現図は不要とな る。

川崎重工業においては，写真 3 1C 示すパイプ切断機

PI C OM を開発し，鋼管構造の施工K 威力を発揮して来た

が，
ζ の機械の特徴は，パイプの両端のそれぞれ異る接

I!l
、ァ

fラ

合総を同時に切断で きるととに ある。乙れは単 IC 2 本の

切断ト ーチによって切断能率を高めるためのものでな

い。 iii JJ己解析式 ( iv ) ，( iv' ) における Yl ，ｙ Ｒ を一方の ｾｾｨ 心

交点を原点として同時に演算する乙と ができるので，パ

イプの加工のため IC原す図でなければ求められぬ切断の

起点問の長さでなく ， 軸 心 交点閲長 ｌ とｾＺ ・ 径 ， 交角を与

えればよし
3
。したがって，鋼管構造を施工するための工

作図は図 6 t乙示すものから 図 ? に示すような軸線図にま

で簡略化され，軸総長 L は1 / 10縮尺図あるいは計算によ

っても得られる。

パイプの接合総の片側のみを切断する一般のパイプ切

断機においては ，iIIJ述の
Yl' Y2の関えli を与える乙とがで

きないので，PI COMのよ うに数学的な%: e 味をもち得ない

単なる展開機構にすぎない。 Yl ，Y2の関述は ，原寸現図，

展開により拾いだし，パイプの表面K 益準となる母線上

で与える乙 とになる。

以上の事情は図 8の工程図によるとー厄
E

明般に説明で

きる。 PIC O MにおいてはYo=oはプログラム IC よっ て与え
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られるので，あらかじめ切断 トーチ の間隔を L K 設定し

てプログラム を与 えるか，プログラ ムを行った後軸心間

長 L より YQ=O を引いた長さに切断 トーチ間隔を合わせ

て切断する乙とに なる。共通部材のくり返し切断K おい

て， パイプの表面上に何等の約束をもたぬPI COMは切断

の手順は大幅に省略される。

組 立 と溶接

ｾＩ￭Ｎｾ己 ｐｉｃ ｏ ｍＭｓ ｙｓｔｅｍ において加工されたノ守イプは ， 部

材名称以外の組立の基準となる刺総や位置は全くケ脅か

れていないので，組立はすべて写真 4 !ζ 示すような治具

にはめ込んで行なわれる。 写真 5 はノマイフ、切断機による

切口を示すものであるが，乙のようにパイプの内面が全

周にわたってメタルタッチした突合せ接手，あるいは突

合せーすみ肉接手は溶接の信頼性を得るための必須条件

であるが，正確な接合部の加工は，組立に対しては，は

めとみ構造 となるので，取h心は自然 [ζ 決まり ，お年般に対

しては少い肉盛 り量で喉厚が保証される乙とになる。

結 び

以上述べたどとく ，鋼管桃造の自主工! r . 対する ifi 者の考

えは次の設問によって結論としたい。

(  1  ) パイフ。切断機を何故使用するか ? それは，組立

と溶接の合理化を図るためである。

( 2 )  PI COMの目的は ?

それは現図とケ蓄の合理化のためである。

すなわちち，筆者の工場におけるパイプ切断機 PI COM

は表面上の姿は切断機であるが，切断をg 識しない。乙

れが PI CO M- SYSTEMの! J ; 随である。
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写真4 鋼管制巡の組立

写真5 パイプの裕接接合部

写真 ｅ 川 崎温工 Ｇ ＺＡｊｕ ， Ｇ￯ ｊｬ ｉ 工場 ｉｾ おける ｐｉｃｏｍ ゾーン
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鋳 鋼 管 構 造

は じ め に

鋼fI が恒久的な建築に使われだし

て数 年を経 た現在 ， 鋼 Ｚｩｾ 構造の普及

ぶりは1驚 く 程 目 ざ ま し い も の で あ

る。

しかし，いままで鋼行構造といわ

れていたものは，鋼 Ｚ￬ｾ Ｚ が ［ｾｉｉ 方向力 ｋＮ

対して他の型鋼より有利であるとい

うそ の特性を生かすため，比較的径

の細い鋼管をトラスの部材として使

っているものが多し〉。そのため，鋼

杓構造の建物というと工場，倉庫，

体育館という種類のものが述恕され

がちであった。

一方 ， 高層建築物のねーに鋼 Ｑｩｾ Ｚ を使

おうという試みは以前からあり ，有

名なものとしては西独の 7 ンネス 7

ン社屋， フェニックス ・ラインロ ー

ノレネ土屋などがあり ，我国でも阪急茶

屋町ビ J レはその先駆をなすものであ

る。しかしこれらの建物では， まだ

鋼管材を軸方向力を負担するもの と

して使い， ラーメン材としては考慮

していない。

と乙ろが琴現1在工喜事I 中の東街道新t

線大| 阪荻駅駅合， IU: 界長ビノレ，長谷川

第 10 ビ) レなどではし当ずれも鋼代柱

をラ ーメン材として使っており，そ

れぞれ深と柱との按合部 !C工夫を乙

らしている。

乙のような現状をみると ，鋼ヂ; : を

トラス材としてではなく，ラ ーメン

材としても使おうと いうのは必然的

な時の流れであり ，鋼 f円。梢造の新ら

しい発展の方向を示しているように

思う。

と乙ろて¥乙のような比較的径の

太いラ ーメン材として使われる銅れ

には ， いままで引抜鋼 ｲ［Ｚ ，電縫鏑 Ｚ￬ｾ￬Ｚ

が使われていたのであるが，乙れら

の鋼 fi" i'ーはいずれもその製法上の( 1 i 1J 約

から杓の直徳内l字 に あ る 限 度 が あ

り， また，ヌととの接合部K . 検査の困

難な T 型治接を必wとし， しかも溶

姥線は通常閉じた円周となるので溶

接 部 !C相当の残爾応力が残ると考え

られ，完全K 満足できるものではな

かった。

乙れに反して鋳鋼竹は ，その製法

上の利点か らある程度，約の直径，

肉FZを自由にする乙とができ，その

大 阪 御 司I務所 長 田 正 雄

上簡単な ｾ仕口部は，鋼管本体 と同

!時!C工場で一体として製作できるの

である。

乙のような長所をもっ鋳鋼特につ

いて以下 ， ｾ施 ｴ 同｝，実験デ ー タを加

えつつ紹介する。

鋳 鋼 管 と は

2- 1  製法

現在の鋳鋼管は ， 昔の鋳 ｾｊｉｉ ロ ー のよ

うに，鋳型の中 lζ 溶鋼を鋳込むだけ

ではない。

今日では各メ ーカー共，遠心力を

利 用 し て よ り 均 質 な 製 品 を 作 る た

め，遠心力鋳造法によっている。乙

れは鋳型を水平または ｬｦｾ 直の取ｉｩ総を

中心として高速回転させ，高: i i l i 回転

中の鋳型!ci.符 鋼 を 鋳 込 だ 方 法 で あ

る 。 ( 写真一 2) 丁度遠心力コンク

リー卜杭の製法を忽い出していただ

ければよし 3。回転判lの方向により竪

型，横型と分類され， また，鋳型の

造型剤により砂型，金型， レヂン型

と区別される。なお ，鋳造中の溶鋼! c

phot o.  1  柱 フ ラ ン ジ 部 の サ ル 7 ア ー プ リ ン ト
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photo.  2 遠心力を加えつつ鋳造する状況
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加わる遠心力( 主主力の加: i i : 良: の 100 る 。 ( 図- 2参照)

倍を超えるのが珍らしくなし当。 治援機東i J I i 精機 C S A- 5S型

乙のようにして造 られた鋳鋼作は ;t、 線 大同製鋼 DSー 1線 1，6 mm世

製鋼，製紙のロ ーJ レをはじめとし 定 圧 30- 40V

て，各地の地下街，地下鉄道の鋼ヂ'¥: ｾ＠ 流 250- 400Amp

柱としても多用され， I昭和 31 年 以 依接迷度 350mm/ mi n

降 E 鋼:t¥: 柱として構造物に使用され ガス i流量 C O
2

:  25e/ mi n O
2

:  2t' / mi n 

たものた、けですでに約 15 ，0001 もあ 2- 2  材質

る。

また，その製法からわかるように ，

鋳鋼管の外径は銚型の寸ー法lζ よっ

てきまり 100mmより 1600mmまで製

作可能である。肉厚は鉱型 lζ 同|時 lζ

鋳込む浴鋼の亙i; により定るわけであ

るが 8 mmより 170mm程度までが自

由に造れる。

勿論，鋳鋼手; はその製法からわか

るとおり ，直程i がもっとも製作容易

であるが，jJ! 型 lζ f ; i ' j 単な炎起を設け

ればノ f イプのフランヂのように簡単

にｾｾとの接合部を造る ζ ともでき

る。 写真一 3に そ の - #，1) を示す。

なお，直管の場合 lζ は鋳造後初0

0

C  ｾ ＹＵＰ ｯ ｃ で熱処理を行なって出荷

しているが，142接合古15のある場合 lζ

は熱処理後，芯HI，し，機械加工を行

なって， C S 自動ア ーク溶接により

柱の各部を接合して出荷している。

(図一1) ， (写真一4)

ｃｓ 自動ア ー ク 溶接は ＱＰＰ Ｐ ｃｾＱＵＰ

OCの予熱を行って務接している。持年

接条件，開先形状は次の i湿 り で あ

建築基準法施行令第ヲ0 条 に よ る

と，銑鋼の許容応力度は一般構造用

鋼材と同じ値となっているが，建築

学会の鋼構造計算規!JIl 気S6 条による

と，但警により ，いわゆる無規格の

普通鋼材 と同じ扱い lζ なっている。

ζ れは鉱銅関係、の JI S 規格の不備

にもよるが，製品の形状，品質望号 lζ

対するメ ーカーの責任がいままでは

っきりせず，市場品についてのパラ

ツキなと、を考えてのflI 置 と 思 わ れ

る。しかし，現在一流メ ーカーの鋳

鋼 '{'flζ 限っていえば，規格料をとら

れる乙 となく規格証明書もえられ，

品質については何等の不安もなし '0

またわれわれ建築の技術者も何時

までも鋳造品と鋳鋭、とを混合し，鋳

造品は何 lζ よらず延性も籾性もない

もろいものであるという考えを拾て

て，鋳鋼は圧延していない鋼材であ

る乙とを知るべきである。鋳鋼! ま，

続ｾｾなどの支持 ｾＡￍＨ ζｼ 渡らず ， 構造材

として自由にど乙にでも使えるので

ヨえ

photo.  4  CS自動ア一空前後作; r ，中

J OINT 

図- 1 柱の銭合部

15' 

図- 2 円周鱗手のB祖先形状

ある。

最近では構造物の大型化， 高性総

化lζ よって構造用鋼材 として高張力

銅の使用が一般化してき たが，鋳 鋼

Iζ つい ても例外ではなく ，造船関4系

においては早くから高張力紛鋼が5起

用化され T- 1銅と桜車えする部分に

まで使われている。 表- 1 1C乙の仕

様を示す。

化 t?- 成

ν ヤ ル ピ ー 衡 量産伯

k g  ' m/ m m三

分 % Ij [  ｾＮ湿 り 強さ
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化

古里主 _ ＢＢＮｾ ｲｩＮ ｊＺＺ＠

AoD 1- 盟

A>¥ ト) ;

ａｉｾ＠ b・叩

学

B百 b・耳

B1D b・由

成

図 - 3  

photo.  5 戦 前 の 状 況

photo. 6 載 荷 後 の 試 験 体
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分

表 2

%  引 張 り 強 き

シ ヤ ル ピ ー 衝 鉱 f由

kg  - m/c m'  

V ノ ッ チ

。' C

> 3.5  

表

?i.l t 1: i 継目の引張り ，圧給，ul l げ，せん断 の他は突合せは対する( t j とす

る。

作業の方法 ( 1) は回転治具，ポ: / シヨナーなど泌氏下向きで作業でき

るような設備で作業する場合

( 2) は( 1 ) 以外の財合。

また，建築関係でも建設大臣の認 鋼管内にコンクリ ート を充題するの

定をえて， S M- 50 を若干下廻る程 も一つの方法であるが，鋼管内を中

皮の許容応力度をもっ鋳鋼管が実用 空にした場合ははたしてどうなるの

化されている。 表- 2にとの仕様 であらうか ?

を， 表- 3 1ζ 乙の許容応力度を示 ζ れらの諸点についてある程度の

す。

なお，梁フランジと柱フランジの

接合部分については，鋼材の材質 lζ

方向性を生じるととが懸念されたの

で，乙れについて調べたが充分満足

できる結果をえた。詳細は追って発

表する予定である。その部分のサノレ

ファープリントを写 真一 1 Ir 示し

Tこ。

実 験 によると

指針がない限り ，鋭鋼む による構造

の発展は望みi J J ! fいので含そのため行

なわれた若干の実験結果を報告す

る。

3- 1  仕口部実験

柱，梁仕口部の適当な形態を求め

る目的で行なっ た予備的な実験であ

る。

実験はその目的より考えて，なる

べく実大に近いよう 1/ 2 程度の試験

体をもちい，試験体の形状も量産を

考えた A 型と，理論的 lζ 好ましいと

考えられる B型との2種類について，

それぞれスチフナーの寸法を変えて

50T の万能試験機で載荷し た。 測定

鋳鋼管の材質について完全に信頼 はダイヤ J レゲーチF とストレーンゲー

できるとしても，愁築の技術者が， ヂを もちいた。 (写真一5)

鋳鏑管をラ ーメン構造に採用するに 試験休の形状その他を図- 3K 示

はやはり相当の決断を必要とする。 す。

はたして柱と梁の接合部は完全に 試験結果の主なる の もを図- 4.5.

剛接されているのかどうか フ 鋳鋼 6.7.1ζ 示 す 。 ( 写真- 6)

管が扇平になる乙とはないのか Y

スチフナ ーは如何程の大きさにすれ

ばよいのか? とれの解決のために

図- 4にA50試験体の各部の歪を表

わしたが，乙れによると梁取付部1，

3 の近辺では載荷の初期より相当大
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きな局部応力が発生していると考え

られる。一方梁取付部より離れた 2

の位置では，梁フランチーのs i f . 状応力

与 30Tの2/ 3あたりから局部応力が発

生しているように考えられる。

そ乙で乙のなかで= 引張応力を生じ

る1' ，2，3 を選んで，各試験体の大き

さによる相異を比べてみると ，図-

5.6.7 をえた。i l i I ¥荷点 iζ 近い l ' をみ

ると A タイプ( 立何れも曲げモーメ

ントの影響が大きく ，特K A20 ，A35 

において著しい。 B タイフ。は良好な

結果を示している。次1(. 2 の点をみ

ると，乙の位置ではA タイプ ，Bタイ

プによる相異は誌められず，スチフ

ナーの断面積が問題となり ，その大

きさは A50程度が望ましい。さらに3

の点をみると ，A20 では著しい局部

応力の集中が認められるが，それ以

外の タイプではほとんど差が認めら

れない。

乙のような結果から，たとえ製作

上苦干の困難があっても，梁! 土口部

の形状は B タイプが望ましく ，スチ

フナ ーの大きさとしては，巾 50程度

が必要と判断した。

さら lζ 管径の変化についても同時

!こ調べたが，その結果を図- 81乙示

す。

図- 8によると，管径のjJnカ方向

の絡みは，加力に直角方向の伸びの

2- 3倍あり相当大きな値である。簡

単に図の点都i ! の勾配をとって計算し

てみると，僅か 10T Mで，両側の梁

には接合部の変形により 1/ 240r od

の角度を生じる。( 図ーのとれは無視

できない値である。大阪大学の鷲尾

教授が最近提唱しておられるよう

に，節点内の変形を考えた新らしい

ラーメンの解tl'. が必要な所以であろ

っ。

3- 2  実大実験

予備実験により ，仕口部のスチフ

ナーの性状については概略の目安を

えたが，さらに実大の試験体で確認

し，併せて他の形式の柱と比較する

ため，東京大学の仲研究室 K 依頼し



売予ゼ

子、

A- P 

XI -1 

/  

XI-2 

図 - 10 ① 図 ー 1目 ③

photo.  B 鋼 管 柱 phot o.  9 新 型 柱 photo. l0 十 字 型 柱

表

柱 型 式 | 降問 Tj 何度Tj 実引い異色強度

X P- I  1  2 0  1  1  2 8 4  1  2 9  5  1  1  0 4  

| | | |  

恥 | 2 7 2 1 3 1 9 i 3 8 4 | 1 2 0

X B- 2  1  2  8  3  1  3  3  2  1  3  5  4  1  1  0  6  

X 1- I  2 1 8  2 6 0  3  1  7  1  2  2  

X  1- 2  2 0  1  2  2  6  2 9  9  1  3  2  

X 1 - 3  3 3  5  3  3  6  4  8 2  1  4  3  

11  X 1- 4  3  3  5  3  3  6  4  6 9  1  4  1  
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て 2000 トン試験機により柱紫接合部の実大実験を行っ

Tこ。

試験体は他の形式の柱と比較するため，柱の形状をほ

ぼ同断而加の丸型，箱型，ーl' 字型の三種類とし，史はす

べて同ー断面の H型鋼とした。

形状その他を図一10K 示す。

;1ま荷 l土正予l の繰返し荷量とし，実験結果の主なものを

表- 4，図一10.111こ示す。 (写真一7.8.9. 10)

表- 4は各試験体の計 算による |降伏強度， 終 局 強 度

と，実験による l政域強度を示したものである。計算値と

実験{直は XP- l ，2 ， XB- 2においてよい近似を示すが，い

ずれにしても，実験i直は正|算値を上廻り ，強度を問題と

するなら充分安全な乙とが確認でき た。



phot o. 11 - 1  国鉄新幹線大阪駅

phot o. 11ー 2 向 上 内 部

phot o. 11- 3  向上位 ・銀銭合部

phot o.12 大阪市営高速鉄道長居駅

さらに ，予備実験で指適された変

形に ついて調べる と，構造物全体と

しての変形は 図- 101ζ 示すように，

枚の断面形状により相当のひらさの

あることがわかっ た。 しかし，乙 の

変形には，当然柱，梁の IUI げ変形，せ

ん断変形も介まれているので，接合

郎のパネj レゾー ンを取りだし，その

phot o.13- 1 輸送中の良谷川第10ピルの柱

き

とi

photo. 13- 2 同上; J ! 込み中

photo. 13- 3  同上枝 ・梁接合部

わずか数例の実験により結論をだ

すのは無理であるが，大体の傾向 と

して，強度的には不安のないとと ，

接合部の剛性についても純鉄' 自に限

るなら他の形式の柱 lこ優る乙とを知

った次第である。

部分の角変形を調べると 図一11をえ I  4. 

7こ。乙れK よると ，以外にも円型断

面の柱が他の断市] 彰式の柱 lζ 比べで

む す び

はるかに成績がよく ，定性的に一応

安心したわ けである。 乙れまで鋳鋼1 " ¥1 ( : つい てそ の概略

ｾＭｰ＠

，:r  c;_5 Z ZXI  
1 ω X B  

200 

100  

。

10ω 2曲目 Ｑ 仰ぎ ＱＰ ・ら ｲ､ｾ

図 11  

を説明 したが，結論として，

鋳鋼.rrl 土，構造材として充分

使用で きる 材料である。

特に今後の発展を JOl 待 さ れ

る，鋼?守 lこよるラ ーメ ン構造

のー! 日Iを担うものと考える 。

さらに，純鉄什造でないと設

，) 1 が困難な超高居建築の場

合，鋳鋼:r';: の採用は綜接f立の

低減，接合部の変形性状など

を考えると ，検討するだけの

価他が充分ある。

というように考えている。

次に鋳鋼rr - の佼用状況の 2 . 3 (写

真11- 14) を示して乙の拙文を終ら

せてい ただ く。

終りに実大実験に終始ど甚力い た

だいた，イ中， 加藤両先生をはじめ，

資料の提供をご快諾いただいた久保

田鉄工関係者の皆殺に誌上を借り て

お礼申上げます。

phot o. 14- 1 近鉄 トラックタ- <  -j' ; Vo 鋳鋼

管 柱一本で32m x 32mの昆絞を支持

phot o. 14ー2 向上伏殴図。柱からの吊り材が

見える
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鋼管コンクソート構造

は じ め に

高層建築物の柱に大型鋼管を使うととの可能性，乙と

にその中K コンクリ ー トを充損する ，いわゆる ， コンク

リー ト充填管工法の可能性や利点については，その一端

をすでに昨年の本誌 4 月号にのべた。

その後，乙 の工法があちとちで計画せられ，あるいは

実施にうつされている。そして，乙の工法にともなって

生ずるいろいろな問題点解決のために ，それぞれ巧妙な

工夫が乙らされ，新らしい工法が案出されているもよう

である。乙乙では今くわしく具体的にその力学的性質な

り，設計法あるいは施工法についてのべよう。

2.  

鋼 管 コンク リー 卜

構造

E3 
( a)  ( b)  

'e) (f)  
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( C)  (dl 

F ig. l  鋼管コンウリ ー ト合成断面

工問 ・神戸大学 山 田 稔

鋼管とコンクリ ー ト，或は鉄筋 コン クリー トとの合成

断面却材と云って も，その組合わせ方は千差万別，たと

えば Fig.1 (0) のように覇市J 管の外側にコンク リート あるい

は鉄筋コンク リー トを巻き ，中を空洞に してーダクトに

使うーといった試みのものから ，Fig.1( c) のように鋼管

の中にコ ンクリ ー トを充換し たもの， さら lζ 乙れを鋼管

を外わくにして，ヒュ ーム管のよ うにコンク リー トを遠

心力充填した Fig.1( d) のようなもの等。さらに柱材とし

て使う もの，あるいは梁材として使う もの等 々，誠にバ

ラエティ K 宮み，j J 学的にも，一様に は論ぜ られないも

のが多い。そ 乙で本稿では一応今迄内外とも高層ビ J レの

柱 ，あるいは，高圧送宝石鋭、坊の柱材や，工場の柱として

すでに実施をみている Fig.1( c)  ( d) のコンク リー ト充填管

を中心! とのベる乙とにする 。

コンクリート 充 填

管 構造 の 特 徴

コンクリ ー ト充領令の力学的な特徴については，すで

に市j 誌にのべたが，いまそのこ ，三をあげれば，中空鏑管

lζ くらべて充坂.管は中心圧縮柱としての座屈性能の向上

が，特』ζ 短柱においていちぢるしい乙と 。部材の剛性が

コンクリー卜充填によ「て大巾 lζ 高まる乙と。コンクリ

ー ト充立たによって鋼管壁の局部座屈が拘束せられ，その

結果部材のみならず接合部等の剛性が中空鋼管にくらべ

てはるかに高くなり ，塑性変形能力がいちち' る しく士首大

する ζ と等があげられる。乙れらの特性はいずれもコン

クリート に対する外周鏑管の緊縛作用( それは理論的に

はーコンク リー トと鏑のポアソン数の関係から云ってー

スパイラ J レ・コラム のそれとはいささか越を異にする

が) と鋼管に対する コンクリ ー トの拘束とが両々相まっ

て働く乙と K よるのであろう。

いま中空鋼管とその中 lζ コンク リー トを充填した鋼管



の短柱中心j王紛の際の和h方向縮みの一例を示せばFi g. 2の p  

ようになる。 ζ れはA￥30，肉厚比 t )当 0. 06(F c= 300kg

j c m
2
) 程度の比較的厚肉の短柱の- { rlj であるが，点線で

あらわされた中空鋼管( 中空銅符自体も，相当優秀な塑

性耐力を示してはいるが) !ζ くらべ，実線で示された コ

ンクリ ー 卜充級官のコンク リー ト充填効果がはっきり と

示されているのは興味深l ' 。薄肉管では乙の差はさらに

増大する。

また，中空鋼管とコンクリ ー ト充填管の繰返し塑性曲

げのー例を示せばFi g .3のようになる。乙のよ うな曲げに

対しては，耐力そのものにはコンクリ ー ト充恨の効果

は，ほとんどあらわれない乙とは円断面の性質から云っ

て理論的にも自明の理である。と乙ろが繰返し誠荷をう

けると中空管は，管ｾの局部座屈の進行 Ａζ ともない耐力

が落ちるが，充頒管では乙れが阻止される乙とが示され

ている。

ζ 乙lζ 示したのは，その性質を比較するための一例で

あって，乙れらの量的な性質は後述するように鋼材およ

びコンクリ ー トの強度 ( σν ，F c) の他，とくに鋼管の外径

肉厚比 t l =÷ (ァ: 外径の半分， t :肉厚) によって変化

する。

4.  

コンクリ ー ト充填

管構造の設計

具体的な設計方法lζ 入る前lζ ，在来の実験研究をふり

かえってみよう。

まづコンクリート充填管の中心圧縮試験は，坂，中島

( 学会近畿支部1956) ，Kl oppel ， Goder  (Stohl bou 1957)  

仲，加藤，阿部( 学会 1961) の諸氏や筆者等のもとで行

なわれた。* ( 註〉

坂，中島両氏の研究は ( J. キ 50- 100，F C'=7175- 376kg 

j c m
2
) の範囲につき行なわれた もので，実験の結果 ，コン

クリ ー ト充填管の座屈強度は鋼管柱座屈強度+ コンクリ

ー ト柱座屈強度で近似的にあらわされる乙とが， Hobel  

教俊の理論を参照しつつのべられている。

Kl oppel ， Goder 両氏の研究は ( J. 与 30- 70，F c二 168

- 268kgj c m
2
) に対して膨大な誌の実験と詳細な結果の

解析，とくにクリ ープテストが行なわれているのが特色

*  ( 住) 日;本i l l 3自学会， 鋼管コンクリ ー ト小委員会でも目下未解決の

問題について，京大 (Fi g. j ( c )) ，旭町f ( Fi g. l. ( a )) ，京大 ( Fi g.j

( a )) ，神大 (Fi g. l. ( c) ) 等で分担猷験中である。

、
、
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、
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F i g 2 中空鋼管と コンクリ ー ト

充填管の中心圧縮( 短校)

。

I  x. . . . でト与ヲ毛

F i g 3  中空鋼管と

コン空リ ー ト充境管の幽げ
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(n= 9) 

であり ，実用設計式が提案されている。

イ中， I.加藤，阿部氏の笑験は ( J. と 30- 80，F cと 600k g /

c m
2

) で鳴戸海峡級断送電鉄塔 ( M C式) のテストとし

て2 ，000 トン試験機を使い500mm管，材長 5 mのものの実

物試験として行なわれている。結果は短柱の場合， コン

クリ ー ト充加告にコンクリ ー ト強度+ 鋼管強度の累加強

度式の適用の妥当性が筑ぜられている。

* 者も亦 ( J. ヰ 50- 150，F c当 100- 400k g/ c mりにつ

いて中心圧縮試験を行ない，主として，細長比とコンク

リー ト強度の変化K よる座屈耐力の変化を検討した。

乙れらの実験をもと K ，コン クリ ー卜充煩鋼管中心圧

縮柱の設計式が提案されている。まづ長柱設計式として

は，たとえばドイツ高圧送電鉄格規格VDE0210，あるいは

Kl oppel 教授等によってとられている考え方は ，断面1"' l ' 1

や断面 2 次モ ーメント の値として鋼管の値 lζ コンクリ ー

トの値の弾性係数比分のーを加えた，云はば等価( 或は

仮想) 断面積A 叫 断面 2 次モ ーメント l id

A i d =  A  s吋

I午2叫i d=戸= 1  s幻t吋与ι

を使って通常の計算式を適用しようとするものである。

いづれにし て も ， ζ 乙で問題になるのはｩ｝ｬｾ性係数比 ｮ

の値という乙とになり VDE021 0では n = 7(F c =450kg/

c m
2
) 向 = 9 ( F c= 300kgj c m

2
) が叉Kl oppel 教授によってn

= 9(F  c = 300kg/ c m
2
) 等の値が提案されている。乙れiζ

よってコンクリ ー ト充境管の設計一式は，外径肉厚比 t] と
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弾性係数比n のふたつですべて決定される乙とになる。

短柱ではどうか，乙れは上記の実験結果が示すよう

に，いづれも累加強度方式の成立が認められており ，長

柱のばあいの ω= 1 として求める乙とができょう。

と乙ろで，われわれが高層建築の柱としてコンクリ ー

ト充前管を使用しようとするばあいには，主として偏心

圧縮をうける乙とになる。

そ乙で，STK41 (鋼管肉厚t> 4m m) ， コンクリ ー ト強

度F c= 210kg/cm
2

のばあいの 12= 2 2 ( 長期) 12= 15 (短

期) Iζ 対する偏心圧縮柱の設計用グラフを示せばFig .4の

よう lとなる。すなわち， すべて肉厚比t ]のみによって示

される乙とがわかる。グラフの使い方は鉄筋コンクリ ー

ト柱 lζ 常用されているものと全 く同 じであり，鉄筋比の

かわり IC直接所要肉厚比 t ]が求められる乙ととなってい

る。

鋼管充填用コンクリ ー トは，次の項で示すように，高

強度コンクリートを使用するとと が多 く，前記ドイツ高

圧送電鉄格規格 VDE0210てはF c =300kg/c m
2

とF c =450

k g/ c m
2
の二種を，また KI 己ppe l教授はF c=300kg/ c m

2

を

提案している。乙のような高強度コ ンクリ ー トを使用す

るときはn の値は低くなり，たとえばn=91C対しては Fig

.5 のようなグラフとなる。( 但し，乙のグラフ の縦横両

前hはFig .4と異り無次元化しである) *c位〕

*c註) ] I S規栴鋼管と超々のコンクリート強度の組合わせに対する

コンクリート充墳鋼管偏心圧縮柱の計算図表， V DE02! Oコンクリ

ー ト充填鋼管長柱殺計用図表等は， 住友金属 「鋼管格造デザイン

マニュアル1964J に多数集録されている。



コンクリート 充填

管 構 造 の 施工

釧代へのコンクリ ー トの充煩は，小型パイプレータ ー

を剣行墜に当てがう事によってきわめて新実 lζ 打ち込む

乙とができる。パイプレーターの利きがよく ，打ち込み

泌 さがきわめて大きいためブ リーディ ングがはげしく配

合を誤ると大量のレイタンスを生ずる乙とがある。

乙のためスランプの少い ( 5 c m位まで) 磁ねり ，パサ

パサの コンクリート が鋼1i"i' ヲt慣用コンク リートとしては

適当と考えられる。スランプの大きい，軟かなコンクリ

ー トは避けなければならない。破ねりコンクリ ー トがき

わめて ｾ｢ ｪ ｬ ζ 打ち込め施工上からも望ましい乙とから ，

高強度コンクリ ー トが充航用 コンクリ ー トとしてえらば

れるわけである。乙れは力学性質からも望ましい乙とで

あろう。

実施』ζ あたっては， コンクリ ート の投入を，どのよう

にして行うかが問題となろう。数十メー トノレの高所から

務下させるような試みも行なわれた白だが，京下中間J て、

のつまりや，でき上 りコンクリ ー トの空白実性等からも望

ましくなかろう。コンプレッサ ーによる圧入プレパクト

なか両立しないものである。柱コンクリート打設後， コ

ンプレッサ ーを使つてのモルタルグラウティング等に可

能性が開けるのではないだろうか。鋼r'r あるいはコンク

リー ト充損鋼符の塑性座屈試験などの経過からみても，

柱 上 下町 ｬｩ の鋼 ｾＱｲｾｾ の局郎｛Ｇ｛胞が全体のｂｴ厄 ｉｋ 先行するケ

ースが多く ，従 って純上下端には . 1催ブさなモルタ J レグラ

ウティングが望ましいと考えられる。柱ヌN妥令部仕口 l土

コンクリート打設，itiilli とー体に JI' 闘されねばならない。

柱行相互の継下も上へFI- るに1えってのしぼり方と同時

!L ， コンクリ ー トが継手でつまらぬ配慮を聾する。

乙れらの点とは別 K ，防火上保忽の危険を考慮してー

| 桝分の柱長につき 19世{立の双気抜き穴を 2 ケ位，あけて

( 鋼符に子しをあけ完成後，火災時に万一水蒸気発生すれ

ば吹I政れる程度の;i Fい被膜で被っておけば支障ないもの

と思う〉あればよいと云われている。

コンクリ ー ト充頒鋼竹の佼いブJ としては，上述の高周

ヒツレの柱，地下鉄や! 択の純材として，送電鉄燃や架線用

車! 、柱として又，工場のクレーン ，ガーダーをうける柱IC

使う lまあいには，中空れにくらべて振動防止に役立つの

ではなかろうか。

いづれにして も， コンクリート光部品Wi' nc は，それに

適した分野があると考えられる。その分野以外では不利

となろうし，適切な選択がもっともたいせつではなかろ

うか。

工法類似の方法，あるいは大型鋼竹であれば打設面まで I  7  

パケットでおろす ζ とも可能となろう。 ζ れらはいづれ

も今後創案さるべき工法として残されている。 3Eは許i実

なコンクリ ート を打込めればよいのであるから。

コンクリ ー ト充損した鍋代への1合後の可能性も検討せ

られたが，屯旅誌が少しく増大するだけで溶後部耐力! と

は変化が認められなかった。充煩コンクリ ー 卜は勿論熱

変化を起し ， 耐力を失っているはづであるが ， 後会古 ｾＵ ス

チフナ ーとしての働きはうたわなし、

コンクリート

充 慎 管 構造 の

問題点と将来性

コンクリ ート 充規管椛造の設昔1 " . 施工にあたって，今

後の創案にまつべき二，三の点をあげると ，まづ問題に

なるのが柱然接合部仕口 の工夫であろう 。コ ンクリ ー ト

充績によって援会部の剛性は，飛躍的に向上するが，鋼

材の通りと ， コンクリ ー トのまわりよさのふたつがなか

む す び

鋼 ti"¥:材ii 盆の特殊工法のひとつとして，釧1¥コンクリ ー

ト構造，とくにそのうちでもコンクリート充煩1' fをとり

あげてのべた。実施例もぽつぽつ 11' ，始めている昨今，実

施工事の経験と反省から ， 公 ､ｾ な評価が下され ， より適

切な工法の創案が盟まれる。
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鋼管柱を用いる地下工法

K K大林組技術部長

谷 口 尚 武

は じ め に

筆者が編集委員会から与えられた題目は「鋼管を使っ

た仮設計画」であった。鋼管足場，鋼管ノミタ材など仮設

資材としての鋼管の用途は広い。どんな問題を取扱うべ

きかと迷ったが， 乙の一文は，乙の鋼管構造特集号の記

事の中で第 2 グル ープの「鋼管の特殊構造J !ζ 加えられ

ることになっているので，編集mlJ の御意図が「仮設の，

または仮設と主体構造とに併用する鋼管支柱を用いる特

殊地下工法」を解説する乙とにあるのではないかと考え

て，乙れに焦点を絞る乙ととした。

昨年 12月lζ 大阪でt土質工学会関西支部主催の地下工法

に関する講演会が関かれ，建設各社の講師がそれぞれ独

Fi gl 木 図 式 深 礎 工 法

I  ｾ ］＠ T  i  2  fi J・" f 守口・
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Ｕ 土 ｾＢＮｌￇ ｬｊ ｪ

と上下の蝿 E

河 ii

自の地下建築工法を紹介した。ふしぎな乙とにその新工

法の殆んとすべてが，いわゆる「逆打ち工法」の純踏に

入るものであった。逆打ち工法の歴史は古い。その代表

的なものは木閉式深礎工法であって，昭和初期から行わ

れている。工法の概要は Fig . l のとおりである。変は建物

の柱の位置に手掘で井戸を掘り ，その中にコンクリ ー ト

ピヤ ーをつくり鉄骨の柱を建て，地上の鉄骨建方をつづ

けていくと同時に，地下の構造主体工事を上から下へと

進めていく，即ちコンクリ ー トを逆打ちしていく工法で

ある。乙乙数年来，地下 4 階、 5 階といった建物が多く

なってきたが，いままでの正攻法で施工すると莫大な仮

設材と長い工期を必' z f とする。必然的に木図式の流れを

くみ ，材料函で，施工機械面で近代化された逆打ち工法が

各社で研究される乙とになったものであろう。即ち材料

商では欽' 円- 柱として H 形鋼や鋼管が用いられることと γ

り， τ- 掘りのかわり lζ アースオーガ ーや圧入機が用いら

れるよう lζ なったのである。乙れらの新工法のうち，銃

行止i を用いるもののみを採り上げて，以下に解説する乙

ととする。

パイルコラム工法

まず， ζ れらの工法の一例と

して大林組のパイルコラム工法

の施工)1質序を示す。

(  1  ) 始にア ースドリルなど

の削孔機を用いて柱位置の自IJ 孔

を行なう。削孔』ζ 際しては孔内

の土砂の崩壊を防ぐため，ベン

トナイト溶液を孔内に充満させ



山留験

勺L' .  

Fi g.2 基 礎 台 柱 の 施 工 Fi g .3 鋼 管 傾 入

Fi g. 4 鋼管芯合せ… 捨コンクリートの

芯墜にベニア型板の芯を合せ，王監周ケー

シン? と鋼管の聞にヲサピを打込む。

る乙とが多い。削孔が所定の硬地盤 lζ 迷すると ，7)<.中』ζ

二おいても支障な くコンクリ ー トを打設できる特殊打設機

そ使用 して コンク リー トを流し込み，ベントナイト溶液

と入れ換える。

乙うして硬質地盤上 ｾｃ 強固な基礎台柱を完成する

( Fig . 2参照) 。

( 2) 基礎台柱が完成すると ，地問弁相; の骨となる鋼管

ニを孔内IC挿入し，正確な位置に固定して，鋼管内IC コン

クリ ート を充駁する。なお，予め基礎台柱内 lζ 埋設しで

あるパイプを辺して台柱の底部にグラウ トを行ない地盤

を強化する ( Fi g. 3、Fi g. 4参照) 。

( 3 ) 次IC 1階床梁下端まで掘削する。所定の深さま

で掘削を終ると ，さきに据えつけた鋼管・に独特の架及び

柱の接合金物を取り付け，これを介して 1 階の鉄骨匁及

び鉄骨柱を架設する ( Fi g .5、Fi g. 6、Fi g .7 参照〕。

Ｈ ＴＩ 架設を終った Ｑ Ｑ 若の鉄骨ｾから型枠を吊り下

げ， ζ の部分の床版及び深の コンクリ ー トを打設する。

地上部分はi順次，鉄骨の建方を進める ( Fi g .8多照) 。

( 5 )  1  1結床を墳として，地上階はコンクリート工事

を進め，地下| 騎では，仮設切然を使用せず，建物本体に

よって周囲の土圧を支持しながら， 順次地下 1 階以下の

各階を 1 階床と問機の方法で郷 I11J構築してゆく ( Fig. 9参

照) 。

( 6) 乙のように地上階と地下階のコンクリ ー ト工事

Fi g. 5  11脅鉄骨祭 ・柱

の取付

Fi g.6 鋼管1 L 1階床録取付

金物を熔接

Fi g .1 鋼管 ｉｾ 地上の鉄骨壱ｊＮｬＡ込む
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Fi g .8  床スラプコンクリー

ト汀と 鉄骨u! 万

Fi g. 9  地下銅削と逆打ちコン

クリートの進行

Fi g. l日 主体コ J クリ ー トの先了

を同時に行う ζ とにより ，従来の工法では果し得なかっ

たような ｭ Ｚｊ ｾ Ｑ 聞に主体工事を完 了 する乙とができる。な

お ， 乙のゴ Ｈｬｾ によるときは土問壁とし て は欽矢板でも ，

何でもよいのではあるが，大林組としてはo ws 工il: *

による土間以を用いて，会工程を無音無振動とする乙と

を考えている ( Fi g . 10参照) 。

(註 ) O W S 工法は現場打の鉄筋コンクリ ー ト土問肢を

地 lt(ζ 構築する工法である。 ソレタンシ ー，エ リゼ，イ

コスなど ヨーロッパ! こ多くの疏派をもっ泥水工泣ふ即ち

ベントナイトによって掘削壁の山jj ) j れを防き' つつ地下に

ピヤーや民体をつくる工法 lζ 上総掘という泥J J < 工法の伝

統を持つ Ｑ Ｑ ＮＴＺの ｾｉ 戸縮技術を Ｉｊ 日え ， 独向の機械を考案し

て開発した無音 書 ｬ ｴ 仮ｉｩ ｨ 工法である。 ｾｪ［ 矢板と異なり土千百

監の剛性が大きいので，周辺の沈下などは極少にとどめ

ることができる( 参考文献- 7 参照〉。

きて， とのパイノレコラム工法はデイセソレ機器本社新築

工事( 東京) に用いられたのが最初で，根切j氏は ー11 m で

丞倣台柱をー 18mの東京レキ庖に据える工事であっ た

f参芳文献ー 1 ) 。鏑科は係700，肉j享12，長さ 11mのも

の25本が用いられ，地下は鋼ヂfを柱とする欽行鉄筋 コン

クリ ー ト造であった。叉，N H K第二新宮1 " ; 増築工事( 東

京) ではニ ュー 7 チ Y クケ ーソンと併用する珍らしい工

法が用いられた( 参考文献- 2 ) 。 乙のときは鋼竹筏

700， I勾f，Il 2，長さ 22. 8mのものが，一村: 安1] 7 ぶ使用さ

れた。ただし ， 地下の柱には鋼 ｲｾ が 入 っ て いるが ， 構造

体としては R C造の考 え方であっ た。ヨtの鉄筋は鋼竹に

つけたガセッ トに溶接された。 なお，目下，hWi 良駅西口

地下街及!駐車場工事においては大規模なノマイノレコ ラム工

法か施てされつつある 。地下街という特殊構造物である
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ため. 1 本当り 2851 という設計荷重に耐える一面，満潮

時には 1 本当り 1951 の浮力に耐えねばならない という

条件のため， ｾ￯ｾ 併は長く基礎台柱の中 ｬζ ｦ ｬｪｬ ばされ て アン

カー の役目もしている 。支柱総数は 456* ，地屈に傾斜

などあるため杭長はまちまちであるが，れー部1は1弔 452 . 1

肉J'l 12，長さ 9 - 12m，基礎部は径452 .7，肉厚 9 長さ

3 - 12mとなっ ている 。地下の構造体は Fig. 11 にみられ

るように 111.表 lζ 媛する紫は鉄骨造となっているが，駐車

場の天井に当る地 下 Ｑ Ｑ 併のスラブは鉄筋を鋼竹柱 ｾｃ ￬Ｑ存接

したフラットスラブ構造になっ ている。 ( Fig . 12は胞工

中の状況である。)

清水 式 柱 礎工 法

その他

清水式柱礎工法( 清水式プレコ ラム工法〉は前記のバ

イル コラ ム工法が木田式を機械化 し，又il r! . 7J <を用いてウ

エット化 したのに対 し， 鋼竹柱の設定を主 と して消7]<式

ｾ Ａｴ音世話反 ｩｩｬ ｊ ｉｔＺ 入 機による圧 入 による 所 が綴，ＮＴ｜ 的 に乙とな

る。銅色: 柱設定後の地下構造体の施工法はパイル コラム

工法や木 図式の逆杓ち工法 と大 きい差はない。乙の工法

が採用された最近の注目すべき 工事は大阪官同生命ビノレ

の工事であっ てニュ ーマチッ クウオ ールケ ーソン工法 と

併用されている( 文献- 4 参照〉 。 乙の工事の鋼代柱は
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Fi g，14  N H K工事の管頭の施工制度( 単位mm)

外径 900，肉厚 16のもので，全長 2 4 mであるが圧入機の

能力により 12m ものを現場溶接で 2 本つぎして用いられ

た。 管内の土は圧入と併行してグラブノイケットで掘削さ

れる。圧入 !C'iI! する時聞は溶接時間約 3 時間 10分を合め

て 1本当り約 8 時間となっている。乙れはノ f イノレコラム

の施工時間 Fi g. 131ζ くらべると ，径の差はあるにしても

いくらか長いようである。

また，管の. ! f i : 直度と位置の誤差であるが，乙の工事では

次のように報告されている。即ち符天の位置のくるいは

最大で 13mm，平均で 8 mm， rr底では最大3 2 mm，平均 15

mmである。乙れは Fi g ，14に示す N H Kの記録と共に鋼管

柱のこの種の工法への適応性を示すものである。ただノマ

イルコラム工法の方が既設の掘削孔の中に鋼竹をおろし



て据付けるのである か ら，位置の正確さを得るととが容

易であると考える。なお，位置の正確さ K ついてH 形鋼

の場合 と比較してみよう。文献- 3 IC H 鏑を使用した主

体山留め工法とい う報告がある。乙れ K よる と十分 K 検

討された 2 点支持の霊直保持定紋を用いてH 銅柱の打込

みを行っているにかかわらず，H  407 X  400 X  11 X  16のく

いで頭部1の打込み後の芯ずれは平均値約 16mm， 起乙り

うる芯ずれの最大は 3 6 mm， くい胸部の芯ずれは平均値

約 4 0 mm， 考えら れる芯ずれの最大は9 0 mmとなっていで

かなり大きい ( 脚部はー 14. 5m) 。勿論，清水建設のテ'

ー タ ー と は断面がちがうので簡単に比較はできない

が，似たような臨i 1 f i で断面係数などを比較すると，次表

のよう lζ なり H 形の方向性が気になる。

品 l断d") 積|明五FF 宮原

和 1径 帥 6 厚二- ¥179.1 ト41 ¥ 265x 10  

∞X  l l x 16  ¥ 174 .0  ¥即|間

話を宮国生命ヒソレ lζ 戻すと， コンクリート打完了のと

き柱にかかる最大荷重は 1298↑ にもなり ，いかに天満屈

とはいえ， 径 900の杭の断面だけでは支持できなくな

る。そ乙で管頂K エヤロックをつけて，完全にドライ状

態で底を径約 2 mK 拡大掘削した乙とが文献- 4 1C報告

されている。杭の地盤支持が不足し拡大掘削がしたくな

るなやみはノマイルコラム工法も同様であるが， ウェッ卜

工法では拡大掘削がなかなか困難である。拡大掘削する

アースオ ーガー もいろいろと考案されているが，底的1面

の大きさをどうして確認するかに問題があり ，われわれ

もζ うした測定のできる装置を研究している。

他』ζ 鏑管を使用する同様な工法としては文献- 5 の構

J ' J ; 鉄骨山留地下構築工法というのがある。柱; WK 打込ん

だ鋼管支保柱( 径 150，コ

ンクリ ー ト充i良) とはり心

の上端鉄筋の位置に入れた

構形鋼による鉄骨切梁 ( Fig

15の 2 - [  180 X 75 X 9) を

山偲支保工として ， 掘 Ｑｾｉｊ を

完了し，最下|暗から コンク

リー トを打上げてい くので

ある。即ち地下は R C造の

31.t ;HCなるが，版 起 し 切

Fi g .15 m奥山留工法 史，支柱句鉄骨は鉄筋の一

部と考えようという工法である。しかし，鉄骨は胞工時

に土圧力を全部負担して大きい応力をうけた状態にあ

る。それと後から加えた鉄筋コンクリ ー トがいかに協力

するか， ζ れは他の工法でも局部的に問題となる乙とで

あるがなかなか難問である。竹中式深礎工法( 文献一
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6 ) も鋼管を用いる逆打ち工法であるが，鋼管はすべて

仮設材と考えて構造本体に転用することを考えていな

い。他の工法が柱の芯に鋼管を打っているのに対し， 乙

の工法では柱を挟む位置に数本の鋼管を設置し( 新阪急

ヒソレの場合は径587mm，肉厚6- 4 . 5mm，長さ 28- 3 1mの

もの 2 本) ， これらに架け渡した R C 迭の梁によって地

上階の鉄骨を支持し，地下階の柱は掘削がすすむにつれ

て下につぎ足していく乙とを考えている。また，土留に

も同様な鋼管を併列して使用している。乙れら鋼管を設

置するためのオ ーガマシンも独自に開発されたもので長

さ2 8 mのものを 7 cm間隔 K 設置しでも接触しない程度 IC

正確な作業はできるという。乙のように竹中式では鋼管

はすべて仮設専用に考えられているので，構造上の問題

は少しコ。しかし工費の点でやや不利と考えられる。

む す び

以上ノ f イJ レコラム工法を中心K 鋼管柱を用いる地下工

法に ついて概観した。乙れら工法は鋼管の等方向性を生

かした深層地下工法として，なかなか有利なものと考え

るが，現場溶接による柱と突のコネ クシ ョンの問題，台

柱底部拡大の問題，逆打ちコンクリートの打継ぎの問題

など今後さらに研究すべき点も多い。今後はとれらの点

の改良を大いに進めたいものである。

終りに紙数不足と錯;者の微力によって，各社の工法に

誤解を生ずるような記述があるのではないかと危倶して

いる。詳しくは末尾 lζ 記載した文献によって直接， ど研

究いただく ζ とをお願いする次第である。

参 考 文 献

l  地下と地上のエ; J l を同時比進める 「パイル コラム工法J (括!築

技術NO. 126，P  .107一国内トピアヲス)

2  ウオ ールケーソンを併用したパイルコラム工法一村上忠直，佐

藤正樹{ 建築技術No. I38. P  .42) 

3. H鋼壱使用した主体山止め工法一永田良夫， 戸弁回実. J . i j ¥美光

造( 建築技術No・138. P  .54) 

4  大阪岱国生命ピル新築工事の地下工法一山本信次， 成田信孝，

新見芳男( 9 ] 築技術NO. 14!. P  .53及びNO.142. P 93) 

5. 山留材をそのまま構造材 IC完庭用する新工法( 砲築技 術No・104

P  .82一国内トピツヲス)

6. 竹中式深礎工法についてー中出定夫 { 大阪府建築士会会報No. 25

P  .29) 

7.  新らしい O. W. S 地下工法ILついてー締本良介，安盛寿一( l l !

築材料1963年7月P .35) 
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神 戸 ポ ー ト タ ワ ー

社
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工

務

社

置

E

工

蛤

諸

制

計

株

新

川

股

合

造

建

問

日

綜

鋼

計

工

股

施

所 花 地 神 戸 市 生 悶 区 波 止 場 町 8 帯 地

辿 築 面 積 657.  6m2  

延 面 積 1， 534. 3m'  

綿 造 焼 損 鋼 管 造 rii 状 鼓 型 の タ ワ ー

高 さ 103m 

所要鋼材! i t 550 トン

竣工年月日 開有 ＱＳＸｾ ＱＧ Ｎ ＱＱ 月

圃 特 長

主材をすべて直線形の鋼管にて構成

された，円形鼓( つづみ) 型の筏状

の立体何組構造。

閉じく鋼管迭の内筒をエレベータ一

段として利用しており ，乙の内外筒

はやはり鋼管にて緊結している。

記入. j ; ' ・

百秋; f I J 厚( 日述〕
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住 金 和 歌 山 製 鉄 所

S  G 煙 突

股 計 舞 鶴 重 工 業 ( 株〉舞鶴造船所

ー 級建築士事務所

施 工 綜 合 横 山 工 業株式会社

鋼 管 術 造 舞 笛 重工業株式会社

所 配 地 取l歌山県 住友金属株式会社

和歌山製鉄所

l底辺三角形柱中心l旧制

高 古

8.5m 

75.0 m 

煙突内絡

所要綱W ，t

唆工年月日

間 特 及

f6 0 mm 

117t on(内H I  P57W6lt on)  

昭 和 3 7 年 l O 刀 3 0 11 

本州造lよ，使用鋼材がイ守効 IC強度郎材と

なるように 3 ，4¥: の煙突 rl 身を鉄込のね材

とし ，強間なトラス殺で剛結したもので

風JI 耐f. l ' t も少なくなり，従来の煙突を文

持する鉄日に比較し ，いちじるしく経済

的になっている。

uL! 入者 熊ＵＧｬ御堂ｾ ( 舞鶴重工業 K K )

59 



慶応義塾高等学校

日吉会堂

日 吉 会 堂 計 画 筏 術 委 員 会

( 慶応義q 委 員 森 徹，

藤 本 盛 久 ， 石L日 徳 術，

望 月 力 男 ，上野 鍛，

斉藤智正， ｦｾ 下富士雄 ，

佐藤 滋)

綜 合 鹿 島 建 段 株 式 会 社

鋼管楕造 株式会社巴組鉄工所

9  8  t  

5 月

神奈川県横浜市港北区日吉町

8  2  O.  9  1 坪

1. 0  1  6. 0  2 坪

屋線トラススパン 4O. 040mx

54. ωOm= 2. 168
m2  

所 在 地

建 築 面 積

延 面 積

精 進 規 絞

所婆鋼幼虫

竣工年月日

計

エ

3  

段

施

年3  8  昭 和

長

屋綴 トラスは四角錐の頂点を下弦の節点とするよ

うに倒立させて市松状に配置し. l ! i 材ICより下弦

頂点を十字lζ 結び立体トラスとしたものであり，

周辺は単純支持とした。屋根 IUI に加わる水平j iH:

は， トラス版をｩｉｔｬじて Ｔ 隅の耐ノ ｉ｝ｾ へ伝 ｩ￯ させて

いる。
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梓 建 築 事 務 所 ( 清 田 文 永)

武藤清 ・東京建築研究所 (成 田 容 人〉

総 合 清 水 建 設 K K  

鋼管構造 住 友 金 属 工 業 K K  

K  K 片 山 鉄 工 所

日本航空ジエツ

段 計

構 造 段 計

施 工

4  

東京都大田区羽田鈴木御台場l l ! 京国際空港

11. 55301
2  

( 乙の内絡納雌 7. 86101り

17. 04501
2  

絡納庫間口 120m. 央行6001. 鴨居下向15m

付属建物は R. C造 2 階およひ 3 階i l !

鋼管 ＳＸ ＷＮ Ｎ ＰｴＮ その他の鋼材 Ｔ ｾ 斤 ＷｴＮ

鋼管抗1. 130. 6t. 鉄筋ω4. 8t

昭 和 3 8 年

所 在 地

建 築 面 積

延 面 積

栂 造 視 鏡

所要鋼材Z

鴨居 トラスは形鋼で述続梁

lζ 組み， 乙れ とR C造建物

との聞に鋼管の単純 トラス

を か け て 鋸 屋 線 を 形 成 す

る。鋼r ' ¥: の11:11はu' I 依然接

し. ! ! ! i t 介郎品をmいない。

乙の トラスは地上で全長60

mを組み吊上げる。

長
- 特

刀9  竣工年月日

妃入者 : 成問恋人
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品 川 ボ ー リ ン グ セ ンタ

設 計 株 式 会 社 竹 中 工 務 底

篇 工 綜 合 株式会社竹中工務底

所 在 地

辿 策 而 :m

延 而 駁

綿 造 焼 校

所要鋼材盆

唆工年月日

- 特 長

鋼管摘造 川崎重工業株式会社

東京都港区t Z r勾給 I有国r 2 7

6. 4  9 8  111"  

I  2. 9 6 0  111
2  

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 2 僻 ll!

昆 線 版 パ イ プ 治

2 階 中 純 鉄 骨 造

2  4  5.  0  t  

昭 和 3 8  ｾ＠ 1  1 刀

パイプ造球継手による四角錐を市松 lζ 配置した形式の

立体 ト ラス版Ｈ昭和 ＳＸ 年 ＴＮＵ 月学会論文 ｾｗＺ 報告Ｉに

より， 36. 0mスパンの屋板版を架設した。乙の版は部

材数が非常 lζ 少なく構成されており ，地組の上，吊り

あげて辿方を行った。

E 主君こさ己fJ 認

断 面 図

属 根 伏 図

包入苦 . 環野温樹( 竹中工f J f 白)



6  

箱 根 園 食 堂

記入者 . 環野温樹( 竹中工務后}

- 特 長

円 形平面を 放 射 状 Ｑｌ ＱＶ 等分し ， 名 単 位 はｾ

の形の折版とし ，周辺を引強リングで止めて 16.4三

の住で支えた。各単位は j也組のヒ "" J りあげ. 11

1
心

部の リングに総接してill 方を終った。周閣の壁面

には l スパンおきにプレ ースを設けた。

36. 000 

41. 00
1  

ー庇
J  出

庖

底

社

務

会

務

エ

式

中

綜

エ

竹

叢

社

工

中

会

重

式

崎

竹

株

川

社会

合

隠

式

出

町

株

綜

鋼

計

エ

股

施

所 在 地

辿 策 面 積

延 面 積

t脅 迫 規 筏

所喫鋼初

竣工年月日

神 奈 川 県 足 柄 下 郡 箱 騒 町 蛸川

1. 0  2 0 m"  

1. 0 2 0 m包

パ イ プ 構 造 平 昆

6  1. 0  t  

附 和 3 8 年 1 2 月

H Nミ ; ?

底 根 伏 図 と 軸 組 図
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日 建 股 計 工 務 株 式 会 社

綜 合 前 回 強 位 工 業 株 式 会 社

鋼 管 構 造 片 山 鉄 工 株 式 会 社

石 川1 j也 先

2  1. 8  5 1 m
2  

22.  0  1 3 m"  

主体及軸部，鋼管柑逃，屋級及

盛，長尺カ ラー鉄板張

1. 7  1  4  t  (77. 8kg/m" )  

昭 和 3 8 &1' 1 2 刀 2 5 日

7  

市

1. 室 内 昼 光 照 度 全 天j照度 5. 000 L  

のとき作業面120L 以上

2 換気 ' 発熱部モニター換気，その

他ベンチレーター換気

3. [i}j 熱 屋綬哀 IL 防E与を兼ね コーム 系

防熱材吹イｾＮ

4 防潮 ・O P ート6. 000m(F L  + 1.000)  

を防湖面とし ，防糊唆および防i i 9J

扉設置

5. 樋 谷 組120mm/ h， 粁樋100mm

/hの降雨lli:(c 対して設計

丸 一 鋼 管 株 式 会 社

堺 工 場

堺

長

所 在 地

l . l 1 築面積

延 商 積

構 造 視 筏

所' l l ' 鋼材 l u

竣工年月日

計

エ

圃 特

股

施

位 入 者 絞J t- 苅夫 ( nrn) 

軍ア櫨

Ｚ｢ｾｊ＠
E 二ヨ

!号.J-rと

手三二三号つ

ｾ＠

64 
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尼 崎 市 藻 川 水 道 橋

段 計 住 金 鋼 管 工 事 株 式 会 社

施 工

所 在 地

管 純

婦 長

構 造 規 格

所要鋼材i正

唆工年月日

.  t K' i ' 長

日建段軒工務株式会社土木業務所

綜 合住金鋼管工事株式会社

鋼管構造住金鋼管工事株式会社

兵 庫 県 尼 崎 市 部 川

スパイラル鋼管外径ω9 . 6 mm

肉厚 9m m ( 一部1 2 mm)

5  x @37.750= 188. 750m 

5 径問 タイドアーチ，水道総

7  5 屯

昭 和 3 8 年 8 月

全長約 190 m ，園内初の 5 述タイ ドアー

チ型水道橋。各主格は600φ ，1. 5 mの単

管をア ーチ状に熔接，風圧にも十分耐え

るよう特に支承部の設計に留意。内面塗

装はアペロン 3 回塗，本工法により工費

節減をえた。

4  

; ! Jtn 

d  

f J SJ A・時.. ー

記入者消水勝馬( 日住)

巨亙互 ｾｊ
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=  

l肝一

"'I . ' ?nm. 

縦 横 断 面 図

所 在 地

強 策 面 積

延 荷 磁

構 造 線 模

大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町

2 2. 0  0  0  m
2  

5  9. 0 0  0  m
2  

延長約460m. 巾約53m. 商事約17m( ホ

ーム商まで) 長さ方向 2 - 5径l凶ラーメ

ン数プロ Iノク，巾方向 5 径 Il Oラーメン，

ラーメンは 2 厨，一部中 2 階を含む。 3

階はプラットホーム上 IC上座を有する。

15. 0 0 0 t  外 ICホーム上屋 1.  000 t  

昭和39年9月 躯体，スラプ工事唆工予定

圃 特 長

乙の構造初: ま . 3 階lζ 東海道新幹線 ( 6 車線) およびそのプラットホーム 2 面を有し. 2 階は駅 コ

ンコースおよび西部分では大阪市高速鉄道と御堂筋とが約 60
0

の角度をもって通り抜け 1階の東

部分では東海道本線が約 60。の角度で通り抜ける。従って，活荷重としては，列車荷量，自動車荷

重および群衆荷重を考慮する必要があり，列車荷重については，疲労の影響を考えなければならな

いので，設計示方書' 立，鉄道橋，道路橋，建築鋼構造の 3 者をともに満足する部分と，それぞれの

規準による部分( 例えば床組など) を考えてそれぞれ適用された。

構造工鋼構造とし ，建築基準法による郎分K 対しては耐火被夜が施されている。

ラーメン柱! ま円形断面をもち， 栄は箱形断面で，ラーメン コーナ一部は使用上ハンチをでき るだけ

小とし，なお応力集中 IC伴う疲労の影響をさけるため，柱の円形断面はコーナ 一部でナ メラカに拡

大され， 栄 と絵接されている 3 乙の構造 lとより，コーナ一部K は応力集中はなく ，ダイヤフラムな

どの掃入なくして剛性のあるコーナーを形成するととができたっこのような異形鏑管柱は遠心力鋳

鋼管とする乙とによって造られた。

ラーメン部材の現場添僚はすべて高強力ボノレトによる摩擦接合κ よっているう

( 日本国有鉄道，構造物j 設計事務所 田島二郎)

9 東 海 道 新 幹 線 新 大 阪 駅
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東 海 道 新 幹 線 新 大 阪 駅

東 部 高 架 橋 股 計 図
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10 世 界 長 ビ ル

役 骨十 株 式 会 社 長 谷 川 工 務 底

施 工 綜 合 株 式 会 社 長 谷 川 工 務 庖

鋼 管 iX造 川 崎 E エ業株式会社

S- I施工管理 阪急エンヂニヤリング K K

所 花 j 也

述 築 而 獄

延 而 税

構 造 脱 線

所要鋼材III

竣工年月日

大阪市大 ｴｾｒ 中 ｩｬｾ 本 ｩｩｬｩ ｬ 丁目 ＲＳ

1. 3  3  4. 4  m 日

1  5， 0  3 7.  0  m"  

鉄骨鉄筋コンクリ ト

地上 9 階，地下 3 階 ，P. H. 3階

鉄骨1，507t ，鉄筋675t ，計2，182t

昭 和 39 年 10 月31 日( 予定)

記入者 加藤幸紀( 長谷川工遺書庖)

- ポ'I' p< 

S M5 0のf E統鋼竹住を使用 した，全1古接

椛主主である。鋼竹往ICはコンクリ ート を

光以。然は Cast ell ated Beam を使用

している。施工法として浮基礎，逆打工

法を採用している。



幸支 初守 σ〉 頁

21 積算部門

見積りの合理化，能率化への諸問題 K K竹 中 工 腕 服 部 良 天 池 嘉平治

現在行なわれている積算体系は諸官庁ならびに，私算:

をする組織をもっ た民間発注者，設ill 事務所の積算部門

および各胞工業者等でもまちまちであるように思われま

す。 ーつの発注者または施工業者を探り上げてみても完

全な，マニュアノレをもって細部まで統一されている所は

少ないて・しょう。かなり行き届いた基準はあっても，あ

とは担当者側人の減益にまかせられる場代が多いでしょ

う。担当者各門は虎の巻 (1'1⑧資料を持っておりなかなか

人lζ は見せたがらな いものです。又見，fi'1の{ l 汁I というも

のは，発注者側にとっても施工業者にとっても )1つ品に主

張なことであると JUζ ，煩ift で")j '多さ仕事であります。

技術革新の今｜Ｑ，乙の部門だけが ＱＱＱＡｩｾ のままで良いわけ

はありません。古い殺に閉じ乙もらず，たゆまざる正t W

と脱皮を心tlt け，合理化，能率化への道を歩まねばなら

ないと思います。以下それに関述する諸rJ . 胞を簡単にK s

べてみましょう。

1.  積算ルールと体系の確立

積算 J レー J レが定められていないと能率に も多大の影響が

あるばかりでなく適正な数量の算出を得られず，個人差

が多くなるもので・す。乙れに対して「数世f i ' 1 t ，l : 1正当喜」を

整備しておいて，それに基づいた方法で積算するように

しなければなりませ ん。ま たぢｾｲＮｲ体系の定め がなければ

見脳内容が混乱し，適正なデーターを得られずまたでき

た結果に対す る総合判断がしに くいものとなります。乙

れには「盤主[ 項目表J r偲準書式」というようなものを

作 っておく必裂があります。

2. 適正な単価の算定

いくら適正な数量が算出されていても単価が不適正であ

れば総合的に良い見積( または予定価格〉はでき ま せ

ん。乙れが各担当個人の⑧虎の巻に依存するのではまち

まちなものとなるし，どれが正しいのかわからなし当。乙

れがためには科学的に客観性をもった所要原材料の算出

歩掛，労務歩掛等を含めた「標準単価算出基準」を作成

し 各 工 事 どとに立地条件，その他特殊事的によるもの

l立法準を少し補正する乙とにより定めるというようにし

て，すべて基準をもとにして算出すれば統一された日つ

適正な価協が能率的に山る乙とになります。

3.  運搬費について

適正な ｪｬｬｩ 阪ｾｾの ［［Ｑ ・ ｲ， Ｑ というものはなかなかむずかしいも

のです。乙れには実施資料や各wの調査資料』ζ 主主ずいて

rj !li搬1J;n，U を作成しておき ，見砧}ミ務上ではいちいち

聞をひねらなくても ，.isj生IC処}lli W来るn中仲"系とすれ

ば能本 (I(J にi歯止なr ，qJ¥ができます。

4.  工事用機械器具の損料計算について

1j1，・の機械器具の侠m料の規定または資料句は勿n命必，t S

ですが，通常施工機械はそれ等の幾つかの組合せ及び III.J

];.lI H1 i が一つのセットとなって使用されるものですか

ら，乙の 1 セット当り( 機械，附属具，組 立 解 体 の 'JJ

務， illl J l 旨頬を含めて) 1 カ月当り幾らかかるか， 1  LI ifl 

すごとに幾ら加算すればよいかというような資料をあら

かじめ多く用意しておきますと ，実際見肢をす るl時にい

ちいち煩雑な計算が省略出来ます。乙乙で仮』ζ 「機械損

料ｾ ＱＧｴ［ｉＺ 基準」と名付け てお きま しょう。

5. 仮設材の損料について

官 ｉｾ 々の仮設材の ｋ ￬ 料の ｭ 定は当然なければならなし Ｓ 。こ

れを作っておかないと統ーした損料計算は山米ません。

似設材も機械と同じように単ーの資材だけではなく ，fylJ 

えば仮設建物，仮凶等のようなものはm
2
当り 1 カ月幾ら ，

m 当り幾らというような総合単価資料を常に ;11・r.rし灯112

しておきますと実務上きわめて能率的です。とれを「仮

設 ｚｾ 計算基準」と名 付 ・けておきます。乙 れには 工事 用氾

ノ'J ，給水設備，料金等その他すべての仮設11の計算を合

みます。

6.  諸経費率について

諸経ｾの中には施工業者の ￟ｬｉｊ から Ｑ ＱＱ し ますと ，そ の工事

を受注した乙とにより生ずる経 ｚ ｾ と工事受注にかかわら
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ず必要な経費があります。前者は工事原価 lζ 含まれるべ

きもので後者は工事原価以外のものであります。諸経費

の算定はt ' lt : r下続上煩雑な手数を要するわけではなく ，

多くの場合純工事' t ' l 1 C 対する比擦を以て定められます。

とれは発注者側と施工業者OllJ では相違する ζ とがよくあ

ります。一休どの位が合理的な経路率であるかは再検討

の必要があるようであります。

以上，述べました六つの項目のようなととが合理化せら

れ適正な基準が確立された上で，能率化への進むべき道

として，次のような乙とが考えられます。

7.  見積書の表現を徹底した複合単価方式への切替

ζ れには一長一短があるわけでt すが，発注者側において

認められるなれば，fJm: i 必度は向上 し，かつ書類が簡潔

になります。根底においては現行方式と何等変りはなく

出て来る答は同じ乙とであります。

8.  積算過程における合理化の再検討

O .  一度計算した数字で転用できるものは，二皮肉じ

計算をしない。

b.  脅かなくてもよい字やスケッチは書かない。

c  数量計算のH寺の数字は，小数以下不必2 t 1 C 多くの

桁数としない。

d. ＧＧＡ［ｾ ｊ り算はなるべく避ける。

e.  分業の方法を適切にする。

ｾ細かな点でまだしミろいろと考えられます。

9. 機械化の範囲の拡大はどこまで可能かの研究

;;1・算とコピー以外現在では- 般に予作業のようでありま

す。科学が進歩しいろいろな険械が発注しているこんに

ち， もっと機械化できるように思われます。包子計算機

の利用の可能性も真剣 IC考慮せられるべき段階かと思い

ます。

10 係数的に積算する部分を多くする

ζ の係数が良く研究されて適切なものであれば ， ゾ ｮ Ｂｘ ｊｾ

何等支障がないばかりか，ｾＩｾｴｾ 能ヰ ｴ 上から見て大きな進

歩であります。電子 ｾＱＧｽＷ 機の利用 ｬ こまで進まねばならな

いと同時 IC，係数の整 fl. l l 及び平IJ 万] も大いに考えられるべ

き乙とだと思います。

以上布1¥文を. - ) ! ，: べましたが，乙んにち凡fli の業務 lζ 関係

しておられる方々は誰でもいろいろなととをJSえておら

れるととと思います。何本できるだけ多くのブi 々のいわ

ゆる⑧資料の公開を盟みます。

具体的な内特' にまで至らず総体的な，ー般的な問題の

項目を並べて ， 一応の ｾＧｩ をふさいだ程度になってしまい

ました。いずれ機会がありますれば ， 具体的な ｬｩｾＧｮ につ

いての発表をさせて頂きたく思っております。

11 11111111111111111111111 111 11111 11111111 111111111 11111111 11 111111 1111111111111111 11111111111111111111111111111111 11111111 1111 111111 11 1111111111111 11111 111111 111111111 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111 111 111111111111 111111・
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ｾ＠署 ｅｭｵ Ｑ￱ ｩｬ 哩ｾｾＨｲＮＺｬｬ

f; $  

大阪市西区江戸沼下通2- 79

田辺工業株式会社

電話土佐縮刷743'1- 9  

喜叫空産Eー耳主主 主E明 E 壁 は を

天

奥 的工 申7G 耐. 用 ー日一 一・一
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錦管材料紹介概

川 重 の 鋼 管 構 造

構
i

，μ !.J. 

強く，軽< . 美しい建築

鋼管の特長を光分 lζ 生かした川重の鋼管建築は自動鋼

管切断機 PI COMの開発と相f失っ て， 経済性を具制ii した

建築として広く好評を博しています。

加古川工場を主体とし，東京および九州に工場を持っ

てJn函設計から完成までの一貫メ ーカーとして建築業

界のＭｾをになっており絶えざる研究と経験の 上 にた

ってあらゆる御蛮望に応じています。

工場，倉庫，車庫に

欽' 門ーを主体とした乙れらの建築はまさに鋼管建築の独

宿場です。特にスパンが大きくなればなる程その有用

性は増し， しかもそれぞれの目的に応じた適当な形鋼

を組合せ総合的に設計を行う乙と κ よって鋼管巡用の

妙を充分に発揮する乙とができます。

事務所，体育館，格納庫に

川重の開発した鋼管シエ J レおよび立体トラス建築は柱

のない建物に恰好のものであります。円筒， EP， HP，球

型各種シェルおよび立体トラス構造をそれぞれの用

途，スパン，内外装等に応じてシング J レ，或はダフ勺レ

tζ 組合せ独自の接手と施工方法を確立して総合建築の

妙を発揮しています。

ピ ル 建 築 に

鋼管建築はいまや地下 3 階，地上 12階の総合ビル建築

にまで発展しました。騒音をたてない全溶接高周ピル

の建設が出現し，鋼管とコンク リートと の特長を発揮

した鋼管柱ビル鉄骨格迭は今後ますます規模を拡大す

るでしょう。

高架水槽，各種鉄塔に

力学的に優れ風圧低抗の少い鋼管は暴露構造物にも最

適です。当社の設計製作する乙 れらの各種塔構造物は

一つ一つがパイプの美しさを大空に競っていま す。

ロ色

川崎重工業杭ま奮紅

本
ネ土 神戸市生悶区東川崎町 2 - 14 電 ( 67 ) 5001 

鉄 情 事 業 部 加 古 川 市 平 岡 町 新 在 家 平 池 電
5121 

東 京 支 庖 東 京 都 港 区 芝 田村町 1- 1 電 (5引) 6101 

大 阪 営 業 所 大阪市北区堂島浜通 2 - 4 電 (362) 6481 

福 岡 営 業 所 福 岡 市 上 呉 服 町 1 電 ( 2 )  1528  

名古屋営業所 名古屋市中区広小路通 4 - 8 電 ( 23 ) 7381 



銀管材料紹介欄

住 友 の 一 般 構 造 用 鋼 管

ｊｾ の羽綴や竹，ワラのような竹状の断ｉｔｩ￯が向然にあり

うべきｾで存在しているように ， 鋼 ＱＱ がＩ｝学的に有利で

ある乙とは古くから知られています。

元来流体を通すために作られた鋼管も，断面性能が優

秀にもかかわらず，加工が困難であったため構造物への

利用は遅れていました。

その後，溶援技術の発達と加工法の進歩とがあいまっ

て，第二次大戦中から次第に構造物への適用がはじめら

れ，急: i a i な展開をみせました。

住友金属工業では戦後，いち早く ，足場や仮設椛造物

に鋼rf の利用開発lζ つとめるとともに鍋1. r 構造の優秀さ

に注目し，構造物として完壁な総接構造による鋼管建築

を開発してきた。そして昭和33ij 三和歌山製鉄所 lζ わ が

国初の本格的鋼竹構造建家を建設し，爾 来 社 内 外 lζ 延

100，000 坪にわたる笑例をつくり ，さらに東京大学をは

じめ全国各大学研究所の指導，協) ] のもとに研究実験を

行ない，新たな技術の開発，改良につとめてきました。

ジ ェ ッ ト 起 草 格 納 同1 ( 日本航空)

設 計 梓 建 築 mf 6所

施 工 清水l l ! 絞株式会社

また l昭和34年には| 世界屈指の鋼符メーカ ーであり ，鋼

管構造技術では最も先進的なドイツの 7 ンネス 7 ン社

と，M.C 式鉄燃についてはスイスのモーター， コロンブ

ス社と夫々技術提携をして鋼管構造の発展に尽力してき

ました。

幸いにしてその成果はますます上 り，スパンが 60m!こ

も及ぶ; tJ田空港のジェット機格納庫のような大規校なも

のから ，工場，体育航等の一般的なもの，高さ 100mの

スマー卜なポート ・タワーにまで至っています。

乙のように鋼行構造は優れた設計，高度の技術と熟練

した加工により，強くしかも怪量で経済的という利点ば

かりでなく，世話美な往築物としても適用範聞はさらに拡

大して発展するものと確信いたします。

構造用としての鋼竹の特長 : ー

1)  強 い 鋼竹は閉釘i円形断面であるため，方向性な

くｾ凪Ｎねじれに対してきわめて有効である。

2)  軽 い 鋼竹は形鋼にくらべて，大巾な鋼材の節減

が 1'.[ 能である。

3)  美 しい 鋼管の持つ丸みと，総予の単純さは怪快，

優美で安定 ｉｾ をもった構造を生みだす。

4)  耐久性 鋼竹は1守的iを閉鉱する乙とにより内仰! かる

の腐食を防ぎ，また外部は露11布，ドド換がたま

り: I ' ! 1 { i いので薄肉であっても耐久性がj切符でき

る。

住 友 金 属
4

2

 

社

社

所
業

本

支

営

工 業 株 式 社

大 阪 市 東 区 北 浜 5 ー 1 5  ( 新住友ピル) cm話) 大代表大阪 (203) 2201 

東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 1- 8 ( 新住友ビ J レ) C屯話) 大代表東京 (211 ) 2211 

福岡 ・広!;;:; ・高位 ・名古屋 ・新潟 ・仙台 ・札幌
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住 友 金 属 標 準

銭管材料紹介棉

般 構 造 用 鋼 管
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注 乙の! l < は、当社で生産している寸法をしめしています。 ( J ) 印をつけたも のは 、 J 1 S G  ＳＴＴＴ 一般 椛造用 決紫 鋼鋼管 ｉｾ 規定

されている寸法です。



鋼管材料紹介棚

合t耳

目

直線と ｉ ｉ ｉ 附ｾｾで組み立てられ た 軽い感じの美しさは 近 代感

党! こピッタ リ， 鋼ゲ? ならではの構造美です。ビ‘ J レ処築の

構造材または'R- 組材，高級住宅のフェンス ，道路照明塔

等 lζ ，鋼管構造が取り入れられてきました。

1. 一般借造用炭素錫鋼管

特 長

(  1  ) 大 き な 強 度

鋼管は閉鎖形対称断面のため，座屈，ね じれ，曲げ

に強く ，断面性能に方向性がないため安定性の高い

構造材です。

(  2 ) 軽 晶 化

鋼管の特性をいかし，継手は主材 同志、を直接溶接す

る乙とにより ，鉄骨格造にくらべて 4 0 - 5 09ぢの鋼

材節減となります。

( 3 ) 安 価

軽量化K 伴う基礎資，迩搬!J1l ，塗装'i.'1の節減! こより

安価とな ります。

( 4  ) 美 し い

座屈，ねじれに強いから 大スパンに有利であり ， し

かも継手が単純なため簡潔で安定性にとんだ近代的

構造美をつくります。

( 5 ) すぐれた耐久性

鋼管の両端を閉鎖する乙とにより内面からの腐蝕が

なくなります。

鋼用造構の丸

九 { 鋼 管 株 式 会 枇

e

 

大 阪 市 東 住 吉 区 加 美 神 武 町 1 の 2

T  E  L 大阪 (791)  大 代 表 5 5  5  1 番

東 京 都 中 央 区 宝 町 2 の 1 1  

(カ ネ マ サ ピ ル 内)

T  E  L 東 京 (567) 9  4  7  1  - 5 番

名 古 屋 市 中 区 菅 原 町 2 の 1 1  

(名 古 屋 セ ン タ ー ピ ル 717 号 室)

T  E  L 名 古 屋 (20) 代 表 3 4 3 1 番

大 阪 市 東 住 吉 区 加 美 神 武 町 1 の 2

T  E  L 大 阪 (791) 大 代 表 5 5  5  1 番

堺 市 石 津 西 町 (埋立地第五区内)

T  E  L 堺 ( 3  ) 代 表 1 2  4  2 番

千 葉 県 市 川 市 鬼 高 町 5 4 7

T  E  L 市 川 ( 3  ) 代 表 1 1  0  1 番

社

東 京 事 務 所

堺

名古屋事務所

大 阪 工 場

場

東 京 工 場

エ

本
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柏 原 高 校 記 念 館 と 柏 陵 会 館

兵庫県下の明治建築の報告は，ほとんど神戸市とその

周辺に限られてき たが，北部山間地方にも若干の巡構を

見るととができる。 昨年夏，たまたま 氷上郡の民家を調

査したとき，同郡青垣町警察(38年) と ，納原高校lζ 残る

記念館 (30年) 同柏陵会館( 18- 19年) を調査する乙とが

できたが，今回は柏原高校の 2 練について桜告したい。

記 念 館

柏原 ｉｾ 校記念館は木造瓦政平屋 ｩｴ 約 ＴＰ Ｎ￞ Ｑ 必 で，外壁 Ｚｩ 下

見板張り ，ペンキ塗tl 壁で，内部は漆l喰の大壁である。

ζ のi l ! 物は ，県立相'11京尋常"1学校木館として明治291，ド2

月着工， 3C年 2 JJ IC竣工した c 同校は3Ci
ド4 J  J  ｬｊ ｩｾ 校して

いるが，以後幾変遷があり， ｉｉｬｪ 和 ＱＵ Ｑ， ド ｉｌ 校ｾ干の拡弧とと

もに本館も取とわされる述命にあったが，I"j窓生の反主!

によって柏陵図占館として存続する ζ とにな ったが，後

IC元正門正面にあった本館を現位[ i ' Uζ 移築した。 ζ のと

き建物の右妥より約 2 問、同呈切取って圧指iI された。 J じの

姿は氷上郡史の写真 (I"j 校60"干誌もとれを 'ml J ) によ って

知られる 3 したがって現在の平副は ，J正面iにポ ーチがあ

り，表から哀へ廊下がつき左右 IC室をとる ，1i. の室は更

に 2 室IC分れ，乙の部分はよく保存されているが，右側

の室; 立大分改造され，右側の妻も元の妻をそのまま付け

A  

配 念 館 略 平 面 図

記 念 館 正 面

記 念 館 裏 面

71 



柏 陵 会 館 正 面 ポ ー チ

柏 陵 会 館 階 段 詳 細

72 

... 

柏 陵 会 館 一 階 略 平 面 図

たものである。また裏側 l 間通りは l次放ちのベランダ ICなっており ，

元は手摺があったととが，柱や礎石の痕跡から知られる。

ポーチのベヂメントやオーダーは，神戸の居留地に見るものと比べ

余程拙劣であるが，地方大工の苦心の作として，興味を持たれる。 {Ul

ｋ カーテンの木製釣木受や Ｎｉ ｊｲｬ ｮ 部，天井の Ｍ￟ｦｾ などそのまま転川し

て残されている。ともかく明治301
下の兵庫県山間msに保イf された数少

ない凝洋風建築のーっとして，存.(E価値の高いものがあるだろう。

柏 陵 会 館

柏陵会館は，従来明治30年頃の辿物といわれてきたが. ｊ ，ｾべてみる

と. 19年K 竣工していると考えられるので，少し沿1 ( ; ' を述べてみた

い。前述の柏原高校正門か ら約 150 )t<J i 前進した左丁・ l ζζ の会館がJ . n

ち，更にその隣 IC. 元柏原旅のii 在校であった来j広館がある。 ζ の2i 瓜'

館は明治 Ｖ 年 ｬζ 町立 ｾｾｾｉ 災尋常品々小学校となったがＮ 18"r::IC ｾＮｌｩＮ 主によ

って ， 高等科ｾ従は ｬ 部の南部組合立 ￬ｊ く七小学校で授業せよ，という乙

とになった。そのため栄郎副小の隣 IC校舎をII てたのが現品' J l f;友会館で

ある。明治19年 lζ 柏原高小として発足したが. 28年 IC組作が解放して

j発校になってしまった。しかし 30年にとの建物を利用して. l市立柏原

病院 となり. ( 氷上郡史) 41年 lζ 病院が元郡役所 IC移転したので，当

時柏原高小( 崇民高小) にあった IRT立女学校を . 42年 IC修理の上移転

させた。( 柏原高校60年誌) 戦後，共学にな って，男女小学校が合併

して柏原高校となったため，同校 ICは 2 糠の明治建築を持っとととな

った。

以上のように ，柏陵会館は元高等小学校として建ったもので. ＱＸｾ＠

19年の建物であるととが明かとなった。建築規模は ， 木造瓦立 2 階

建，外下真壁見板張りペンキ塗りで. rlJ 7 間，長さ 161mの紺|長い建物

で，建 112 坪という明治10年代の木造学校建築として残っているもの

の内 ，最大の規絞を持っている。正面にポーチがあって主人で . ｉｉｉｊ￭ｩｾ＠

下式，中央 ｉｃ 左布分れて Ｒ つの階段があ る。今階下 Ｔ ｾ 長階上 Ｓ 室の ｪ よ

い教室として伎われているが，柱などに程々の痕跡があり，何度も改

造されているので，元の間仕切は更に検討を要するものである o C L 阿

タスカンオ一ダを2基ま準』κζ したポ一チ廻りや階段の怠 l附任民，夕外いA格控の蛇A腹友，

持送りの用い方なと隅木製 凝 ｚ訂 ￯ｾ ，強長の手 ｪ法法なと

戸の洋館の影f轡虫野5を強く受けたものと忠われる。{ 保泉有存詞状1態E も良く，大規

模で卓越した; なII i と合せ，乙の治相iは全く- n 重なものである。

本鏑査については，柏阪高校の関係者の方々 のど好意と ，大阪市大学生， 竹下俊夫君他

数名の協力を ｩｾ ました。感謝の意を表します。

(林野全孝記)
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デ ヤ ー タ イ ル 二 丁 掛

電 ( 5  )  2700(代)

電 ( 551)6371( 代)

電 (:>41 )5484(代〉

電 ( 74) 90!l O( 直〉

( 76)  1731( 交)

電 ( 3)  3806  

愛 知 県 常 滑 市 扇 面 新 回

東京都中央区西八丁姻 2 - 8

大 阪 市 西 区 新 町 南 通 1 - 2 3

街岡市鍛冶町 l 橋口ピノレ4 階

札 幌 市 大 通 商 7 丁目 2 番 地

本社・工場

東京事務所

大阪事務所
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京 高 の 品 質

到 内 の 気 温 較 差 の

著 し い 所 に 於 て も 能

く そ の 苛 酉 告 な 条 件 に

‘ 抗 し て 老 化 せ ず 特

に 寒 冷 地 に 於 け る 投

術 的 困 難 は 殆 ん ど 解

決 さ れ た と 云 っ て も

過 言 で は あ り ま せ ん

お都墨のポイ〉トl一歩

‘  底材みら

Ｘ 日制、郵ｾ ..… 

桑4づいたIt- J :

マ ル エ ス ル ー フイング製造元

日 新 工 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 足 立 区 千 住 東 町 93 T'E  L 東京 ( 888) 2101- 9  

大 阪 支 l吉 大阪市西区新町北通 1 丁目 40 T  E L 大阪 ( 531) 5281- 3

出 張 所 名古屋 TEL 名古屋 ( 54)9996，.広 島 T E L 中( 2  )1019 

九 州 TEL福 岡 ( 5  )0768 ・札幌 T E  L  (  5  )6885 



職 人

第17回 - 板 金 工

i以泌i製作19r 波法制;古 氏 64 才

();lIl1l di !l!山l丘* 大路胆{ 条) :1見町)

イタガ#

担 ､ｾｊｾＨ ｪＺ Ｎ Ｎ￬ｦｦｩ ＧＧＺｩ｜Ｇ Ｎ 板金を倣う Ｑ 浪人さ

んの乙とを総称するわけだが，大き

くわけで，板金についての小細工を

するものと . U3犯のいわゆるカザ 1)

工 'J ｾをするぞ［とのこつに分れる。 ｬ 児

京では，ブ リキj主. Ｑ 苅ｔＦではｾ 並 区と

よくいわれるが，担記念工のふたつ

の性絡をよくあらわしていよう。

i &泌 さんのお父さんは， 名古! £

で，明治20年頃より板金の仕事をは

じめられた。その当時，材料として

は，外岡から輸入された石i ! 1! {1i ' を展

開したものを使用していたという。

サプロタ

19Jifi 3011'tJ iより ，三六 ( 3 )ミ X 6  

ＩｾＩの ＧＱＱＧ Ｎ 鉛鉄板が外向から入ってき

たり ，また U混戦争後，英国から ，

手! fj) j 式であるが，当時としては進ん

だ機械であるポンス( フ。レスの乙

と) や切断機が輸入されたりして，

:':'¥.iili lこカザ リ工事は発) 足した。

住Zおも簡払化し，いわゆる縦月必i

iIl築ω発展がみられたが， ζ の発展

につれて. illi 鉛鉄板員: ;MIi 1 ' l などを合

む板金の工事 も発展してきたわけで

ある 。

i瓜溢 さんのお父さんは， ζ の正t栄i

' ) ; ザリ1' . *と， それに小制I[ 仁を倣う

仕事との両方を下がりてこられた。

i &越さんは，そうした家業のなかで

育ったが，実際に仕事をはじめたの

三ノ
ヌ;

リ -
1 7  

板 金 工 h

は，大. I [ 9年の22..Jr のときである。 ーに板金を使う。ピット火;字をめi令

23才にお父さんが亡くなられて家業 でつくる。しかし，乙のネオン石板

をついだわけだが，大正 14年lζ 名古 工事で，波溢 さんK とっては，持しミ

屋より京都へでて乙られた。 "H不1:1 3  

年からは，カ ザ リ工事一本の仕事を

し，職人 3 人を使っていた。生れな

がらにして党えた経験と技術で，人

よりも図函もよく分るという乙と

で，会副の下請の仕事や神社， 仏間

の高級な技術のものを手がけてとら

れた。

カザリ の仕事は， 他の トビ，大工

などが 4. 5 人のチームをくんで

仕事をするのとちがい ，たいてい

人で，できる ものである。助合 lζ よ

アイ

って問手間( 助手) 一名をつけると

ともある。板金工の U 当は，昭和 3

年以で，普通の職人で下問払い 21'J

ＵＰ ｾ 主 ＭＲ 円 ＸＰ ｖ［ 。請負した場合は Ｓ

円ぐらいの児以りをしたそうであ

る。 優秀な技術をもっ]倣人さんの脇

合. 31'J ぐらいの手間払いをしてい

た。( 引在でも 2000PJ - 2300I' J ぐら

い払 う) 。 材料1'1と 7 ージンは. .ji並

にした場合 ， 一Ａ日 ｪ 当り ， 当 ｈ 寺で ＳＵ ｾ ｊｩＮ

ＭＵＰ ｾ 主Ｈ現在では ＴＵＰ 円Ｉ . 昭和 15

1f 頃 lζ は，乙れが I Il J ぐらいになっ

た。

似合さんの道具といえば，クガネ

である。 150本ぐらいの極知がある。

乙れを特殊な金鎚で= 反動を利)1] して

たたく。そして114ゃ紋様を板金に打

ちだすのである。乙のコツがなかな

か大切であり ，乙れが使えない乙と

にはー人 li i jではない。しかし，現有

では，こういう予 i上'j;: ω コツコツし

たｻ上・ ｊｾ は少なくなってきたと波越さ

んはいう。樋の切合，ハサミと予約ザー

を使 う。昔はi陛丸太の径のちがった

ものをそろえていて，それで樋の芦L

t 寸合Hをつけていたという。

旦uし i浪泌 さんは l' rl lft( li ;r i' .jJ Ji J

ω1 1: がをしておられる。ネオンJ ' . Ｇ ｊ ｾ＠

に板金を使うのである。つまり ，ネ

オンの光の効率をあげるためのカパ

J思い 出カ〉ある。

昭和23年頃，京都の千本通の今出

}II - 丸太町! 日1の商応街のネオン右絞

を， 生れつきの気性から 540万で

話負う乙と』ζ なったが 6 ヶ月間，

せがれと二人でタダで働いても結局

36万円赤字になったという。乙れに

は い ろいろ外剖ｬＨＡＧＭｊ ｴ Ｎｩ ｊ ｪｾｩ 凶があった

が ， 乙れに乙りて ， ネオン工 Ｇｊ ｾはし

ばらくやめた。

しかし 3. 4  (， 1二liij より 'd1: II( li 石似

をやり，さらにステンレスなどを依

って新しい技術をとり入れてやって

いる。もちろん，いままで手がけて

きた，神社仏| 品J . R C逃の樋やl五線

(瓦棒 アカ主主) なともやっておられ

るが ， 政 ｜ｩｦ では ， ｦ ｕ 自 Ｈ ｉｩ 石板 ω プ ｾ ＧｏＩ ｦ 上

;' J; が比{f1j(削ζ 多くなったそうであ

る。しかし，京怖には ，E主築ωカザ、

リ一本だけにとLきがいを感じている

家( 職人) は多いとい う乙とである。

最後』ζ 波返 さんが，強調していわ

れるのは，技術の保存の乙とであ

る。 iJ 正式のやり方による技術を伝

えるものがない。} ヰHh! . はりでも，い

ろいろのやりブj があり ，それそどう

うまく伝えていくか。ハゼ凶0) rの

乙んだ{上'J3なと ，合t'/;I Iの仕 'J ｾが以し

て何人できますかJ と災じる。 i 業

界が進んで，伝統ある技術の保存を

するように対策をたてるべきでしょ

う。建築のどんな職祁にしても • '1. 

派な技術をもっておられる人々に朱

まってもらい，いま ωうちになんら

かω j 彰で技術保存をしないと ， もう

10年もた つとそれができなくなりま

すよ。いまをおいてやらないと ，後

では仰が残ります| と熱をこめてい

わｾＱＮ た。

ｦ ｾｍ Ｈ 内 ｬ 上 引 J;Hi1S安H 金Jt 縦本般の銅似品。

ｰ ｱ ｾｉＨＩ［Ｈ 幅削 ｪ 占ｉＮｦｪのヰオンＺｇ似。

(松井昭光記)
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どしどし投稿下さい。テーマ自由。掲載の分

R は粗品塁上。 3 月号t百，入のハガキか官製ハガ

キをと利用下 さい。

大 大 交

口 二 世 三 世 の 人 々 に よ る

建 築 技 能 界 口

一一明治，大正，昭和三代の技能

の真実を残せ一一

一 11J: . 三世の若い者が，親の建築

技能家業を継承して業界を指導し迎

用されておりますものの，実際はは

なはだ少いもので，家業は親も子供

も好まず他の臓をあとがれて行くも

ω。乙れが現K 技能業界の人材ィ、J_t.

をきたすj京国となっておるわけです

家業を継ぐ乙とが，業界のため各家

催のためにも望ましいものだと思い

ます。

しかし • 1.'iI;t. 徒弟11与代を経て職人

えそして親方え， さら 1<::: 経営主，社

長となったものでしたのに，親の光

りで ｊｾ 成人 ＱＱ 年代なしに経Ｇ日 三 しになって

おるブj も多いと思います。乙れには

良いと乙ろと悪いととろがありま

す。新しい技能機械をとり入れる点

等は学校出の経営主には受けられる

もので，新しい経営をなすものもう

まれ，技能力能腕一本の j忍忽よりは

良いと乙ろがある ωではないかと思

います。

しかし，技能ωγ 解!日f先となると

徒弟を経た経営主が良くはないか

等，考えられる。現在はその過渡期

ただ哀IIIJ にあった娃築技能業界が表

通りに jl l_j た乙と，職人の収入，生活

-般と 11当りの而に rHた ζ とも共に

: : ! . - びたい。ことで 50- 60 年 の 経

験を持つ，業界の元老方のその経験

74 

内容をそのまま葬りたくないと思い

ます。良法ありませんか。

( 大阪市浪速区元町 1丁目76

u! 築紋計! J I fh所長 鈴木忠五郎)

会 大 会

口 プ レ ハ ブ 住 宅 に つ い て口

般住宅の平面計画をするとき

K . 設計者がまず知らねばならない

ζ との一つは，その住宅に住む人の

家族構成ではなかろうか。と乙ろが

でいる家の平面をときどき変えてみ

るというととは，住む人にとって非

常1ζ 楽しい乙とだと思う。

とのような乙とができればプレハ

ブ住宅というものも ，またー庖特色

ある住宅として発展していくだろ

つ。

( 大阪市住吉区住之江町 2 の71

会 社 貝 山崎 純郎)

1左 大 公

いま ，われわれがやっているプレハ 口 新 建 築 の 掲載 口

ブ住宅における設計の現状では残念、 去る 3 月中旬に完成いたしまし

ながら ，そのような考慮はあまりな た創価学会の大客殿を写瓦をふんだ

されていないのではなかろうか。ま んK とりいれて掲載願います。

た求める施主の方も経済的な面もあ 世界でもH佐ーの、ンエノレ構造の建築

り，理想的な状態でない場合が多い 物だそうです。

ょうである 。 ( 尼崎市今北巡;fli寺13

プレハフー住宅κ ついてのパンフレ 設計課貝 宮 畑 開 己)

ツト等も多く見るが，そ乙 lζ 住む人

によって木当にすまい方が容易であ

ると忠われるような例は少ない。し

かし反 luiい くら設計者が望ましい計

画をしたとしても，施主がそのいい

}，I人を認めてくれてそれを求めてもら

えるのでなければ，それは所" 全 11 0)

闘をみないでうずもれてしまう乙と

K なる。

設計図だけを見たり ，現実lζ 建っ

ている類以の建物を一時的に見ただ

けで，その住宅が本当にすまわれや

すいか どうか解るには，相当な住宅

に対する知識や色々と住んでみた経

験がいる。また人がそ ζ [ ζ 住んで釘:

臼を生活するとなると，初め予期し

なかった事も起ってくるだろう。

そ乙で荘、は ζ んな乙とを考えたり

する。というのは普通一般の住宅だ

ったら・ι 建築されてしまうと ，そ

うたやすく 中の間以125を素人が変え

るような乙とはできないだろう。だ

がフ。レハフー住宅にあってはパネルの

組合せて・できているのだから簡単lζ

動かす方法が考えられ ると 思う。 そ

れが可能なれば，その建物に住んで

みて起ってくる各々の家族に起る 'lli

求，住われj j l ζ そって平面を変えれ

ばいいわけである。また自分の住ん

ヵ * i:l 

口 建 築 界 の 発 展 を 口

_，j，: 1r より正会員に入会したく思い

ますから会技会事の説明を お 附l し ま

す。

WI: 1_j ' . まで準会員として変説してい

ましたので，引続きi L 会員となっ

て， ー そう建築界の知識を広めたい

と思います。土木の業界にくらべて

建築界はまだまだ機械の点で見おと

りするので，乙の点考慮しなくては

建築の発展はありえないと思いま

す。乙の本もその点重視されたく思

います。

( 尼崎市額回提外156

現 助 氏 益山 茂{ 言)

ヲ公 安 i:l 

口 代 表 的 建築 を カ ラ ー で口

2  Ｉｾ 一 号』 ζ 京阪淀屋桁ヒソレが指 ［ Ｑ 品 δ

れていましたが，.fL、は そのビ J レを 中

之品の方ーから見ました。

外観の色が非常1乙良い色をしてい

ると思います。と乙ろが誌上で寄:t[

を見て何の変化も なくなっているよ

うな気がします。ｾ築には ｈ 色 μ と

いうものが 非常に大 きなＱｦ Ｇ［ｻＭｾ である

ようですが。



そ乙で，代表的な建築物は 2 - 4

ページぐらいカラーで掲載してほし

いと思います。

.  カラー写真でのせたいのは山々ですが，い

まのととろ予算の都合上思うようはいきませ

ん。しかし，考慮していきたいと思います

一一編集一一

( 大阪府以南加点nl 肱町 山1' 1

'

274

南 良徳)

食 女 カ

口 こ わ い 地 震口

逢う人どと I( 私はいうのだが，わ

が日木は地震国であるので，いつ何

lI !y，予報もなしに，考えて もいなか

った地方! ( ，池袋は遠慮なしでやっ

てくる ， 1片人の諺 lζ も「災害は忘れ

た切にやってくる」といわれてい

る。全くそのとおりで ， とくに ｪ 也 ｪｾ

は木当! ( 突発的1 ( ， ぐらぐらと水平

や上下動で，われわれの住んでいる

土地を，楽々 と抗112りl ! } ) かしてくれ

る。私の過去起った地震の最大のも

のは，彼の関東大震災で，最早40年

も経っているが，実lζ 恐ろしい乙と

であった。

地位はあれでピリオットを打った

わけではない。まだ乙れからも ，ど

んな大きなやつが起らなしコかわから

ない。現在の若い年齢の方々は，地

震の似は匁 l っていても，すどいお見

舞を受けた例がないから ，建築物に

及ぼす被I. I{- の対策について，関心が

弓すいように思われる。

乙 と ｬζｪ 此近の ｲｵｾ ￆ 様式や桃造の ｊ Ｑ

でも，耐震の) j " j むに欠けているのを ，

相当凡受けられる。乙れは鉄千1・鉄

筋コンクリート ，木造の両者ともに

共通していえることである。乙れか

、でもおそくはない。いつ襲来する

かわからない地震に，最小限度で被

Ｇｾｉ［Ｎ から免がれ得る設 ｾ ｉ ＧｉＨ ， j，品進と考

lぷを払われるよう切明して 11' .みませ

ん。

(J江吊i市北区紫野上柳町10

相沢喜久太郎)

!な 女 セ

口お 願 い口

「建築と社会」に入会して早や

4 年になりますが，毎月の，1，の3?lj;;'i

をｾｾを長くして待っている私です。

特集記事，見学会等若いわれわれ

には- uでもかかせないものです。

特集記事等は他の雑誌では見られ

ぬものです。とくに気がついた， 64 

4下3 月号で作品作風の中 lζ 池寓ビノレ

の詳細1図折込は熔れしいものです。

今後共，期待しております。いつし

か自分の不注怒で62年 3 月号「名古

屋」の特集雑誌を粉失し頭いたいで

す。やはり一冊の本 も切れていたの

ではいやなものですね。本の大切さ

が味わえてきます。ど無理を時l しま

すが当事務局に有りましたらゆづっ

て頂けませんか。会員の頁欄をお伯

りしてお願ひ申し上げます。

・「名古艮」特集を別俊民てお送りしました

一一編集一一

( 布施ili ljl il 、阪583務地

ＺＧ￟ｴＺＱ ｦ 部 Ｑｾ 井 上 達 也 〕

!な * f;( 

口 コンペの 図面 仕 上 に つ い て口

最近のコンペの傾向として岡田の

青写真提出というのが多くなりまし

たが，乙れはJ ド'ln"c よい傾向 fごと思

います。しかし，透視図などでは ，

いまだにパオ、ノレにし，紙fl ・fIて上 1I

111 とか，線型の27γLなどでf 1上を似

る傾向が絞っています。

透視図といえども平面図 ・立而図

. I t f r 而図などと同織に扱われなけれ

ばならないのに，なぜ透視図だけが

優遇されなければならないのか非常

に疑問 iζ 思います。しかも乙の透視

図! ( かけられるエネルギーは英大も

ので，透視図を立派に仕上 るために

は，そのコンペの設立| 内容に注がれ

る労力までも相当 l乙削がれるととに

もなりかねません。そして透税関

を立派にし，金をかける乙とがコン

ペの流行 lζ でもなければ，せっかく

他の図面が青写J'.i j J Ml で・も立〈味を火

います。

少なくとも建築家を若手査口とする

コンペであるならば，透視図を必ｾ

以上 lζ 立派にし，労力や金をかけな

くて も，その設il lの内容の良否はわ

かるはずです。花、は透視図も図而と

同様に青写真にすべきだと思. いま

す。原図も鉛箆むきとし，図面の巧

拙が審査の対象にならないようにし

て，設計そのものの内界で競うのが

本当だと患います。私は図而はあく

まで，建築をかlるT 段であって決し

て口的ではないと思うからです。

L浦和市上木崎421- 17 小林砧調 理 ｾｾＺＱ ｪＭ Ａｪ ｊ 務所

自 'i:i 小林 盛太)

7 " 口V223行法三受注/

ヲ ＧＮＰ ・句勺今ｾ，ＮＮ

速乾セ12; 処少水谷ペイント
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i  曹哩盟 故 中西六郎君を憶う ー 館 長 黒 田 茂 ;  

76 l ?t 'f- ず t

ｊ｜ の ｾｾｴ 逝ＨＭＱＺ住築界からもわれわれ友人の川 においてもまことに 逃憾主

板の ζ とであります。このたび協会日 ｈ 与代の ｽｊｊ い， ＧＱＧ ，をとの ご 依頼で ｾ｝｜を

執ってみましたが，過去4.5"fー間の学校友達としての思い 11'，は 相 当 あ る

が，協会fl としての f{' 日分は非常に少ないという ことをお花びしなければ

なりません。なぜかというと ，協会における分科会がちがうのでtかつて

度も同席 した乙と がなし〉からです。君は大正13年頃入会され. l S
f
f・秋

より昭和 5 年末まで外遊されました。したがって君の活臨も府羽後から

で委員はもとより理事者として，終戦前後迄会政 lζ 尽力して乙られたと

思います。朝日ヒソレ iζ 建築侭深部ができてからは顔を合せる機会が多く

なりました。

君の思い/ 1 ' ，として乙乙に忘れられぬ乙とが一つある。大正から 1171和初

j切にかけては年侮に会の評議員選挙があり ，それはま たなかなか市やか

な年中行事で，各グループが候補者を立て事前運動が椛んで，おのおの

その得票を競いあっ たものでした。 評議口監事は企会員の投: 引とより ，

会長副会長は評議員による選挙であり ，乙れらは当 IJ 発表と Jl Kiii j年度

の会の報告木年度の述営指針報告等 色々々 論議がかわされ ，乙れがま た

質疑反論等によりますますムードを路上げたものでした。会長は古? にそ

の創立者ーであり 社会的政治的にも有力な片 岡先生であありましたが，何

々幾架かはちがった人のグ: があり ，それが一抹の興味を添へたものでし

た。当 ｈ 寺は片岡先生より先輩の宗先生 ， 同 ｊｾｬ の武 田先 生 ， その 他野村 ，

古宇田 ，桃浜各先生，また現在もど健在の置杭先生等がまだまだ壮々た

る年代の乙と とて交る交る立っ て会長を壇上に釘付けにするといっ た風

景が見られ，われわれ20代の者逮にとってはただただ驚きでありました。

しかし乙れ等の方々の 中 に 時々君 のｾが見られたといったら思い 出す方

もおられる でしょ う。

クラブには囲 JJ 将f J U麻雀といった娯楽用兵を供へ，前二者lとは専門の

指導者まで招J[¥'J しており ，また一方では会長を先達にしてソ ーシャ J レダ

ンスの教習やパーテ イがありました。われわれもダンスはもとより 好む

と乙ろ ， しかし会長の一行は年配者が多いのでご遠慮中上げ，乙ちらは

日の凝らない述中とやったものでした。その頃の大阪はダンス と河Jl京は

禁lli l同= あったので，ダンスの方は兵庫県や京都府下へ遠征，河豚の方は悶

取引と いった と乙ろで会長一行のダンスの方は古塚正治氏設計の宝塚ホ

ールが主であっ たようで した。君は. ) 西の方は全然だめでしたが，食う方

は人一倍の筈でした。 しか し河豚で付会った乙とは一度もなくまた 4 年

もパ リにいられたのでダンスのガ も相当 なエクスパートと思はれるのに

誰も行を共にした乙とがないのです。堪能なるべきイム削酉語も口にした

乙とがない ，乙れ も君の一貫した信念の致す処と思われます。すなわち

「日本には 臼木語がある」といったよう にi位味においても国粋的で，ζ ち

らがダ ンス K. 凝っ ていた l時，君は歌舛{支見物や長唄K 凝っ ていたようで

す。最近も長唄をやりたいといっていましたが，戦後の苦労の上にあま

りにも多方市に渉る心身酷使が君を倒したものと惜ま れてなりません。

終りに君のど冥穏を祈る次第です。
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| 定 時 評議 員 会 1

31 日 1211!j 、ド一一 2 11!f 於会館集会吉長

ＱＱ Ｑ Ｑ 町内汗議民 ＺＺ Ｏ ｲＮ Ｍ ｉＧ ［ 礼小 林 ￯ ｬ 副議 ｉ ｾ 外 Ｒ Ｑ Ｑ ヘ

委任状/ 1¥席42れ ，n' 65 ?ぅ

J' Rサーi 山本T理事外 2}']!τ]j: 

議 長 ( 1  ) 議長及び副議長互選の件

( 2  J  11日和39年度収支予算承認の件

(  3  ) 会長 1 名高IJ 会長 2 名理事 13名選任の件

( 4  ) 役員主任承認の件

IJ. J会後会館建設借入資金の伯，i ! ; 11]IJ せんを行う。

評 議 員 懇談 会 ( 技 術 部 門〉

27日 正午一一 111年於会官'1' 1会談宗

/1'，)市ずf 小林評議日外 7 評議口

持議員会日IJ議長，会長 1 : y " 副会長 21ノl 及}11' .'fi 5 グ1

の候補者抑せんについて恕淡協活

| 理 事 会 1

18日 311与一一 5 11与半 於会館会議宗

;I' t] 市:d' ｊ Ｂｬ自ｾ，ｊ，東畑 ， 塚本正日 ｉ ｊ 会長外 Ｕ J' H'j'f. 

山内兵庫支部長

訴 事 ( 1  ) 定時評議員会開催の件

( 2 )  1昭和39年度収支予算案決定のf I :

( 3 ) 企図委員会委員委腕の件

( 4 ) 欧米建築事' 的視察団募集の件

( 5  ) 一級建築士試験委員推せんの件

付 ) 講習会等後援の件

( 7 ) 事務局集金係、採用の件

( 8 ) 事務局職員停年延長の件

( 9 )  ｭｾ 行政関 係 懇話会のｦｉＺ

( 10) 入退会者jjk認の件

( 11) 報 告 事 項

主記主計理事会

11 日 正午一一 2 時 於 会 館 会 議 室

11' 1席者 間 中，I  LI 木，;ti i  ｾｉ ｩＮ＠ tvi 間各百! ' ]r

11日和39年度収支予針案を得議の上捉 ;1'，案を決定

幹 事
L:>. 

=  

3 日 正午一一 2 11寺 於 会 航 会 議 宗

;1¥席者 i採択，'I J村両将司i

新年院委口の選任について協議

報 (3 月 分)

委 員 会

9 日 5 時半一一 7 11寺 半 於 会tn¥; 集会雫

［ＱＧ，Ｉ市平ｾＮ ｪＱｙｪ ｾ Ｑ 委員長外 Ｑ Ｖ 委員

; 災市 ( 1) 4 ) ]. 5 I ] の事業:&::ffililζ ついて

( 2 ) !:j' l 3 日海外建築' F ' tmQ燦|、JI のイI':jiTI iについ

て

(  3  ) 次作度安日会えの 111し送り事項K ついて

( 4  ) 次年度委凸の選任について

( 5 ) そ の 他

小委員会 (若い会員の集 い)

10日 6 11寺一一 8 11寺 於 会 館 会 議 明

/ 1 ' ，席者東主在外 3 委日

新い会員のfuいの:&:: j iTI iについて協議

小委員会 (創立記念 日行事)

23日 .il': 午一一 2 11与 於 会 館 会 議 弔

/1¥1市 名 政 府¥l'l:.1i 外 4 委[ l

側、ＺｲＮ ｬ［ Ｎ ｾ 念 ＱＱ 行事の実施について打令 せ

打合会 ( 現場実務講習会)

12日 正午一一 2 1時 於 会 合'11会議宅

rH席 者 岩 下 主 査，政問講師外 2 訪問

講習会の実施企聞について協議打合せ

委 員 会

24日 正午一一 2 11年 於 会 館 会 議 主

ｮｾ 席者 橋本，岩下正副委員長外 10委口

議 事 ( 1  ) 実施事業の報告とその検討

( 2 ) 次年度委員会えの rll し送り事項K ついて

( 3 ) 次年度委員について

| 編 集 委 員 会 1

19日 4 11与一- 6 1昨 於 会 船 会 議 不

出席者 木 村 委 員

議 事 ( 1  ) 経 過 報 告

( イ) 4 凡「ホテノレ特集」号

( ロ) 5 月 「鋼七i 椛進特集」号

( ハ) 6 ) J  il 庖工特集」号

(  2 )  7 ):] i !:l l l l 回青年建築家特集」号企阿に

ついて

( 3) 次年院編集委只について

77 



| 出 版 委 員 会 |

給排水衛生設備編集幹事会

23日 5 1時半一一 7 1時半 於公的会議雫

11 '，]市学f 四巾委員長，富安，谷川両幹事

JJ;H向調整と新らしい羊: の内科について協議

| 法 規 委 員 会 |

25日 3 1時半一- 5 11寺於会館会議案

出席者 佐野委員長外 10委員

議 事 ( 1) II喋行政関係懇話会出席者に関する件

(  2) 建築造E準法改正の考え方について

( 3 ) 次年度委員について

| 住 宅 委 員 会 |

16日 3 11寺半一一 5 時 於 会 館 集 会 家

出席者福永副委員長外 8 委員

議 事 ( 1  ) 次年度委員選任に関する件

( 2 ) 住宅相談所開設に関する件

| 建 材 委 員 会 I

27日 3 時半一一 4 1時半 於会飢会議室

出席者 政岡副委員長，香取委員

今後の検討テー 7 並』ζ 次年度委員の件について懇談

近 代建 築 調 査 委員 会 |

12日 Ｓ 時Ｉー Ｔ Ｑ 時於会釘Ｚ会議ｾ

HI 席者一 林野幹事外 5 委口

議 事 ( 1  ) 報 告 事 項

(  2) 天鋭閑 E記事 rt の誤.ic訂 d の件

| 若 い 会 員 の 集 い 1

25日 6 1時一一 8 時 於 会 館 集 会 室

ゲスト ｬζ 日ｾ設計工務計画部の広瀬二郎氏を招いて

「計画i上からみた神戸ポートタワー Ie . ついて」と HIi し映

画iおよびスライドを中心にお訴を伺った。 11' ，))有名 121'，

| 創 立 記 念 日 行 事 |

( イ) 記念講演 と映画会

28日 Ｒ ＱＱｾｩ 一 Ｍ Ｕ ＱＱｾｦ 於ガスピル講演場

1. 講 演 「建築雑! ぷJ 今 東 光 氏

1  1快 町 「ビノレデイングーその ｾ ｉＮＺｮ ｬＨＮ Ｍ J  

日，;j i :生命 n比谷ピルに取材して

「若戸大稲J (えt 設1記録)

入 1易 者 400 y，

78 

( 口) 言己念ビ ールパーテイ

28日 5 11!j '半- 6 11年半 於ガスヒソレ食常

友好同体会長，名誉会員，顧問，支郡長等を抱

いて開ｻｉ ｾｯ /1¥席者 701'，

| 見 学 会 |

千里丘陵ニュー タウン見学会

1  南地区センタ ービ ル

;没 ;rl 村野森建築事務所

}j也 工 奥 村 組

1  佐 竹 台 小 学 校

及 川 渡辺建築事務所

施 工 大洋建設工業 K. K

1.  F . G. H. ( l ，区及建設中の，I，'il 小学校

ＲＴ 日 Ｑ Ｍ Ｕ ＱＱｾｩ

大阪が ｲｾ 築士会と共似し参 ｨｮ 行 ＸＰ ＱＧ，

セントラル硝子 K目K. 堺工場見学会

27 日 1 11寺ーー- 5 11寺

ｾ Ｖ 回工場見学会として開催。参加者 ＳＰ ＺＨＧ ，
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編集後記 :  政近，パイプの工場製作はか川進展し，そのIT:

純正I どの強い特性を利用し て. J J I々C鋼管榊逃が

色らいられるようになった. 本りは，そうした鋼管m足立の慌aといった

ようなもの，それに力11工やコヰクシヨンの問題をm1にとりあげた， m 

21ζ ， 新しい鋼管m治として，鈎鋼管制定i . 鋼nコンクリート川浩，鋼

n柱をもらいた地下工訟について解説してもらった。 m31C. そうして

使われた鋼管構造の実例について10点ばかり鰍介した。企画 I U: : 協力い

たfごいた幹取は，宮秋利)90 ( 日強) . 長田正峻( 大犯) .  前)11嗣ー( 村

野森耶) . 綜代仁朗( 神戸) . 東郷武( 大阪) . 柿本浩( I l l ! & m役) の各

氏。執筆者はらびに幹事 IC)事くお礼申しあげます。次りは「施工J 特集

の予定である。

キ充

株式会社 武 智 工 務 所

取締役会長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 / 1 1  (井他筋) 旭洋ピ J レ3 階

電話 (202) 3233 ・3234



大畠低学のひ'}I くτっl' んを

E，iSt6下:t企

屋根浪板

谷樋にｾ

ス タ ン ダ ー ド メ タ

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 城 東区! l fl' 江 東 之 町 4 の 1 0 4  (931)7071- 3  

新 居 浜 ・東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・広 島 ・富 山

ノレ

フカ

十i

底

本

-・-J ι  

ヌカイライト・ ベンチレーター

ヌテールサ ・ν シュ・ドアー

スチールシャ・νター・オベレーター

田中式

何回中工業株式会事t大阪出張所

大 阪 出張 所 兵 1.11以 尼 崎 市 南 竹 谷 町 2 - 8 9  T  E  L 大 阪 IUIJ 6 341 (代，&) ・1011634 2

本 社 東 京 第 一 工場 東 京 "' ! 1I / l l 1<! : 綿糸町 1 - 25 T  E  L 東 京 (623 ) 代 表0106 - 01  08 '  (622 ) 0790 

東 京第 二 工場 東 京 ｲＮ ｾＡ 品川氏 Ｎｾｉ 郷町東 Ｔ Ｍ ＱＲ Ｒ T E L 東 京 (6 11 ) 2118 - 9  

小 倉 工 場 侃 岡 県 小 倉 " " 赤 版 L の 1({ 37 T  E  L  小 倉 ( 52) 2833 .  2834  

川 崎 工 場 神奈 川 県 川 崎 市 東 波 日] 3  - 43  T  E  L 川 崎 ② . 594 - 5  

札 峨 出 現 pfr 北 海 道 札 帆 " " 北 大 通 点 4 f Ll 4 T E L 札 峨 ③ 6762 ・ 05 15

犠 間 代 理t ; !i 岩 下 品 盛 岡 市 木 伏49 ・東 北 illJ 量 { 拙 ) T  E  L 蟻 岡 ② 7642

名 古 屋 代 理 庖 愛 知 県 名 古 届 111 両 1，，( 院 本 町 308 T  E  L 名 古 息 ( 57) 764 1  

米 子 代 理 底 鳥 取 貼 米 F 市 祇 鴎 町 2 - 93  吉 凹 工 務 院 T E L 米 子 ¥ b 4683 
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ー一一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 側 をご 利 用 の 程 お 願 い 数 し ま す 一一一

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 代表 (341) 7  0  3  1  

東京 都千代悶区小川町 2 丁 目 l 桧 ピル (加 )7751- 3  

福 岡 市 養 巴 町 22 (74) 1  1  5  8  

名古屋市中区新栄町 2 丁目 1 (97)  1  8  2  0  

福 井 市 宝 永 上 町 1 0 5 ( 2 ) 1 5 9 6  

松 江 市 東 本 町 4 丁 目 147 ( 2 )  5  0  9  8  

広 島 市 紙 屋 町 8 (21)  4  5  3  7  

冷 暖 房 ・温 湿 度 調 整 ・水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工 株式会社

キ土

庖

出張所

本

支
社

本 社 大阪市西区京町堀 I 丁目 62 ＧＱｉＡ ｊｾ＠ (4叫) 代表26日 代表制31

出 弧 所 東京都北区上十糸 1 丁目10 市 町， (911 )  3  9  4  1  

名古屋市中村区牧野町 l 町 6 電 話 (54)  0  9  6  6  

神戸市生問区北長狭通 7 丁目 l の l ' 電 話 ( 4 ) 1778 ・4386

広 島 市 中 町 2 帯地 の 4 市 11; ( 2 )  7 5 7 5 . 7 5 8 8  

A

Q

一

A
株 式業工田山

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商 会

大 阪 暖 房 商 会

取締役社長 菅 谷 三 郎

庖 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 一 丁目 60番地

電 話 大 阪 ⑭ 大 代 表 8 2 3 1番

東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

京都 ・神戸 ・岡 山 ・高松 ・広島 ・熊本

札幌 ・仙台・ 新潟・富山・ 金沢 ・福井

株式

会社

設計施工

生

気

水 ・衛

房 ・換

排

冷

給

暖

25 大 阪 城 口 研 究 所

本

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪初1) 局7575 ( 代表)

京都市東山区大和大路正面上/ レ電話京都(56)局4945 (代表)

神戸市生田区下 山手通六ノー ・電話神戸(4)局 5 8  9  2  

庸口城代表取締役

庖

所

支

出張

大

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

藤 省 三 商 庖

東 京 駅 前 丸 ビ ノ レ 6 階 6 7 6 区

電 話 東 京 (201) 3761 ・3762 .  3763 ・3764

大阪 市 西 区 土 佐 堀 通 大 同 ピ ル 714号

電 話 大 阪 (443) 3  3  6  1  - 5  

札帆市北四条西16丁目l 番地高田屋ヒ、ル二階

電 話 札 幌 ② 00 10 ・0956 ・③ 4 6 6 1

名古屋市中区南大津通一丁目千代田ビル522号

電 話 中 局 ⑫ 1 7  6  6 ⑧ 3 0 4  2  

創 業

大正二年

株 式 さと

会 社 原1

東 京 底

后

札 幌 庖

阪

水道 ・衛生 ・!媛冷房 ・其他管工事

設 計 並 旋 工

特 許 Y M式ノレーフドレ イン製造販売

( 1日斎藤久孝事務所)

斎久工 業株式会社大阪支底

大 阪 市 北 区 常 安 IHT 1  1 番 地

電 話 大 阪 (443) 5  0  4  1  - 5 番

庖 東京都中央区新冨阿 3 丁目5 番地 ( 菊栄ビ、ノレ)

電 話 (551) 7  4  5  0  - 9 番

金 沢 市 高 附 町 三 五 電 話 金 沢 ② 2 0  7  4  

福 井 rli 械 之 総 下 町 一 0 世 話 福 井 ② 2 4  3  6  

高 松 市 二 番 丁 九 電 訴高 松 Ｈｾ 5  1  9  5  

間山市大供松 ノ木三 八O ノ- .'11! 11; 岡 山Q ) 7 0 4 7

本

所

所

所

所

業

悦

娘

川

明

治

出

出

出

沢

井

訟

山

金

制

高

間

名 古 屋 腐

社

三〉、

Z 之式
ル

木

L

b

q

 

業工賀須

ゼ 金 属 製 建 具

1.3.. 環 境 衛生 施設

1 =、荷 役 運 搬 機 械

I  ， 化 学 鉱 山 機 械

三機 工業 雲 を 大 阪 支 届

冷 暖 房

給排水、 衛生水道

電 気

衛 生 設 備空 気 調 和

取 締 役 社 長 山 田 熊 男

取締役支庖長 樋 口 勝 栄

大 阪 市 東 区 北 浜 2 T 目 2 2 格 地 位 百円大 阪 ( 202) 代 表 3 071

本 宿 東 京 都 干 代田 区 ; ( 了栄町 1 τ 目 10帯 地

支 "可 出 1H: s斤 :r，肯庫、 稲岡 、本L税、広島 、仙台、

日山 、金沢 、静岡、声明松、

鶴 見 .-111桜、六郷、高 槻、中 山、古賀

大 阪 市 西 区 主 佐 堀 通 1 丁 目 14 電話 441- 5171

底 一 東 京 ・大 阪 ・名古屋・京 都 ・神 戸 ・福 岡支

空 気 調 和 装 置 ・ 塗 装 設 備

設 計 施 工

建 材 社

大 阪 支 庄

大 阪 市 北 灰 中 ノ .臼二 丁 目 ( 新 朝 日 ピ ル 5 階 )

1 ' 1 ! 持大阪 ⑫ 3 7  2  1  ( 代 )

東 京 都 中央 区 銀 座 西 6 丁 目 3

Ｈ 車 ｈ 臼ピノレ Ｘｾ 皆 Ｉ

名 古 屋 市 中 区 菅 原 II1J 2 丁 目

( セ ン タ ー ピ ル )

島 ・ 北 陸 ・ 浜 松

ヨニ
'  .. 1  

給 - 排 水 ・衛 生 ・消 化 ・暖 冷 房 設 備

株式

会社

255原衛生工業所大阪庖

本 社 及 東京 支 活

l玄

所

所

喧睡

絡

営

連

電話大阪⑮ 3531番大阪市大淀区中津南通 4 丁目 11

2  
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空気 ，， ＱＱ ， Ｑ ＱＧＱ｝装置、各州 ｩＱｊＨｾｩ 機
ｾＮ， ｴ＠ .:  I ・ 製 作 ・ 地 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

n* ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

工施
計a

設

大 阪 市北区 ｾ ・白 浜 通 Ｑ - 2  5  (新大 ビノレ)

;11: .:I fj 大 阪(341) 8  3  5  6  

点京都中央区日 本防本訂Pl T4- 2( τ ml L 二日Ilfii i， )

東 京 ・r，，'i 昆 :¥1. ｾ ｬ ミ所 九州
点 京 高11 J.巴 ι 区 下 i!1 11I田T 3 6 0  

高 砂 熱 望 工 業 株 式 会 紅

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 梅 田 8 務地( 新阪急ヒソレ 8 階)

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

社東京都千代間区神田駿河台 4 丁目 2 番地

社

広

場

暖

温

生

置

房 ・冷 房 ・ 水 道 ・衛

湿 度 . 調 整 装

設 計 施 工

本

支

工

業 社工日朝

式

社

株

会
《診

大阪市東淀川区力I l 島町357 電話似吃271- 9 ( 代)

東京都港区芝浜松町2ー7 電 (431) 7341-5

北海道 ・仙台 ・名古屋 ・広島 ・福岡

東京支社

支 庖

l暖 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取締役社長 中 山 敏 正

広 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁円 一務地

電 話 大 阪 ⑪ 3 3 9 1 - 5 祷

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 務 地

氾 話 (351) 2  1  7  7  - 8 務

神戸市生悶区下山手通八丁自 主三 m倍元町@3035帯

仙 台 市 東 四 番 丁 四 五 7世 話 ② 5136帯

本

A

Q

E

 

株式会社

本

后

神戸出強所

仙台出積所

支

温 湿度 調 整 ・暖 冷房 ・換気給排 水 ・衛生 設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式 会 社

市 川 繁 加

点朝1011 rl ' 京 区間待 IUJ 通 v ｾＢｪ 小路上ノレ
徒話 @(代表) 7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大阪市北区天満橋筋1-37Cxj!繍 北詰)

電 話 ⑮ 8 8  2  9  

凶日市市浜町西末広 ｾｉｊ 屯話 ＷＵＰＳ ・ ＳＶＶＵ
津 市 栄 町 2 ー 111 電 話 3 6 1 0

大 阪 営 業 所

温 湿 度 調 整 装 置 、 曜 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

! ( 代表) 0977

大 阪 市 北 区 沼 田 町 30 ai 語大| 奴⑭ 10978~9・0970

本 社 東 京 都 千代田 区丸/ 内3- 2( 新東京ビル)

話 ((211) 85 11 ・856 1 (代 )

仙 台 市 新 伝 馬 11汀 q  

氾 話 7 3  3  z  

ｾ古屋市東区東門前 ｉｉ ｉ ｊ 3 一 空

包 話 ③ 2 8  9  3  

代表取締役

宇土

⑨ 

本

仙 台 支 rl.

本

社

暖 ・ 冷 房、温 湿 度 調整、 衛 生 設 備

設 計 ・ 胞 工

嘉 熱 工 業 株 式 会

取締役社長 三 木 徳 次 郎

大 阪 市 北 区 万 才 III T 凶 三 浪 述 ビ Jレ六 附

電 話 大 阪 ⑩ 代2538- 9 ・2085 ・5725

( ビ ル 代 炎 大 阪 ⑪ 5 1  2  1  )  

東 京 都 千 代 ITI 区 画 事l' 日l ー ノ 八

電 話 東 京 ⑮ 8 0 0 2  - 3  

福井市錦町八0 二 電 話 福 井 ② 2 ・6 6 7

新 潟 ・ 富 山 ・ 四 国 ・ 福 岡

四日市営業所

津 営 業 所

ヰ土

大

京

営業所

出張所

東

10 暖 冷 房 空 気調 和 環 境 衛生 工事 一 切

設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

本 社 大 阪 市 北 区 万 才 町 50

大阪事業本部 電 話 大 代 表 (312) 8  6  

東京事 業 本部 東京都新Ｎ宿 ｐ 区～～唱ｾ，町内 ｬｾ
電話 ( 341)7171-5 .16ZZ. 10;:4. !J j J !J 

名 古 屋 市 中 区 城 代 田T 7  

電 話 (23) 4 6 9 0 ・

京 滋 、 下関 、 新 潟 、 金 沢

名古屋出強所

名古屋事業本郵

時

十

り

番

3

番

け

番

問

一

置

一

一

.

4

U

引

の

引

白

日

福

一

-
ι一

フ

リ

会

伏
一

九

一

日

畑

山

所

一

-

z
E

Z

r

t

-

一

5

一

ヤ

1

⑪

{
ω
6
ω

絡

一

一

換

シ

工

F

、

町

3

9

刈

5

E

一

一

・

ク

・

4

2

(

¢

週

一

一

ア

:

.

是

代

谷

代

l

代

一

二

房

-

e

施

町

一

一

暖

一

川

ト

朱

由

市

阪

神

京

岬

京

台

一

一

冷

タ

づ

-

1

区

大

区

東

一初

来

山

一

一

サ

製

品

宮

北

北

芝

出

一

一

置

一

・

姐

加

電

日

包

民

小

山

・

一

一

装

二

三

汁

ー

す

吉

晴

屋

一

整

t

川

z

岡

阪

点

矧

古

一

調

ン

一

わ

設

S

大

東

東

名

一

度

サ

一

湿

ァ

チ

一

温

フ

ス

各 事 業 部

冷 房 ・ 暖 房 ・ 温 湿 度調 整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

理 研

大阪営業所

本社・工場

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 4 - 7  1  

電 話 ⑮ 2 8 0 8 ・2 8 0 9 ・2 8 0 0 ・2 1 3 4

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 若手地

電 話 (811) ( 代表) 6  2  9  4  

支庖出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

社本

3  

本社・分室

所業営
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社

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

A

令

官株 式

主 -

ヌL

戸 軍 司

屯浅 海

電 気 工 事 設 計 施 工

雄

大 阪 市 北 区 若 松 町 2 丁 目 2 2

電 話 大 阪 ( 362) 8  7  0  1  

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 l

電 話 (481) 8 6 2 1  - 4 ・3 5 7 3

名 古 屋 ・札 幌 ・旭 川・ 福 岡

正海浅取締役社長

社

東京支社

本

社

大 阪 市 北 区 出 予 防 IIIJ 六 九

電 話 ・大 阪 ⑩ 2 8 9 1 - 5 洛

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 二 丁 目 十二

電 話 (551) 8 3  3  0 ・8 3  0  3  

名古屋 ・神戸 ・岡山 ・広島 ・福岡・高松

. 6.  

ｾ＠式株

L::::::: 

ヌL電藤エ

営 業 所所業

，γ ， 

， ｾ＠

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

事

エ

式

装

工

計

施

株

事

計

業

エ

設

気

工

電

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社
社

. 6.  

コヨZ原菓

騰

大 阪 市 北 区 悔 ケ 枝 問T二 五 番 l也

' 電話 大阪代表 ⑩ 8 1 3 1 - 7

東京郎港区芝金f3町二了目十三番地

名古屋 ・ 神 戸 ・ 新宮 ・ 匂 ｾｊＩ￯ ・ 松山 ・ 草津

村
ム
「
，

取締役社長

社本

英

大阪市北区永淡町 81i寄地 ( 日産生命館)

電 話 大 阪 ⑩ 代 表 1 2 3 4 - 9

支 社 東 京 ・ 名 古 屋

出張所 舞鶴 ・広島 ・八幡 ・福岡 ・富山

雪

ロ
原粟取締役社長

東京支底

営 業 所

. 6.  

ココE

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

商

大 阪 市 北 区 西 堀 川 IIIT 1  5 番 地

電 話 大 阪 (341) 代 3 0 5 6  

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁目 4 番 地

全国燃料会館 607号室 電話東京 (5 41)7464 

大阪商 ・北海道名古屋- 四日市福 山・福岡

ネ土

東京営業所

L::::::: 

ヌL

太

本

空 調 衛 生 設 備 用 各 種 自 動 制 御 盤

監 視 盤 ・グ ラ フ ィ ッ ク 盤 ・指 示 計 器 盤

端 子 盤 ・高 低 圧 受 配 電 盤 ・分 電 盤

各 種 フ ロ ー ト ス イ ッ チ ・ 其 の 他

各 種 自 動 装 置 用 電 気 機 器 設 計 製 作

s 森 井 電 業 株 式 会 社

、 ♀ グ 取 締 役 社 長 森 井 定 Jl 品

専 務 取 締 役 佐 野 春 吉

本 社 東 京 都 港 区 芝 三 回 綱 町 一 番 地

電 話 東 京 (451) 代 表

支 庖 大 阪 市 北 区 常 安 町 卜 六 番 地

電話大阪 (441) 代 表 95 16・夜間専用 0502

出 張 所 名 古 屋 広 ぬ ・ 板 間

工 場 東 京 ー大 阪 ・ 稲 | 同 名 古 屋

ト 電

i:fti み;

マ

111 

ヤ

取締役村長

株式会社

戸

付

ハ-
n

'

 

張出

電 気 工 事 ・設

気 株 式 会 社

階

寸

j

地

3

一

ι
切

一

切

番

ト

+

、

J

刻

刻

八

表

地

番

t

'

t》

t、
司

3

争

、

根

回

日

E

M

M

寸

1

3

刺

1

7

了

番

J

l

三

3

5

四

l

に

8

1

三

5

0

0

0

川

4

2

博

司

9

7

通

口

村

3

1

本

記

⑪

同

⑪

ゆ

ゆ

U

周

山

山

局

日

馬

|

中

阪

区

阪

四

都

造

医

大

西

大

同

京

拙

制

話

市

在

m

M川

伊

日

目

山

師

即

判
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電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 調 工 事 設 計 施主

三 宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 i町五 o ( 堂ビ J レ三階〕

電 話 (312) 1  4  7  1  ( 代)

東京都中央区西八丁掘四丁目十( 後関ヒリレ三階)

電 話 ( お2) 0  5  9  1  - 4  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 f 回 二 O 番 地

電 話 ( 9 9 ) 5 1 3 1 - 3

松 市 符 津 町 オ 四 四 ノ

電 話 ( 架津) 2  3  7  

市 三 宝 |町 七 丁 岡 三 六

ヨニ音十 ・施

斥表事

屯⑤ 朝 陽

社

営 蝶 所

本

社

社

庖

営業所

本

支

t_HiJ 長所

九堺出リ長所

電 気 工 事 ・ 設 計 ・ 施 工電 気 工 事 設 計 施 工

社
4
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式株
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ヌL

軍曹-

J :e. 本中社
. 6.  

ｾ＠式株

L::::::: 

ヌL電東;工

R明

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 ¥ l IJ 三 丁 目 一 五

電 話 大 | 波 ( 931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

大阪市城東区野江東之町三丁 目一一 電話大阪側7004

大阪市城東区野江西之町三丁目一一三 電話大阪側2193

正本中取締役村長

社本

取締役社長 猪 飼 幸 次 郎

社 大阪市生野区 ｊ￘ｾ 山通 Ｙ "]ー目 72

電 話 (716) 4  0  3  5  ( 代) - 8  

* 京・都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

電 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

ネ土

本

支

機器工場

資材 倉庫

出 張 所
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社

電 気 工 事 設 計 施 工

興

敏

株 式 会 社 三

代表取締役 林 夫

大 阪 市 北 区 絹 笠 岡J 50 ( 堂ビ l レ7 階)

電 話 ⑩ 3 6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 2 番 地

電 話 ⑪ 1 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 . J:!fI. . 福 山

ヰ土

庖

ヨ転

支

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締f支社長 縄 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町

電 話 大 阪 ⑭ 6531 ( 代) - 6  

支 庖 名 古 屋

出張所 東 京 ・岡
出張所

山・北九州

エ レ ベ ー タ ・ コ ン ベ ヤ ー ・ リ フ ト

エ ス カ レ ー タ ・ホ イ ス 卜 ・ ク レ ー ン

N ・T . E 型 オ ー トノぞご キ ン グ ス テ ー シ ョン

設計修》製

自 本 工 レ ベ ー タ 工 業 株 式 曾 社

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 締 筋 6 ( 天六阪急ピル)

で1.t n首 (351) 4  9  2  7 代 表 7 0 7 1 交 換

京 京 首 謀 所 東 京 都 台 東 区 長 者 町 2 ー 7 (星豊富 ピル)

T世 話 ( 832) 5  2  4  1 代 表

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 区 白 出 町 5 8  

司! Ui (24) 8  4  1  6  

作

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

男

大阪市東区高麗橋五丁目 二 八 番地

電 話 大 阪 (202) 0  3  2  5  - 9番

正)11 古市支 社 長

瓦
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ル

イ

れ

仏
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利
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小
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小
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用
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総

奇

緩

…

附

数

雨

築

寺

風

池

社

耐

美

矢 橋 大 理 石 商 庖
株 式

会 社

④ 

E 璽璽雪国司

所

大 阪"1*区高閲橋二丁 目 九 野村ピル五階

五 話 大 l坂 ⑫ 4 2 5 7 - 8 番

張出阪大

備|

京都市東山区今熊野大仏池問自T9 の9

大阪市北区空心開T l 丁目 2 8  

名古屋市瑞穂区塀回通 1 丁目30

東京都渋谷区上原 1丁目 29の4

本 社

大 阪 営 業 所

名古屋営業所

東 京 営 業 所

070 

88)270 

qOI J H)l l  

CONTRACTOR PAI NTI NG 
、
、

松 平 式 白

奈 良 市 南 城 戸 南方四T 2  8  

( j丘日移転先 )

奈良市登大路二番町( 博物館前) 屯話奈良4098

出張所奈良市春日目T 尾 団 組 内 電 話6011 ・6012

本 部 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 田T 2  6  3  9  

所蟻 殺 滅 予 防

電話奈良 4 0  9  8  

庖

負

装

言青事

塗

工装

林

塗

株式

会社

TEL. 大 阪 ⑫ 1756- 7 ・東京 ⑮ 1335

鉄 骨 ・ 加 工

設 計 ・ 施 工

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 吉 田 信 武

社 大阪市西区立売堀北通 1 ー 76

2包 括 (531) 0609 ・6575・7418

(541)  8166 ・ 8349

夜間専用 (531) 2  0  5  3  

大 阪 府 大 東 市 三 筒 425

諸 官 庁 御 指 定

吹 付 及 び 掻 落 ソ リ ジ y ト ス タ イ ン l 製 造

床材 (合 同 リ ク ノ イ ド) マクネシート} 販 売

外壁シ リコン防水 ・ゴーレ ジン樹脂防水J 責 任 施 工

マリヤール吹付機械代理J苫

合同特許建材工業株式会社

本 社

営業所 ・大阪市東住吉区駒川町 3 - 54

代思底・広島市比治山本町 1 180 

.w京都品川区東大崎 3 の239

本

ＨＷＹ Ｑ Ｉ 代 ＷＸ ＱＴ ｾＶ

広島 (51) 4  9  6  7  

東京 (491) 9  6  9  8  

屯

哨

唱

泡
場
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窓掛、椴帳 、 日際 、壁紙 室 内 装 飾 誠 車、舗 床 材 一 般

東洋リノリユ ーム の 寮 リ t 1 - ぺ 吋 ト 発 売 元

亀 井 株 式 会 社

大阪市東区南久宝寺町四丁 目( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 (251) 1  3  5  3  (代) -- 6  

日Y12 2 F 防 止
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- - 1 1  
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美 業 A 本 比

九 徳 夫 鼻 音a
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朝日石綿工業k k …・ぃ・・・ ーー表 4
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江東電気k k . .. . . . . . ……… ... -1 

合同特許建材工業k k ・……ーー 5  

神戸製鋼所- 一 … … … … 前村

サ 斎久工業k k .. .  …・……・ ・ー ー 2  

kki初版省三商庖. . . . .... . .. ... .. . 2  
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k k武智工務所. . .……・・…・本文
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中央電気工業kk. ……- ・・・・・・ 4

朝陽電気k k ……・・…… ..... 4  

テイパ化工kk . … … … … - 前 付

東京カーテンオーノレ工業k k ''' 15  

東光亀 気工事k k . . . . . . . ……… 5  

東芝商事・… … . .. . .. … … 本文

東洋 キャリア工業k k .. ……・ 3

東 洋 シ ャ ッ タ - kk. . . . . . . ・・・前付

東洋陶器k k …・・……・…・・前付

東洋 リノリューム k k …・ ・・- 前付

ナ ナニワ瓦k k .ー・・ ・・・・・・・ ・・・・・ ー・・・ 6  

内外建材k k .. . … … … … ... "15 

内外工業k k ・H ・a ・- … … … ...13

中本電 気k k ...... .. ............…・ 4

浪速建材工業k k .......・.... . …・ 17

浪速合板 ...... .. ... .・H ・-… … … 6

k kニッカナ. . . .・ a ・.. " . ……・・前付

日新工業k k ……・……・・…中枚
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防水工業会関西事務所・ー・前付

日本エレ ベータ 工業k k ・…・・・・・ 5
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日;本熱学工業k k . . . …・…. . . . . . 3  

日本冷熱工産k k 目・・… ..........13 

日源化学工業k k … .. . . . . …・・前付

西日 本 アスフアルト百 ｉ ｬｬｾ 協同組合 ・ ・ ・・ Ｙ

kk西原衛生工業所… ・ …ー …・・ 2

ハ k k林塗装底 - … … ....・ H ・.. ... 5  

k k美索工業所 ・……… .. ... 本文

k k平川鉄工所 …・…し H ・.. . 前 付

平 田 タイJ レ ・H ・.. .… " .・H ・- 回目 ー14

フタ パ黒板 … ー…. . . . ……. .  6  

二楽屋装備工業k k … ..........14

マ 松平式白蛾殺減予防所 -・..... 5  

k k満点製作所 ・・・ ・・ … … 11 

ミプシ 7 工業k k ...... ー.. . 前付

k k三高製作所 … …・…・ … ・ .1 1  

水谷ペ イント k k … … … … ・本文

森井治業k k .. .... .. ..・ a ・.. … … … 4

ヤ k kヤ7 卜包気商会 …・…・…一一 4

八千代iI i設工業k k ・・・・.... ...... . 5  
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を つ く る "'L11 i ' I ) :J 

- サ ッ シ ・ ド ア ー ・ ル ー パ

. カー :テンウオール . プ レ ハ ブ サ ッシ

・ そ の 他 特 殊 設 計 と 製 作

大阪犠ヱ株式奮枇

サ ッ シ 事 業 部

本 社 大 阪 市 大 淀 区 盟 崎 西 通 1 の 4 電話 (371) 664- 5  

工場 兵庫県伊丹市北村猪名川製造所電話伊丹( 大代) 5121

( 干高知山線北伊丹駅前)

ド

ン

ド

ー

一

一

一

品

ボ

ト

ボ

火

ス

一

、

耐

ラ

ガ

|

惨

専

門

イ

一

町

石

タ

ア

秋

ド

ば

7

一

れ

一

ボ

す

3

る

ス

に

が

来

ラ

地

壁

出

膏

下

洋

で

石

を

和

日

リ

強

し

へ

た

新

ド

で

し

な

一

紙

覆

随

ボ

厚

被

美

火

の

り

で

耐

面

折

靭

い

.司B 冨眉匪霊彊

8  



強 力

ＧＴｦ ＧＱｾ＠

。

‘rヒアヌ今ィr‘'

何 よ り も 安 心 で き る

年 F艮 f士 様

西 ア ス ，63改 訂

. 伸び率が極めて大き L 、。下地のlll.裂や動きに順応する 。

・ 柔軟で 折り た、んでも丸めても担 ｩ 傷せ ず、裂けにくく、ねばりがあ っ て、 中日 当温度カ Ｇ ｾ ｆ

ってもこの性' i ' t がかわらない 。

. 腐らない 0

・施工後変質や変形のおそれがなく長期1mの防本効梨を 保証する 。

地 区 最E ､ 巨ｾ 、
1..¥ 名 f主 F斤 7日 J 百

( t，j< ) 久 f民 商 l占 大 阪 市 北 区 其 砂 町 5 大 阪 ( 341 ) 0207- 8 ・ 4836ー 7

( 株 ) 木 下 謹 三 商 底 大 阪 市 西 区 江戸 板 商 通 5 ノ 35 大 阪 ( 441 ) 5408 ・5486 (443) 2700 

近

( 株 ) 井 上 i争 夫 簡 1占 大 阪 市 西 区 江戸 槻 下 iffi l ノ 7 大 阪 (441 ) 8531 - 5  

( 株 ) 大 手口 商 会 大 阪 市 南 区 高 湾 問T 4 番 丁 73 大 阪 (631 ) 6221 - 4  

畿 ( 株 ) 石 旺l 姐E キオ 庖 大 阪 市 東 淀川 区 今 里 北 通 り 1 ノ 31 大 阪 (301 ) 3340 ・ 3505

(  

内 外 工 業 株 式 会 社 大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1 ノ 51 大 阪 (641 ) 3434 - 6  

服I 旭 化 強 工 業 株 式 会 社 大 阪 市北 区 茶 屋町 38 大 阪 ( 371 ) 6555- 7  

不同 日 本 vMＩｾｬ 工業Ｈ 株 Ｉ大 阪 支底 大 阪 市 北 区 富 田 町40 大 阪 ( 36 1) 5496- 8  

石 井 建 材 有 限 会 社 神 戸 市 兵周I 区百E刷 JUT 1 丁 目 神 戸 ( 5 ) 2140 ・ 2697 ・ 9153

( 材ミ) 中 出 商 会
神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 ノ 9 神 戸 ( 5 )  4630 ・ 4650

( 株 ) タ テ パ ヤ シ 商 1苫
京 都 市 下 京 区 凶 条 大 宮 雨 入学 校 前 京 都 ( 81 ) 0871 - 2  

出 品 応 用 化 工 ( 株 ) 営 業 所 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 ノ 74 大 阪 ( 44 1) 5951代 必

東

l判 回 路 材 株 式 会 社 名 古 屋 市 西 区 桜 ポ町 3 ノ 8 名 古 屋 (57 ) 7461- 3 ・8589

(株 ) 名 i f 1 ! 商 会 名 古 屋 市 中 区 宮 出 町41 ノ 2 名 古 屋 ( 24) 1329 ・2817 ・ 2106

?毎

日 締 建 材 庖 名 古 屋 市 中 区 材 木 町 1 ノ 12 名 古 屋 ( 23 ) 3295 

日 東 物 産 株 式 会 社 名 古 屋 市 中 区 東 瓦 町39 名 古 屋 ( 24 ) 6176- 9  

北 川 総 務 工 業 株 式 会 社
金 沢市西側IJ 阿 8

金 沢 ( 41) 1131 - 5  

司ヒ

北 川 猟 刀工 業 ( 株 ) 富 山 出 張 所
富 山 市 奥 田 新 町23

協 L 11( 2  )  2218 ( 3 )  1014 

隆

北川草壁首 工 業 ( 株 ) 福 井出 張 所
禰 弁 市 大 和 中 町70

字国井 ( 3 ) 11 34 

( 株 ) 小 島 工 務 底
高 岡 市 大 坪 旭 町 2 丁 目 32 ノ 1

府 間 ( 3  )  2463 

中

背 峰 雄 材 株 式 会 社 広島市鉄事包町108 広 ぬ ( 21) 2281 ー 7

tf ｾ韮建材Ｈ株Ｉ岡山 営業所 阿 山 市 東 田 町 3 l出 ] 山 ( 3 )  8285- 7  

国
( 有 ) 小 聖子 甚 商 1苫 岡 山 市 内 山 下30 ノ 10 l拍 ] 山 ( 2 )  4272 

( 株 ) 浜 原 盤 商 I怠 尾 道 市 吉 和 田T新 浜 尾 ill 2760 

西
( 株 ) 浜 原 盤 商 庖 防 府 支 庖 防 府 市 大 林 寺 防 府 ( 2 )  3611 

国

古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 高 松 市 宮 脇 町960 高 松 ( 3 )  5034 

正 和 崩 事 株 式 会 社 松 山 市 1 番 町21 松 山 ( 2  )  8161 - - 5  

九

首 盛 建 材 ( 株 ) 稲 岡 営 業 所 福 岡 市 万 行 寺 前 町14 網 開 ( 2 ) 5566- 8  

卿l

高 稲 工 業 株 式 会 社 長 崎 市 大 橋 町138 長 崎 ( 4 )  1726 

部 稲 工 業 ( 株 ) 小 倉 営 業 所 小 倉 市 西 本 町 2 ' J、，合 ( 56) 6177 

建設省阪建22号認可

孟 西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

日
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町
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ω
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区

寺

松

町

町

区

西

行

古

代

鈎

西

市

万

西

千

鉄

市

屋

市

市

都

市

阪

古

附

山

京

島

大

名

福
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広

阪
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雨 の 多 い 日 本 に は … …

雨 仕 舞 の 良 い 気 密 な 窓 を

錆びない・軽るい・精度が高い

強ぬ仏

泰子

明事しも暮レf

建築基準法定不燃材料

匝彊，，Ｍｾ
- 特 徴 = 燃 え ず / き び な い

腐 ら ず / 軒 る く 強 い

・ 用 途 二 建物 の 内 ・外 装

- 効 果 = 着 火 ・延 焼 の 防 止

・ 価 格 = 低 廉 ・ 最 も 経 済 的

10 

波 板 類 一 小 波 板 ・ 大 波 板

ボード類 一 フレキシブル板・平板・軟質板

石綿パーライト板
法 定 防 火 構 造

耐 火 構 造 適 格

( 化 粧 板 孔あき板)

サ ンドイツ チ 板 他 加 工 品 内 装 不 燃 決 定 版

石 綿 セ メ ン ト ボ ー ド 協 会 東京都中央区銀座 7 - 3  ( 朝日石綿ピル)

波 形 石 綿 ス レ ー ト 協 会

電話 (571)1359 ・6914



オ ー ト メ ー シ ョ ン で ボ ン デ ー 並 び に 完 全 娩 付 塗 装 に 依 る

錆びない・ Z 菖 試

ヌチー ｊｾｦｪ ・・ ｹ シ・ドアー・シャッター
オペレーター・ドアーハンガー

ヌテシ・アルミサッシ・ドアー

ｊ 帥 ｅ 何ｾ

iM・T. K.Q_

室 主 三 高 製 作 所 l

本 社 工 場 尼 ケ 崎 市神崎五反田280 電 話 大 阪 (401) 6158 ・6159

マ 凶 手 凶 の 金 属 建 材

写真 新住友ビールに使用されているアルミ可動間仕切

⑨ 製 造 元 緊 満 点 製 作 所

本 社 大 阪 市 南 区 日 本 橋 筋 3丁目 2 番地屯話大阪( 印) 1151  ( 代)

東 京 営 業 所 東京都江東区 亀 戸町 2丁目 114番地 電話東京( 舵)3241( 代)

名 古 屋 出 張 所 名古屋市中区宮前町4の16( 東海量科ヒ・ル内) 包括名古屋 (24) 952 1

設 計 ・ 責 任 施 工

Y ク ス な 感 じ が す る 間 仕 切 シ ス テ ム

S K式盆属下地本一IL口噌7

吸 背 剤 畢 訓 点 、 仕 上 げ が 奨 L ｾＧ，取付けが聞鳳

1111ミ建組li 刃ル.ｾＯ｜ＺＺＧＭ ド ｌ ル

発売 元 住 友 商 事 株 式 会 社 抽 賀 郵

建 築 金 物

新ｾ庭金物

ドア錠. . . . . . モノロ ツタ公団用MR錠

経量 ドアチ ェ y タ ー・アルペ Y ト

特製窓金具. . . . モノトコ、ホ y パ ー

アタリ J星。玉、マグネ Y トキャ y チ.

自在たな畳

そ町他高級建築金物一切

ハンガーポート 架金具

跡。槻付金庫チ ャームセイフ

11 



か払b- ドヲの設計

伝統ど ｩｾ ト 舟のある下記

• 施Zは

西 日 本 規 格 サ ッ シ (株)

大阪市浪速区教法町 3/ : 却( 大阪府主主団 j車会館) ( 632)  6171 - 6  

朝 日 建 材 工 業 (株 )

高 松 市 木 太 町 洲 端 2 1  6  9  高 松(3) 3  1  8  1  

旭 サ ッ シ 工 業 (株 )

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町 I ノ 4 4  ( 931)  3  5  6  1  

尼 鉄 建 材 (株 )

尼 崎 市 西 向 島 町 2 7  0  ( 401)  6  3  0  1  

(株 ) 石 居 工 業 所 大 阪 営 業 所

大阪市 北区 老 松町 3 ノ23( 新老絵ピノレ) ( 361)  5  9  6  5  

岩 住 サ ッ シ (株)

尼 崎 市 守 部 字 下 河 原 1 5  ( 401)  6  7  5  1  

栄 進 鋼 業 (株 )

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町 2 /  2  ( 931)  8  2  6  1  

(株 ) 栄 進 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 大 正 区 南 恩 加 烏 1 (551)  1  7  1  8  

大 阪 機 工 (株)

大 阪 市 大淀区皇室崎 西 通 1 ノ 4 ( 371)  0  6  6  4  

ダ イ ケ ン サ ッ シ (株)

堺 市 松 屋 町 l ノ 6 ( 0722) ( 38) 1141  

(株 ) 大 阪 鉄 工 所

大 阪 市 西 区 本 田 町 1 /  4  4  ( 531)  1  2  5  4  

大 阪 理 研 工 業 (株 )

笠 中 市 神 州 町 2 番 2 1 号 ( 391)  0  6  6  1  

加 地 シ ャ ッ タ ー 工 業 (株 )

大 阪 市 生 野 区 中 川 町 3 ノ 1 5  ( 731)  1  0  2  0  

川 鉄 建 材 工 業 (株 )

神 戸 市 東 灘 区 魚 崎 町 魚 崎 神 戸祖母 4 3  4  3  

(株 ) 関 西 鋼 業 製 作 所

大 阪 市 城 東 区 野 江 中 之 町 2 ノ 5 ( 931) 6  0  4  5  

(株 ) 建 鋼 社

広 島 市 中 広 町 1 0  0  2  広島(31) 7  2  9  3  

三 機 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

大阪市東区北浜 2 ノ22( 三井信託ヒ・ル) ( 202)  3  0  7  1  

昭 和 工 業 ( 株)

大 阪 市 城 東 区 茨 回 繊 堤 町 3 9  ( 931) 8  9  0  3  

昭 和 銅 機 (株 ) 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 淀 川 区 f岡町 3 /  1  5  5  ( 471)  6  0  5  1  

田 中 工 業 株 式 会 社 大 阪 出 張 所

尼 崎 市 南 竹 谷 町 2 ノ 8 9  ( 401)  6  3  4  1  

(株 ) I高 橋 サ ッ シ ュ 製 作 所

新 居 浜 市 中 村 字 西 松 木 2 2 3 新居浜 5 1  1  1  

谷 山 鋼 機 (株)

大 阪 市 減 東 区 茨 回 横 堤 町 2 3  0  ( 931)  7  1  9  1  

中 国 金 属 ( 株)

広 島 市 舟 入 川 口 町 5 9  4 広島白1) 9  4  7  6  

中 国 理 研 サ ッ シ ュ ( 株)

広 島 市 舟 入 幸 町 6 1  2 ノ l 広島 (31) 2  0  8  1  

東京カーテンオール工業 (株) 大阪支庖

大 阪 市 北 区 日 田 町 18 ( 島 恨 ビ ル ) (361)  9  1  5  4  

(株) 中 本 鉄 工 所

大 阪 市 福 JA 区 海 老 江 下 2 ノ 7 4  ( 458)  0  9  3  1  

浪 速 建 材 工 業 (株)

大 阪 市 減 東 区 茨 回 償 堤 町 4 1  ( 931)  1  1  7  1  

日 本 建 業 (株)

大 東 市 大 字 新 聞 2 1  大 東 側 1 5  8  1  

日 本 建 材 工 業 (株)

尼 崎 市 久 々 知 字 山 の 口 ( 401)  5  7  9  4  

日 本 建 鉄 (株) 大 阪 営 業 所

大阪市北区堂島上 2/ 36( 毎日産業ビノレ ) (361) 6  7  5  8  

日 本 ス ピ ン ド ル 製 造 (株)

東 区 備 後 町 3 ( 綿 業 会 館 ) ( 202)  7  9  9  1  

(株 ) 汎 建 製 作 所

大 阪 市 此 花 区 西 島 田T 3 ノ 1 5  ( 462)  4  6  6  1  

不 三 サ ッ シ 工 業 (株 ) 大 阪 支 底

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 烏 中 3 /  4  (471)  7  6  5  1  

(株) 三 高 製 作 所

尼 崎 市 神 崎 五 反 田 2 8  0  ( 401)  6  1  5  8  

理 研 鋼 機 (株 ) 大 阪 営 業 所

大 阪 市 北 区 宗 是 町 1 ( 大 阪 ピ ル ) (441)  8  6  2  1  

六 甲 工 業 (株)

大 阪 市 西 成 区 旭 北 通 2 /  2  ( 632)  2  9  2  1  

社 団

法 人 日 本 サ ッ シ 協 会 関 西 支 部

支 部 長 福 田 好 雄

大 阪 市 浪 速 区 敷 津 町 3 - 2 0 (大 阪 府建 国 連 会館 ) ( 6 3 2)  6 1 7 1  - 6  

12 



!  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア |  

• A

9

2

 

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 3 霞 話 ⑪ 0098 ・5837 ・8729 ・6810 ・8555

北陸営業所 金 沢 市 長 田 町 1 1 9 電 話 ② 2 2 8 7  

商アタ鈴ネ土

. 6.  

Z 玄式株

• 
実 111イ色券の

もメント吻ｾ，＼ー

責 任 施 工製 造 発 売 元• • • 
特 許 ニ ッ ポ ン 防 水 機

ニ ッ ポ ン 防 水 液 B 号

ニッポン 急結液，ｾ -y 

ニ ッ ポ ン 耐 浪 商IJ

ニ ッ ポ ン | 坊水目 J也 材

ビ Jレ コ ー ト

• • • 

芸壁 黒 川 化 学 工 業 所

事/ / ; 工場伸 1' ，li 束通IK住.If 町JL肉体 TEL 闘 2723標準包〆ント防水斉11

N. G. C. 試

工 事 責 任 施 工イフ二l

コ ン パ ウ ン ド ア ス フ アル 卜 販 売

内外Z 業株式会結

米 国 パ ブコ

電話 (641 ) 3434- 6  大阪市阿倍野区旭町一 ノ五一

大阪市阿倍野区旭町二ノ六六

本 社

工場

〈診

社

4主 尽

販 売 工 事

各種保混保冷材料 冷 暖 房 工 事

各 種 冷 暖 房 機 器 防熱防音 工事

冷凍機 ・6 綿製品 各種閉じ管工事

各 種 樹 脂 加 工 品 設 計 施 工

冷 熱 工 産 株 式

取締役社長・石 川 良 輿

本 社 及 大 阪 営 業 所 大 阪 市 西 区 よ 佐 堀 通 1 の 16 (石 川ピル)

γli ，Ａｾ大阪い ＴＳ Ｉ 3  6  6  1  - 5  

九州支社友長崎営喋所 長崎市茂里町 13番地 ? 佐治 (4) 0092 ・0308

営 難 所 及 出 張 所 1;):; ω・福附・小倉大分・徒、ω・錦鶴・東京

A

Q

一

A

国

回

一

器

内

随
一'

A

r

 

“
H

r

 

。
一

リ

申

nm

 

難

問

島

山

風

叩

問

中

日…
回

一

日

I'II . G . C イ ン シ 戸 ラ イ ト 断 熱 材 製 造 発 売 元

③ 

東洋キャリア工業株式会社

東 洋 ゴ ム L業 株 式 会 社

( 株) 大阪パ γ キング製造所

大 洋 必 業 株 式 会 社

特約販売・ 工事広
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Z スロシqィIL

tI:.J ヨz - ] ，

涜し台・調理台

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 l

電話 (531) 1003- 5  (541)  8731- 3  

F UT ABAY A DE CORAT ORS ， L TD.  

建 築 物 船 舶 等 造 作 工 事

家 具 怨 具 ・宅 内 装 飾 工 事 設 計 施 工

内 外 装飾織物 ・ＺｊＡ ｾ物類 一 式

⑧ 

二葉屋装備工 業 株式会社

( (1IJ 業大疋 7 11' .)

取 締 役 社 長 若 林 繁

大 阪 市 大 淀区 本I主川 崎 町 2 の 6

( 天六m停 商 北 2 丁 )

電 話 ・大! 寝 間11 3321- 3 ・3630

.，r 

zコ

網 入 光 り 波 型 ガ ラ ス ロ に はZ) 長サ9岡 山8m;m

タ イ ニ チ ・ ア ー モ ラ イ ト 波 板 ・平 板

(硝子繊維強化 ポ リエ ステル板) 各種波、す法( 長尺物有)

製造販売 大日本硝子工業株式会社

大阪支庖 大阪市北区玉江田J 2 ノ 4 (三菱倉庫ビル ) 電話⑪1389 ・3389 ・3281

本 社 神 奈 川 県 相 模 原 市 小 山 字 久 保 2 2  4  i屯⑫3101- 4  

岩 元 式

スカイライト並努明シチレーダー

カ タ ロ グ 進 呈

サ ッシュ 、 ドア一 、 シャ ッター

伸縮扉 、オペレーター、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

4

E
ム

・4

4

・

会

川

引

式

馴

寸

朱

駒

山

i
a
区
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アルミニウム 東京カーテンオール工業株式会社

( 旧社名東京鋼板工業株式会社

ス テ ン レ ス カーテンウオール
本 社 及 工 場 東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 / 1 0 0 0

話 (891) 8  1  3  1  - 8  

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 日 園 田T 1  8 番 地 島 根 ピ ル

指 (361) 9  1  5  4  - 7  

名 古 屋 支 后 名 古 屋 市 東 区 久 屋 町 5 の 9 ( { 主商ピノレ) 2578- 9  

福 岡 出 張 所 福岡市僑ロ園丁目番地の 1 ( サンヒソレ抑制⑬ 8 8 2 5  

ブ ロ ン スr

建 築 基 準 法 に フ リ ー パ ス の ガ ラ ス 屋 根

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

工 場 ・プ ラ ッ ト ホ ー ム ・

体 育 館 ・ア ー ケ ー ド に 最 適

安 定 し た ス マ ー ト な 外 観

モ ー タ ー フ ァ ン に よ る 高 率 換 気

内 外 の 技 術 障 が 生 ん だ 傑 作

内 外 建 材 株 式 会 社

内 外 式 連 続 採 光 換 気 装置

コンチニアスベンチレーター

筒 型 喬 種 ベ ン チ レ ー タ ー

大阪市西区土佐堀船田丁目( 大阪商工ビル ) T E  L (441 ) 3983 ・4396

工 場 大 阪市 城 東 区 天 王 田 町 1 の 14 1 T E L  (.9 ) 1149 

設 計 施 工

_ . ・・. . 戸 一日・・'ー・・・.' ー. . . . . ・・. ー・. . . . . . ・，・. . - . .. ..一・
- . - .  L " . . 一 - ・5 ・ .. ...-.. ・. . ・. . ，，_ . . . . -_' :・" -.. ....".. -

z、

s  

設 計 施 工

-
u
e

‘

 

九

--J

・3

製 作

関 麿 購 韓 間 銅

言宣言十

句 石Ｎ・Ｎ二号三モー τ 二 Ｚ 三 ｚ ， ＷＷＷτ 三百ｾＧ｜ＺＮ Ｎ ＺＮＮＡＮＮＺ五 τＭＭＭＭＭＺ ・・ Ｎ ・ Ｚ :: ..0. 41'_- : : ""，， : . :0.: ... ・.・・，三.10.. ｾ＠ ＮＮＮＮ ピ ・Ｎゐｾ・ＭＮ ・Ｚ ..... ":." .. 

議 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ー アスファノレト防水工事 尽

ミ ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスファノレトタイノレ工事選

議 耐酸モノレタノレ工事 T 各 種 床 工 事 選

大 阪 耐 密 会 Z 業pl {

大阪市北区浮田町82番地 電話大阪 (371)' 1333番

15 



優 美 な 繊 維 の 京 壁 材 一 一 惨

華 街 目 車 壁 I1 ← 繊 維 の 床 砂

物 壁 材 → 11ftピロ〉壁

上 壁 i謹← パル一一

ー な 超，* ( 7) 壁 材 → ! 目 ωす芯' かべa

新 ω￫ｴｾＧ 力、ぺＧ

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所 ・ 全

本 ヰ 」 大 阪 市 西 局 区 内 凶 ツ 橋 'i ll 話 大 阪 (541) 5756- 9  

営 業 所 明石市西1 ' . 子 園T 1 丁 目 3 9 氾 郡 明 布 5 8 5  2  

営 業 所 有;¥I; ii]in上 牟 凹 八 回 目T26番 地 の 1 電 話 相 同 制 3 2 4 5  

湖

町

田

E

E

間

F

E

n

s

捌

u

，
F

E

創

r

E

R

R

仙

一

時

，

.

ウ

苅

水

で

/

/

陪

仰

い

レ

に

p

.
ム
仔

紳
染

E
.

ご

碕

足

中

ケ

}
Ｍ・・・・・・ ｟ｊ 日・・ｾｾ圃圃］］Ｍ・ .... ・・・・・・

⑥ 

株式会社エバレヂン工業所

大 阪 市 北 区 鳴 尾 町 1 0 番 地

電 話 ( 3 4 1 ) 6 2 6 0 ・( 3 6 2 ) 9 5 7 5  6  

16 

(東 京)東京都新宿区柏木 5- 1似)3 (369)  1ω6 

(札 幌w脱市街l条西8丁目2(菊池ビル)1印刷

Ｈ ｾ ｴ 陸 Ｉ 石川県小松市竜助田 ｊ 3小松 1 948 

(名古屋)名古屋市中村区日置通4丁目 12(33)5581

(三 重) 三重胎幸市出可東松原 2 7  9  ( 8  )3926  

(京 総)京都市上京区河原通荒神U下ル側2840

(神 戸) 神戸市東灘区. 住割I唐松 6 7  (85)5723 

(林鉄111)和歌山市彰員 3 65

Ｈ ｉｾｊ 山 Ｉ岡 山市 栄 町 Ｑ 4  

(広 島)広 烏市油屋 町 2 1  

(高 fi: )高位市 3番目T6- 6 (2) 5310 

(怯 IlJ )愛媛県総山市高似咽 [ 2丁目61 ( 3  )1915  

(徳 島)徳島市南佐古田nOT目35一1 ( 2  )9595 

(，印刷高 知市金子 絡 10 ( 2)  8 4 70 

(福 岡) 福|判市西刺刊11街区6号(三光めり(76)5972

(大 分)大 分 市 大 道 町 4 丁目 2 判l

(向 的)宮 崎 市 有l 知l 川 原田[ 3  6  5  

(i ' l '純) 郎唱i!i li 壷屋町 203 ( 8)  7 2 7 9  



浪建式

アルミサwシュ・ド?ー

スチールサ''J シュ・ドJ ' -

シヤ'')9- ・オペレーター

lトカライジル処理I場繊

4 ・h 一製造販売ー

ilI!I山山¥‘

第二工 場建 靭

浪速建枚Z業様式会社

日 澗 捌 |

全国線代理庖 I  

本社 ・工場 ・大 阪 市 城 東 区 野 江 中 之 町 一 丁 目 丸 帯 地 電話大阪(931) 1171- 3 番

第 二 工 場・ 大 阪 市 城 東 区 茨 閉 横 波 町 四 一 帯 地 電 話 大 阪(包1)6153 ・ω 24需

車京営業所・東京都中央区銀座東六丁目木股館ピル六号館 607号室 電話 東京 ( 54 1) 4611需

尚間営業所 . 1iJ 岡 市 天 神 町 三 帯 地 { サンピル内 ) 電話 福 岡 @ 白62番

出 煩 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 ヒ 帯 地 電話 大 分 1 3  6 6 欝

-
陸屋根防水には

特許 絶 縁 工 法 を

拘 Ｎｾｉ ト縮局帯

- 御 申越次第カタログ進呈

コ- 1 ¥ータイト

特許奥山式熱工法 ・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式曾枇

1在京有1;' ド央区銀座凶 8 の 3 ・.l!:;活 ( 57¥) 2703- 4 ・2370 . 40創 ー02&1

名 古 雇 出 版 所 名 古 屋 市 南 l正法草田f 3  3  "正，:ii ( 81)  3  6  6  0  
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アルミニウム天井 鉄 鋼 会 館 日進式ボード下地 新阪急ビル

空 に む か つ て

ぐ ん ぐ ん 伸 び る

そ れ は

ダ イ ケ ン の

動ー号シ司 ｴＮｾＮ

ボー ド下地 や ア ル ミニウム の

仕事につ きま しては 何卒

奥村重兵衛商腐 に ご照会下 さい

大 阪 市 北 区 木 幡 町 60 番 地

K.  K. 奥 村 重 兵 衛 商 盾

電 話 大 阪 ⑩ 4131 ( 代)

福岡出張 所 電 話 福 岡 ② 6460

-
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ス

争住友'1差金属工業K .K .と提携4

9. : イケシ旬:yシ株式会祉

本 社 ー 工 場 堺 市 払 出 町 1 - 6  T  E  L  ( 38)  114 1  

鳳 工 場 堺 市 平 i同 町 4 8  T E L ( 7 ) 0 7 4 2  

東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 III 区 平 河町 1- [ T  E  L  (部1) 6  6  4  1  

名古 屋営 喋 所 :Y， I'i 昼 市 東 区 東 新 聞f 4  T  E  L  ( 97)  7  2  6  4  

{ イ ー ス タ ン ピ ル ) T  E  L  (例 ) 3  9  1  1  

金 沢 営 業 所 金 沢 市 下 街 町 1 3 T E L ( 3 ) 主12 7 - 8  

長 野 代 理 底 長 野 市 - 1-: 回 東 町 1 2 5 1 T E L ( 3 ) 2 7 2 9
く旧社名 大阪建材工業株式会社〉

18 



日本建築協会優戻謹明 セ メ ン ト 培 強 防 水 剤

紫

褒

事愛

章

E画室蓮司

責 任 ・ 施 工 ・ 請 負

づ匂ータイ1- 8雪

株式会社日本セメント防水剤製造所

-・・11111111111111111111111111111111111111111111111111. • ，. .. .  .  

j l S 合 格 モ ル タ ル コ ン ク リ ー ト 用

圏直孟雇亙直囲

E告訴菖辺彊富市君主義理 ｅｓ 蓄電ヨｲ＼＼］ｐＡＱｊＺｾｾ署苦 Ｑ ＢＮＱ Ｑ

耐 火:"11・:113 G"  

ｉ ，ＢＢｾＡＮｉ ・ｾＮＺｬ ＹＭ
イ申銅首眉量

電 動 式 ・ 手 動 式 ・ バ ラ ン ス 式

j: l!j ひ な い

八 ＱＱＩ ，品［ｾｾ f. 1， ＱＧｾ＠ ｉ ，，ｾ＠ rCi づ1

1、 〆 r' ，:g. f.同 fl 1.' Ji J  
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昭

和

二

十

四

年

三

月

十

九

日

第

三

種

郵

便

物

認

可

社 会建築
第 5 号

と

第 4 5 車i1

昭

和

三

十

九

年

五

月

二

十

日

印

刷

昭

和

三

十

九

年

五

月

廿

五

日

発

行

(
毎

月

廿

五

日

発

行

)

をキオ

ω  

朝 日7 レキ5-- 7/ 1-;1; ード

建燃守二

- ー.

刃三法住 宅ノレビσ3 てキ1?、

fぬ
朝 日 石 綿 工 業 株 式 会 社

大阪営業所 大 阪 市 北 区 神 山 町 四六 電 話大 阪 自 Ｑｾ 8 5 2  1 代 袈

本 社 東 京 銀 座 七

営 業 所 東 京. 慣 浜、 名 古 陸、岡山. 斬 脂浜. r'l 司、 宇L 眺

工 場 東京、 横浜. 山製 名古島、大阪. 岡山、1"1司、 宮城

朝日スレート

23事目目7ロベスト

Iρ 床検
，，，
 

売

価

シタイpf};tζ ｦＩｾ＠、。

部

金

百

八

十

円

(

送

料

共

)

株 式 会 社 タ テ パ ヤ シ 商 庖

京 都 市 下 京 区 大 宮 通 同 条 下 ル

l{t，;!i (81)  0  8  7  1  - 2  

回 建 材 株 式 会 社

: 1 ' ， 出 版 市 西 区 桜 木 町 3 - 8  

l{t，，'¥ ( 57)  7461- 3 ・8589

株 式 会 社 名 建 商 会

名 占 b1 ，Ij 中 区 日 出 回T 4  1 ノ 2

111，，/0 ( 24)  1329 ・2106 ' 2817  

東 物 産 株 式 会 社

本 社 名 古 展 市 中 区 東 瓦 町 3 9 111，，[;( 24) 6176- 9  

舷 車 出 張所 ・ 岐 ｉ ｾＡＮ 市竹盛 岡 ｔ 2 7  lt1.，，[;③2201  .  2360 

盛 建 材 株 式 会 社

本 社 広 品 市 鉄 砲 町 1 0  8  lt1.，;!i ( 21) 2281 - 7  

岡 山 ・間 山 市 東 回 町 3 111; 活( 3  ) 8285- 7  

福 岡 ・ 福 岡 市 万 行 寺 前 町 1 4  ' itl，，li② 5566- 8  

関西三星タイル会員

株 式 会 社 木 下 謹 三 商 底

大 阪 市 西 区 江 戸 場 南 通 5 ノ 3 5  

電品( 441) 5408 ・5486( 443)  2700 

株 式 会 社 久 保 商 底

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

111，; M341)  0207- 8 ・4836- 7  

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 区 南 堀 江 大 通 1 町 1 9  l1tぷ ( 541 ) 6161- 4  

合 名 会 社 利 倉 幸 商 庖

阪市南区長堀僑筋 Ｒ ノ Ｒ Ｐ Ｈ￬ｦｩｾ 民地 ＱＱＱ 停 ｮ￴ ｊＩ

111"，¥( 211)  6923 ・0575

京 都 営 換 所 京都市中京区河原町ｾ川下ル Ｈ ＲＳ Ｉ 3277 ・3279

泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 日 本 儲 筋 2 ノ 3 6  

111，，，1'，( 632) 0  1  2  1  - 4  

有 限 会 社

区 j荒 悶 町 l

屯 品 ⑤ 2697 ・2140. 9151 

岡

日

膏和

材

兵 庫

電 話 大 阪 ( 2 3 1) 9 6 4 8 ・9 6 4 9 ・9 6 4 0

振 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

弁 建

神 戸 市

ご 入 会 の お 申 込 は ー・ .. 

「建 築 と 社 会」 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北浜 3 - 3 7  

石


